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Chapter 1
DxDesigner 入門

DxDesigner は Expedition Enterprise (EE) レ イアウ ト ツールと統合し 、 複数のコ ンピ ュ
ーテ ィ ング ・ プ ラ ッ ト フ ォームで 、 回路図や ICT を使用し た拡張可能な複数ユーザー
設計定義環境を提供し ます

以下の ト ピ ッ クでい く つかの DxDesigner の基本コ ンセプ ト と タ スクについて説明し
ます :

EE2007 と同時に作業
全てのアプ リ ケーシ ョ ンが同じ セン ト ラルデータベースを使用するので 、 複数のユー
ザーが同一の設計を編集する こ とが可能です 。 これを同時に作業する と言います 。

必要条件

ユーザーはク ラ イアン ト / サーバ環境で作業し ている必要があ り ます 。 ユーザーのシ
ステムア ド ミ ニス ト レータがこの環境を設定し 、 ユーザーにラ イブ ラ リ 、 プロジ ェ ク
ト などへのパスを提供し ます 。

同時の作業の例

• DxDesigner では複数のユーザーが同一の設計を開 く こ とができます 。
DxDesigner では 、 フ ァ イルをシー ト ご とにロ ッ ク し ます 。 最初にシー ト を開い
たユーザーには編集 ( 読み込み / 書き込み ) 権限が与えられます 。 既に編集さ
れているシー ト を他のユーザーが開 く 場合 、 DxDesigner はそのシー ト を読み
取り専用モー ド で開き 、 誰が編集し ているかも教えます 。 編集の際の全ての変
更は読み取り専用セ ッ シ ョ ンにもすぐに反映されます 。

• EE2007 と同時に作業

• DxDesigner のワーク フ ロー

• DxDesigner での情報検索

• リ リース間 、 あるいはフ ロー間
の切り替え

• DxDesignerユーザーイ ン ターフ ェ
ース

• DxDesigner の起動と終了 　

• 新規プロジ ェ ク ト の作成

• プロジ ェ ク ト のコ ピー 、 または
削除

• ナビゲータの使用

• シー ト の作業

• 回路図オブジ ェ ク ト の基本的な
編集

• DxDesignerコ マン ド ラ イ ン コ マン
ドの実行
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• ユーザーたちは 、 設計を異なるツール ； DxDesigner 、 Expedition PCB 、 あるい
は CES で開 く こ とができます 。 あるユーザーが特定のツールで変更を加えた
場合 、 他のツールには 、 フ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンが必要なこ
とが伝えられます 。 これらの指示はアプ リ ケーシ ョ ンのステータ スバーのイ ン
ジケータ ラ イ ト で伝えられます 。

Figure 1-1. DxDesigner のイ ンジケータ ラ イ ト

DxDesigner のワーク フ ロー
DxDesigner では 、 異なるレ イアウ ト ツールを ターゲ ッ ト にし たプロジ ェ ク ト を作成す
る こ とができます 。 新規プロジ ェ ク ト を作る場合 、 ユーザーは Expedition ワーク フ ロ
ー 、 あるいは ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローを選択する必要があ り ます 。 Expedition フ ロ
ーを選択し た場合 、 ユーザーは密結合 Expedition PCB レ イアウ ト ツールを ターゲ ッ ト
にし ます 。 ネ ッ ト リ ス ト フ ローを選択し た場合 、 ユーザーはい く つかの異なるレ イア
ウ ト ツールから選択する こ とができます 。

以下の ト ピ ッ クでは簡潔にそれぞれのフ ローについて説明し ます :

• Expedition ワーク フ ロー

• ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー 

DxDesigner ユーザーイ ン ターフ ェース (UI) はユーザーが選択し たフ ローに対応し ま
す 。 これは 、 ユーザーが作業をする フ ローによ って 、 各種ダイアログボ ッ クスやメ ニ
ュー項目が多少変わって く る こ と を意味し ています 。 これらの違いは DxDesigner の
文書の適切なセクシ ョ ンに示し てあ り ます 。

特定のワーク フ ローについては 、  新規プロジ ェ ク ト の作成をご覧 く だ さい 。

黄色はバッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ン
が必要なこ と を表し ています 。
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関連 ト ピ ッ ク

• 他のツールとのデータ交換

Expedition ワーク フ ロー

2007 リ リースよ り Expedition Enterprise (EE) は設計データ をセン ト ラルのク ラ イアン
ト / サーバデータベースに保存し 、 シンボル 、 セル 、 そ し てパッ ド ス タ ッ クなどのデ
ータはセン ト ラルラ イブ ラ リ に保存し ます 。 このアーキテ クチャによ り複数のアプ リ
ケーシ ョ ンが同時に設計データにアクセスする こ とができるよ う にな り 、 結果と し て
:

• 設計データへのリ アルタ イムアクセス 、 制約条件を含む設計データの同時エン
ト リ による真の同時設計環境の構築

• フ レキシブルなク ラ イアン ト / サーバーのアーキテ クチャ

• 結線のリ アルタ イムでの作成 - ネ ッ ト リ ス ト の作成 、 あるいは編集は必要あ り
ません

• アプ リ ケーシ ョ ン間の同時のク ロスプロービング

が可能にな り ます 。

設定を含むアーキテ クチャの詳細については 、 DxDesigner Administrator’s Guide をご
覧 く だ さい 。

この同時アーキテ クチャによ り 、 DxDesigner を EE ワーク フ ローに最も適切な方法で
組み込むこ とができます 。 例えば 、 あるエンジニアを DxDesigner でのキャ プチャに
割り当て 、 その間他のエンジニアを Expedition での PCB レ イアウ ト に割り当てる こ
とができます 。 詳細については 、 DxDesigner と Expedition PCB の同期化をご覧 く だ
さい 。
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Expedition ワーク フ ローを使用する と 、 以下の機能が提供されます 。  ( ネ ッ ト リ ス ト
ワーク フ ローではこれらにアクセスできません ):

DxDesigner と Expedition PCB の同期化

DxDesigner と Expedition PCB で同時に設計作業をする場合 、 両方のツールで他のツー
ルで行った変更を ト ラ ッ ク し ています 。 両方のツールのアプ リ ケーシ ョ ンの最下部に
あるステータ スバーには “ イ ンジケータ ラ イ ト ” が表示され 、 同期化のタ イ ミ ングを
知らせます 。 DxDesigner では 、 ア ノ テーシ ョ ンが必要でない場合は緑色のラ イ ト が
表示され 、 ア ノ テーシ ョ ンが必要な場合は黄色のラ イ ト が表示されます 。

ど こ で変更が行われたかによ って 、 同期化は DxDesigner から Expedition PCB へのフ
ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン 、 あるいは 、 Expedition PCB から DxDesigner へのバッ クア
ノ テーシ ョ ンで行われます 。

Expedition PCB へ設計データ を フ ォワー ド ア ノ テー ト する場合 ：

1. ツール > パッ ケージを選択し ます 。

2. パッ ケージャダイアログボ ッ クスでパラ メ ータ を指定し ます 。 詳細については
DxDesigner Reference Manual の 「 Packager ダイアログボ ッ クス 」 をご覧 く だ さ
い 。

関連 ト ピ ッ ク

• Constraint Editor System User’s Manuals の 「 Managing Design Changes Between 
Tools 」

• Expedition PCB User’s Guide の 「 DxDesigner Flow 」

Expedition ワーク フ ローでサポー ト されているのは

• パッ ケージ ( ツールメ ニュー )

• ラ イブ ラ リ マネージャ ( ツールメ ニュー )

• Expedition PCB( ツールメ ニュー )

• Constraint エデ ィ タ システム ( ツールメ ニュー )

• バリ アン ト ( 表示 > 他のウ ィ ン ド ウ メ ニュー )

• 関数管理されたバリ アン ト ( 表示 > 他のウ ィ ン ド ウ メ
ニュー

• RF( 表示メ ニュー -DxRFEngineer ラ イセンスオプシ ョ
ンが有効になっている場合 )

ツールバーボタ ン
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ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー

ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローには以下の特徴があ り ます :

• Expedition ワーク フ ロー同様セン ト ラルラ イブ ラ リ ではな く 、 シンボルラ イブ
ラ リ を使用し ます

• (Expediton ワーク フ ローではアクセス不可である ) 以下の機能へのアクセスを提
供し ます :

関連 ト ピ ッ ク

• PCB Interfaces User’s Guide 

• Managing Parts Databases with DxLibraryStudio 

DxDesigner での情報検索
DxDesigner の情報は以下の方法で探すこ とができます :

• DxDesigner ユーザーガイ ド目次

DxDesigner ユーザーガイ ド目次は 、 典型的なワーク フ ローモデルを反映し て構
成されてお り 、 フ ローに基づ く 設計タ スクの情報へのリ ン ク を提供し ます 。 設
計タ スクの情報には FPGA 設計 、 レ イアウ ト 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンなどの回路図
キャ プチャ タ スク前 、 後のタ スクが含まれます 。

• DxDesigner InfoHub

DxDesigner InfoHub は 、 複数の文書を整理し て SupportNet への情報リ ン ク を提
供する HTML 情報セン ターにな り ます 。 また 、 InfoHub にはキーワー ド による
ローカルの HTML 検索と 、 改良された SupportNet の自然語検索があ り ます 。  
DxDesigner の InfoHub にアクセスするにはヘルプ > InfoHub の文書を選択し て
く だ さい 。

リ リース間 、 あるいはフ ロー間の切り替え
システムでは 、 複数の DxDesigner リ リースやフ ローを管理する こ とができます 。 そ
れらの間で切り替えを行う には 、 SDD コ ン フ ィ ギュ レータ を使用し ます 。 詳細につ

ネ ッ ト リ ス ト  ワーク フ ローでサポー ト されているのは

o PCBインターフェース (ViewPCB)( ツールメ ニュー )

o DxLibrary スタジオ (ツールメニュー )

o プロパテ ィ 定義エデ ィ タ ( ツールメ ニュー )

o 制約条件 ( 表示 > 他のウ ィ ン ド ウ メ ニュー )

ツールバーボタ ン
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いては 、 Setting your Software Environment with SDD Configurator の Switching Between 
Releases or Flows をご覧 く だ さい 。

DxDesigner ユーザーイ ン ターフ ェース
DxDesigner イ ン ターフ ェースの柔軟性によ り 、 どのタ イ ミ ングでどの機能 ( ツールバ
ーコ マン ド ) を表示させるか 、 またセ ッ シ ョ ンツールバーにどのアイ コ ンを表示させ
るかなどを選択し 、 作業 スペースを カス タ マイズする こ とができます 。

以下のツールバーのいずれかを表示 、 あるいは非表示にするには :

• アイテムの切り替えは 、 表示 > ツールバー > 
追加
ア ド イ ン
コ マン ド ラ イ ン
メ イ ン
変換
表示
RF ( イ ンス ト ールに適用可能な場合 )

これら ツールバーの簡単な説明は DxDesigner Reference Guide の “ 表示メ ニュー ” ト ピ
ッ クの ツールバーの説明をご覧 く だ さい 。

また 、 すべてのア ド イ ンを閉じ て回路図エデ ィ タウ ィ ン ド ウのみを表示させる こ と も
可能です 。

ヒ ン ト : 設計者の多 く はア ド イ ンを使用し ていない際は閉じ て回路図キャ プチ
ャのためのスク リーンのサイズを最大化させます 。

フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウと ド ッ キングウ ィ ン ド ウの切り替
え

DxDesigner ではア ド イ ンを表示するのに以下の 2 種類のウ ィ ン ド ウを使用し ます :

• ド ッ キングウ ィ ン ド ウ

初期設定によ り 、 ウ ィ ン ド ウは DxDesigner イ ン ターフ ェースの指定された場
所に配置されます 。 それらウ ィ ン ド ウを非表示にし た り 、 フ ローテ ィ ングウ ィ
ン ド ウに変更する こ と も可能です 。  

• フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウを DxDesigner イ ン ターフ ェースの外にフ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウ
と し て表示させる こ とが可能です 。

ド ッ キングウ ィ ン ド ウを フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウに変更するには :
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1. ド ッ キングウ ィ ン ド ウの空いている箇所で右ク リ ッ ク  > ド ッキングを許可を選
択し て ド ッキング機能を許可のチ ェ ッ ク を外し ます 。  

2. ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーを ク リ ッ ク し てホールド し ます 。

3. ウ ィ ン ド ウを ド ラ ッ グし てスク リーンの別の場所に移動し ます 。

フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウを ド ッキングウ ィ ン ド ウに変更するには :

1. フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウの空いている場所で 、 右ク リ ッ ク  > ド ッキングを許
可を選択し て ド ッキング機能を有効にし ます 。

2. ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーを ク リ ッ ク し てホールド し ます 。

3. ウ ィ ン ド ウを ド ラ ッ グし て DxDesigner イ ン ターフ ェース上の任意の箇所に移
動し ます 。

ヒ ン ト :DxDesigner のウ ィ ン ド ウ配置は dxdesigner.wsp フ ァ イルに保存されてい
ます 。 スク リーンの境界の外に ド ッキングされていないウ ィ ン ド ウを " 失 く し
た " 場合 、 このフ ァ イルを削除し て く だ さい 。 DxDesigner によ りデフ ォル ト の
ウ ィ ン ド ウ配置を復元する新規フ ァ イルが作成されます 。
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Figure 1-2. ユーテ ィ リ テ ィ ウ ィ ン ド ウを表示中の DxDesigner イ ン ターフ ェース

ナビゲータ ：  プロジ ェ ク ト 階層の
表示と作業を行う こ とができます 。

プロパテ ィ ：  プロパテ ィ 制約の作成 ・ 編集
用イ ン ターフ ェース 。

回路図エデ ィ タ ウ ィ ン ド ウ ： フ ラ ッ ト および
階層設計上にコ ンポーネン ト を配置するため
のイ ン ターフ ェ ース 。

アウ ト プ ッ ト ：  コ マン ドの出力結果を表示し
ます 。  他のタ ブには他の動作の結果が表示さ
れます 。
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Figure 1-3. Figure1-2 以外のア ド イ ンを表示中の DxDesigner イ ン ターフ ェース

DxDesigner の起動と終了 　
Windows あるい UNIX では 、 ダ ッ シュボー ドから DxDesigner にアクセス し ます 。
Windows では 、 Windows Explorer あるいは 、 Windows のス ター ト メ ニューからでも
DxDesigner にアクセスする こ とができます 。

ICT ビ ューワ ：  設計を ICT の
形で表示し ます 。

シンボル ： 各種ラ イブ ラ リから
シンボルの検索 、 選択 、 配置を
行う ためのイ ン ターフ ェ ース 。

DxDataBook ：  各種パー ト
ラ イブ ラ リから コ ンポーネ
ン ト を検索 ・ 選択するため
のイ ン ターフ ェース 。

コ マン ド ラ イ ンツールバー ：  コ マン ド
実行のためのイ ン ターフ ェース 。
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Windows での DxDesigner の起動

ダ ッ シュボー ド を起動するには :

• デスク ト ッ プにある eProduct Designer アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます . 　

ダ ッ シュボー ドから DxDesigner を起動するには :

1. ツールボ ッ クスフ ォルダを開きます 。

2. 基板レベル設計 (PCB) ツールボ ッ クスをダブルク リ ッ ク し ます 
。

3. DxDesigner アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます 。

Windows のス ター ト メ ニューから DxDesigner を起動するには :

• ス ター ト  > プログラム > Mentor Graphics SDD > DxDesigner-Expedition Flow> 
Design Entry> DxDesigner を選択し ます 。

DxDesigner を終了するには 、 以下のいずれかを実行し ます :

• フ ァ イル > 終了を選択し ます 。

• ウ ィ ン ド ウの右上の赤色の X 印を ク リ ッ ク し ます 。

UNIX あるいは LINUX での DxDesigner の起動

1. コ マン ド シ ェルで 、 %SDD_HOME%/common/<platform>/bin にナビゲー ト し ま
す 。

2. viewdraw と入力し ます 。

Note
はじめて DxDesigner を起動する場合 、 数分かかる こ とがあ り ます 。 次回から
の起動は早 く な り ます 。

コ マン ド ウ ィ ン ド ウからの DxDesigner の起動

ダ ッ シュボー ド を開かずに DxDesigner を Windows 、 UNIX 、 または LINUX のコマ
ン ド ウ ィ ン ド ウから起動する こ とができます 。

コ マン ド ウ ィ ン ド ウから DxDesigner を起動するには :

1. Windows のコ マン ド ウ ィ ン ド ウを開 く か 、 UNIX あるいは LINUX のコマン ド
シ ェルを開きます 。

2. 目的の DxDesigner プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ を探し ます 。
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3. viewdraw と入力し ます 。

新規プロジ ェ ク ト の作成
回路図を作成する前に 、 設計データ フ ァ イルを保存するプロジ ェ ク ト を作成する必要
があ り ます 。

以下のいずれかの方法でダ ッ シュボー ド あるいは DxDesigner でプロジ ェ ク ト を作成
し ます :

• Expedition かネ ッ ト リ ス ト のいずれかのワーク フ ローのためのデフ ォル ト 、 ま
たはカス タムテンプレー ト を使用し てプロジ ェ ク ト パラ メ ータ設定を指定し ま
す 。

• DMSデータベースから作成 。 詳細については 、 プロジ ェ ク ト のコ ピー 、 または
削除をご覧 く だ さい 。

Expedition あるいはネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローにてデフ ォル ト 、 あるいはカス タムテ
ンプレー ト を使用し て新規プロジ ェ ク ト を作成するには :

1. 以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• DxDesigner あるいはダ ッ シュボー ド で 、 フ ァ イル > 新規 > プロジ ェ ク ト を
選択し ます 。

• ダ ッ シュボー ドのプロジ ェ ク ト フ ォルダで右ク リ ッ ク し 、 ポ ッ プア ッ プ メ
ニューから プロジ ェ ク ト を作成を選択し ます 。

2. 新規プロジ ェ ク ト ダイアログで 、 使用し ているワーク フ ローに適切なプロジ ェ
ク ト テンプレー ト を使用可能リ ス ト から選択し ます 。 個々のワーク フ ローご と
に 1 つのデフ ォル ト のテンプレー ト があ り ます 。 また 、 リ ス ト にはア ド ミ ニス
ト レータによ って作成されたカス タムのテンプレー ト がある場合もあ り ます 。
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以下の図では 、 ワーク フ ローご とに使用可能な各種テンプレー ト の例を示し ま
す 。 ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー • テンプレー ト を選択し た場合 、 ユーザーはタ
ーゲッ ト レ イアウ ト ツールを選択する こ とができます :

3. プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます 。

4. プロジ ェ ク ト フ ォルダを作成する場所を入力し ます 。

5. Expedition フ ローのみ : テンプレー ト によ って入力されていない場合は 、 プロ
ジ ェ ク ト が使用するセン ト ラルラ イブ ラ リのパスを入力し ます 。

ネ ッ ト リ ス ト フ ローのみ : ド ロ ッ プダウン リ ス ト から レ イアウ ト ツールを選択
し ます 。

6. ク ラ イアン ト • サーバー設定マネージャ を使用する場合 、 チ ェ ッ クボ ッ クスを
選択し 、 サーバーへのパスを入力し ます 。 詳細については 、 DxDesigner 
Administrator’s Guide の 「 iCDB 管理 」 をご覧 く だ さい 。

7. OK を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト を作成し ます 。

結果 : プロジ ェ ク ト リ ス ト に新規プロジ ェ ク ト が表示されます 。

参照 :
• DxDesigner のワーク フ ロー

Expedition PCB レ
イアウ ト ツールが
ターゲ ッ ト の場合
、 このテンプレー
ト 選択し ます 。

プルダウン リ ス ト の
レ イアウ ト ツールが
ターゲ ッ ト の場合 、
このテンプレー ト を
選択し ます 。
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プロジ ェ ク ト にラ イブ ラ リ を追加 ( ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロ
ーのみ )

レガシー DxDesigner シンボルラ イブ ラ リ を新規 、 あるいは既存のネ ッ ト リ ス ト ワー
ク フ ロープロジ ェ ク ト に追加する こ とができます 。 も し会社でセン ト ラルラ イブ ラ リ
モデルが使用されている場合 、 SymbolLibs パーテ ィ シ ョ ンに保存されているシンボ
ルラ イブ ラ リ を追加する こ とができます 。 また 、 このフ ォーマ ッ ト で DxDesigner に
アクセスできる任意のネ ッ ト ワーク上から ラ イブ ラ リ を追加する こ とができます 。

ラ イブ ラ リ を追加するには :

1. メ ニューから  セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > シンボルラ イブ ラ リ  ( セクシ ョ ン ) を選択
し ます 。 シンボルラ イブ ラ リ ウ ィ ン ド ウが開きます 。

2. 追加アイ コ ン を ク リ ッ ク し ます 。 ラ イブ ラ リ ダイアログボ ッ クスが開きま
す 。

3. 追加するシンボルラ イブ ラ リ を参照し ます 。 このラ イブ ラ リはユーザーのセン
ト ラルラ イブ ラ リの SymbolLibs パーテ ィ シ ョ ン 、 またはユーザーのシステム
でアクセスできる任意の場所に位置する こ とができます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。

結果 : リ ス ト にラ イブ ラ リが追加されます 。 ラ イブ ラ リのエン ト リ には以下の
よ う に色分けがされます :

• 読み取り専用ラ イブ ラ リは白い表示

• 書き込み可能のラ イブ ラ リは緑色の表示

• メ ガラ イブ ラ リは青色表示

注記 : メ ガラ イブ ラ リは 、 専用のコ ンパイルされた形式で保存されていま
す 。 DxDesigner では 、 これをシンボルウ ィ ン ド ウに表示する前に自動的に
逆コ ンパイルし ます 。

ラ イブ ラ リ リ ス ト を編集するには :

• 以下のいずれかを実行し ます :

o ラ イブ ラ リ を選択し て削除アイ コ ン を ク リ ッ ク し て削除し ます 。

o ラ イブ ラ リ を選択し て上へ移動アイ コ ン を ク リ ッ ク し て リ ス ト 内で上に
移動し ます 。

o ラ イブ ラ リ を選択し て下へ移動アイ コ ン を ク リ ッ ク し て リ ス ト 内で下に
移動し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• EE2007 と同時に作業
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• 新規回路図の作成

• DxDesigner Administrator Guide の 「 テンプレー ト フ ァ イルを作成する 」

プロジ ェ ク ト のコ ピー 、 または削除
プロジ ェ ク ト を同じ ネ ッ ト ワークの他のユーザーから コ ピーし 、 名前変更 、 またはプ
ロジ ェ ク ト 一覧から削除する こ とができます 。

プロジ ェ ク ト を コ ピーまたは移動するには :

• ユーザーの使用し ている OS に従って 、 プロジ ェ ク ト フ ォルダを新規の場所に
コ ピー 、 または移動し ます 。

プロジ ェ ク ト の名前変更をするには :

• ユーザーの使用し ている OS に従って 、 プロジ ェ ク ト フ ォルダの名前変更を行
います 。

プロジ ェ ク ト を削除するには :

• ユーザーの使用し ている OS に従って 、 プロジ ェ ク ト フ ォルダを現在の場所か
ら削除し ます 。

ナビゲータの使用
DxDesigner ナビゲータは回路図の設計や階層をグラ フ ィ ッ クな形でプロジ ェ ク ト ツ リ
ーと し て表示し ます 。 こ こ では 、 プロジ ェ ク ト データ を ２ つの主な構造 ： 設計階層と
ブロ ッ ク一覧で表示し 、 動的にア ッ プデー ト し ます 。

設計 vs. ブロ ッ ク ノ ー ド

設計の中の一番上の階層のブロ ッ クはルー ト にな り ます 。 階層の設計ルー ト と それ以
下はナビゲータウ ィ ン ド ウの設計ノ ー ド下に表示されます 。 1 つのプロジ ェ ク ト には
複数の設計を含むこ とができます 。 個々の設計は個別の PCB を表し ます 。 複数の関
連する PCB 設計を 1 つのプロジ ェ ク ト にま とめる こ とによ り設計間でラ イブ ラ リや
ローカルブロ ッ ク を共有し 、 全体のプロジ ェ ク ト を通し て同時に設計を管理する こ と
ができます 。

プロジ ェ ク ト の全ての設計の非ルー ト ブロ ッ クはアルフ ァ ベ ッ ト 順にナビゲータウ ィ
ン ド ウではブロ ッ ク ノ ー ド下に表示されます 。 ブロ ッ クから設計を作成し 、 対象ブロ
ッ ク を右ク リ ッ ク し た後 、 RMB ポ ッ プア ッ プ メ ニュー (> 設計を作成かつ 、 > ルー ト
と し て設定 ) から設計のルー ト ノ ー ド を定義する こ とができます 。

プロジ ェ ク ト に作成し た最初の回路図はルー ト と し て自動的に設計ノ ー ド下に配置さ
れます 。 次の回路図はブロ ッ ク ノ ー ド下に配置されます 。
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設計ノ ー ド 、 あるいはブロ ッ ク ノ ー ドの個々のブロ ッ クにつき 、 ナビゲータはそのブ
ロ ッ クに関連する全てのシー ト を表示し ます 。 個々のシー ト に対し てナビゲータはシ
ンボルと ネ ッ ト それぞれに拡張可能なフ ォルダを表示し ます 。

ナビゲータの内容

プロジ ェ ク ト 階層は次のよ う にな り ます : プロジ ェ ク ト > 設計 > 回路図 > ブロ ッ ク
[0..n]> リーフセル 、 こ こ でブロ ッ クの数は 0 から 0 以上の無限の数にな り ます 。 他の
ブロ ッ ク を含むブロ ッ クの複雑さが設計階層の複雑さ を決定し ます 。

以下のいずれかによ ってナビゲータのオン ・ オフ を切り替える こ とができます :

• 表示 > ナビゲータ メ ニュー項目あるいは

• ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

ナビゲータのプロジ ェ ク ト タ ブは以下の図にあるよ う に情報を階層的に表示し ます 。

Figure 1-4. DxDesigner のプロジ ェ ク ト ナビゲータの例

プロジ ェ ク ト ナビゲータは回路図エデ ィ タ 、 InterConnect エデ ィ タ 、 CES 、 そ し て
Expedition Enterprise と双方向でク ロスプロービングし ます 。 片一方で選択されたオブ
ジ ェ ク ト はも う片方で強調表示されます 。 サンプルは Figure 1-5 をご覧 く だ さい 。 ま
た 、 更新はダイナ ミ ッ クに行われます 。 設計の変更はすぐに反映され 、 手動で更新を
行う必要はあ り ません 。

ナビゲータのプロジ ェ ク ト タ ブによ り設計の階層を表示する こ とができます 。

マイナス (-) サイ ン 、 あるいはプ ラス (+) サイ ンを ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト タ
ブのエン ト リの中身を展開し た り閉じ た り し ます 。 オブジ ェ ク ト 名を右ク リ ッ
ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを表示し て操作を選択し ます 。
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Figure 1-5. プロジ ェ ク ト ナビゲータ  - ク ロスプローブ表示の例

ナビゲータ で 、 以下の ト ピ ッ クにあるよ う に追加のタ スク を実行する こ とができます
:

• ナビゲータ でのオブジ ェ ク ト 操作 (名称変更 、  フ ィ ルタ 、 フ ィ ルタ を リ セ ッ ト )

• ナビゲータ での回路図シー ト の管理 ( 並べ替え 、 コ ピー 、 追加 、 削除 )

関連 ト ピ ッ ク

• フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウと ド ッキングウ ィ ン ド ウの切り替え 

• DxDesigner Reference Manual の 「 ナビゲータ設定―設定ダイアログボ ッ クス 」

ナビゲータ でのオブジ ェ ク ト 操作

ナビゲータ では 、 シー ト 、 シンボルまたネ ッ ト などを選択し 、 表示された リ ス ト のフ
ィ ルタ 、 既存のフ ィ ルタのリ セ ッ ト 、 または選択されたオブジ ェ ク ト の名称変更など
の操作を行う こ と もできます 。

ナビゲータ では 、 ブロ ッ クは シンボルによ り回路図と表示されるか 、 シンボル
によ り ICT オブジ ェ ク ト と し て表示されます 。

表示された一覧を フ ィ ルタするには :

設計オブジ ェ ク ト はこ こで選択し ます ...................................... こ こでも選択されます 逆のケースもあ り
ます 。
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1. 一覧にある フ ィ ルタするオブジ ェ ク ト にカーソルを合わせます 。 例えば 、 ブロ
ッ クの一覧を フ ィ ルタする場合 、 一覧にある任意のブロ ッ クオブジ ェ ク ト にカ
ーソルを合わせます 。 以下の図をご覧 く だ さい 。 また 、 シー ト 、 シンボル 、 ネ
ッ ト など も フ ィ ルタする こ とができます 。  

2. 右ク リ ッ ク  > フ ィ ルタ を選択し ます 。 この例では 、 フ ィ ルタ ブロ ッ クダイアロ
グが表示されます 。 シー ト 、 シンボル 、 またはネ ッ ト を選択し た場合でも似た
よ う なダイアログボ ッ クスが表示されます 。

3. ワイルド カー ド 、 あるいは Reg. exp. ラジオボタ ンを選択し て検索し ます 。

4. 以下の図にあるよ う に 、 追加ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 フ ィ ルタ ブロ ッ クダイ
アログボ ッ クスに新しいラ イ ンが追加されます 。

追加ボタ ンを ク リ ッ ク

希望のフ ィ ルタパターンを編集
ド ロ ッ プダウン リ ス ト から希望の
プロパテ ィ を選択
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5. 前の図にあるよ う に 、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から使用するプロパテ ィ の種類を
選択し ます 。 この例では 、 フ ィ ルタ操作にブロ ッ クオブジ ェ ク ト 名を使用し ま
す 。

6. パターンの欄を編集し てフ ィ ルタ操作の制限を指定し ます 。 この例では 、 ワイ
ルド カー ド オペレータ “*” を使用し て “pci” で始まる全てのブロ ッ ク を探し て
います 。

7. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 このリ ス ト がフ ィ ルタ されます 。 この例では 、
フ ィ ルタによ って以下のリ ス ト が表示されます 。

全てのフ ィ ルタ を リ セ ッ ト し て全オブジ ェ ク ト のリ ス ト を表示するには :

1. プロジ ェ ク ト ナビゲータ リ ス ト で 、 任意のオブジ ェ ク ト にカーソルを合わせま
す 。

2. 右ク リ ッ ク  > 全てのフ ィ ルタ を リ セ ッ ト

ナビゲータから選択されたオブジ ェ ク ト の名前変更を行う には :

1. 右ク リ ッ ク  > 名前変更を選択するか 、 オブジ ェ ク ト 名をダブルク リ ッ ク し てボ
ッ クスをハイ ラ イ ト させます 。 例えば :

2. オブジ ェ ク ト の新規名前を入力し 、 <Return> を押し ます 。 例えば : 

ナビゲータ での回路図シー ト の管理

シー ト は 、 設計要素のま と ま り で 、 回路図ページ と同等なものです 。 シー ト では以下
の動作を実行できます :

設計のシー ト の順序を変えるには

1. プロジ ェ ク ト ナビゲータ で 、 シー ト を選択し 、 それを新しい順番の位置に ド ラ
ッ グ＆ド ロ ッ プ し ます 。 シー ト の番号は元のままになっています 。

2. 設計のすべてのシー ト を選択し ます 。

3. 右ク リ ッ ク を し て 、 > 番号再割り当てを選択し ます 。 新しいシー ト 順序を反映
する番号が DxDesigner によ り割当てられます 。

シー ト を コ ピーするには :

1. プロジ ェ ク ト ナビゲータ で 、 コ ピーするシー ト を選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > シー ト を コ ピーを選択し ます 。
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3. シー ト を貼り付ける回路図にカーソルを置きます 。

4. 右ク リ ッ ク > 貼り付けを選択し ます 。

シー ト を追加するには :

• プロジ ェ ク ト ナビゲータ で 、 新規シー ト を追加するレベルの最後のシー ト にカ
ーソルを置きます 。

• 右ク リ ッ ク  > ページダウンを選択し ます 。

シー ト を削除するには :

• プロジ ェ ク ト ナビゲータ で 、 削除する回路図の名前にカーソルを置きます 。

• 右ク リ ッ ク > 削除を選択し ます 。

シー ト の作業
以下の ト ピ ッ クで幾つかの回路図シー ト 操作について説明を し ます :

• シー ト 間の行き来

• ピンやネ ッ ト 、 それらの関連する コ ンポーネン ト の表示

参照

• ナビゲータ での回路図シー ト の管理

シー ト 間の行き来

フ ラ ッ ト 設計の複数のシー ト あるいは階層設計間を以下のよ う に閲覧する こ とができ
ます 。
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Figure 1-6. フ ラ ッ ト 設計シー ト 間の行き来

Figure 1-7. 階層設計間の行き来

アク テ ィ ブウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバーには 、 回路図あるいはシンボル名が表示されま
す 。

上の図にある コ マン ド ラ イ ン コ マン ドの詳細については 、 DxDesigner Reference 
Manual の 「 コ マン ド ラ イ ン コ マン ド一覧 」 をご覧 く だ さい 。

前のシー ト に移動するには :

次のシー ト に移動するには : 

<Page Down> キー
( ポップアップ ) > 前のシート
( ポップアップ ) > シートへ移動
コマンドラインでは、
“pop” と入力します。

<Page Up> キー
( ポップアップ ) > 前のシート
( ポップアップ ) > シートに移動
コマンドラインでは、

 “psheet” または “psh” と入力

下の層にあるウ ィ ン ド ウを閉じ
るか 、  

ウ ィ ン ド ウのメ ニューを使用し
て目的のウ ィ ン ド ウを選択する
か 、

コ マン ド ラ イ ンで ﾒpopﾓ と入力
し ます 。

1. 上のレベルにある目的のコ ンポー
ネン ト にカーソルを移動し ます 。

2. 以下のいずれかを実行し ます :
右ク リ ッ ク > 回路図をプ ッ シュ

 または > 言語をプ ッ シュ

または 

左クリック ( 選択して ) コマンド
ラインで、 “psch” と入力します
。

下の階層に移動するには :

上の階層に移動するには :
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ピンやネ ッ ト 、 それらの関連する コ ンポーネン ト の表示

設計で選択されたネ ッ ト に接続する全てのコ ンポーネン ト を探し 、 表示する こ と も可
能です 。 また 、 設計で選択されたコ ンポーネン ト に接続するすべてのピンや対応する
ネ ッ ト を表示する こ と も可能です 。  

1 つ 、 あるいは複数のコ ンポーネン ト に接続するピンやネ ッ ト を表示するには :

1. 回路図で 、 目的のコ ンポーネン ト を選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > 接続ネ ッ ト のリ ス ト 表示を選択し ます 。 結果は出力ウ ィ ン ド ウに
表示されます 。

回路図オブジ ェ ク ト の基本的な編集
以下の ト ピ ッ クでは 、 メ ニューあるいはコ マン ド ラ イ ン コ マン ドからアクセス可能な
回路図の編集タ スクのい く つかについて説明し ます :

参照

• オブジ ェ ク ト の選択と非選択

選択し たオブジ ェ ク ト の反転

選択し たオブジ ェ ク ト を以下のよ う にし て横軸 、 縦軸 、 あるいは両方の軸に対し て反
転させる こ とができます :

1. 反転するオブジ ェ ク ト を選択し ます 。 詳細については 、 109 ページの “ オブジ
ェ ク ト の選択と非選択 ” をご覧 く だ さい 。

2. 横軸に対し て反転させるには 、 フ ォーマ ッ ト > ミ ラー 、 あるいは を ク リ ッ
ク し ます 。

結果 : オブジ ェ ク ト は横軸に対し て 180 度反転し ます 。

• 選択し たオブジ ェ ク ト の反転

• 選択し たオブジ ェ ク ト の回転

• 選択し たオブジ ェ ク ト の縮尺
変更

• 選択し た テキス ト 、 プロパテ
ィ 、 または名前のサイズの変
更

• 選択し たオブジ ェ ク ト のス ト
レ ッ チ

• 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取り 、
あるいはコ ピー

• ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ ク ト
の貼り付け

• 選択し たオブジ ェ ク ト へのアレ イの
追加

• 選択領域あるいはオブジ ェ ク ト のズ
ーム

• 選択された文字列の名前を変更
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3. 縦軸に対し て反転させるには 、 フ ォーマ ッ ト > フ リ ッ プ 、 あるいは を ク リ
ッ ク し ます 。

結果 : オブジ ェ ク ト は縦軸に対し 180 度反転し ます 。

4. 両方の軸に対し て反転させるには 、 フ ォーマ ッ ト  > フ リ ッ プ / ミ ラーを選択す
るか 、 を ク リ ッ ク し ます 。

結果 : オブジ ェ ク ト は縦軸 、 横軸に対し てそれぞれ 180 度反転し ます 。

定義し た軸に対し て選択し たオブジ ェ ク ト を反転するには :

1. 目的のオブジ ェ ク ト を選択し ます 。

2. コ マン ド ラ イ ンに “reflect” と入力し ます 。

3. 回路図で 、 マウスを使って選択し たオブジ ェ ク ト を通過するよ う に横軸 、 ある
いは縦軸の線を描き 、 回転軸を決めます 。

結果 : オブジ ェ ク ト は定義し た軸に対し て 180 度反転し ます 。

選択し たオブジ ェ ク ト の回転

以下のよ う にし て選択し たオブジ ェ ク ト を 90 度のイ ン ク リ メ ン ト で左方向に回転す
る こ とができます :

1. オブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト のグループを選択し ます 。 詳細については
、 オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。

2. フ ォーマ ッ ト > 回転を ク リ ッ ク し ます 。  

3. さ らに回転し たい場合は 、 このステ ッ プを繰り返し ます 。

選択し たオブジ ェ ク ト の縮尺変更

選択し たオブジ ェ ク ト または 、 オブジ ェ ク ト グループを指定し た倍率によ って 、 以下
のよ う に縮尺変更する こ とができます :

1. 縮尺変更し たいオブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト グループを選択し ます 。 詳
細については 、  オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。

2. フ ォーマ ッ ト > 縮尺変更または 
を ク リ ッ クするか 、

コ マン ド ラ イ ンに “scale” と入力し 、 コ マン ド を実行し ます 。

3. 縮尺変更ダイアログボ ッ クスの倍率の欄を入力し ます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。
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選択し た テキス ト 、 プロパテ ィ 、 または名前のサイズの変更

回路図またはシンボルウ ィ ン ド ウでは 、 テキス ト 、 プロパテ ィ 、 あるいは名前のサイ
ズを指定し たサイズに変更する こ とができます 。

テキス ト 、 プロパテ ィ 、 または名前のサイズを コ マン ド ラ イ ンを使って変更するには
:

1. テキス ト 、 プロパテ ィ 、 または名前を選択し ます 。

2. コ マン ド ラ イ ンの欄に “size new_value” と入力し て コマン ド を実行し ます 。
new_value を指定し ない場合 、 テキス ト サイズダイアログボ ッ クスが表示され
ます 。

3. テキス ト サイズダイアログボ ッ クスで 、 テキス ト のサイズを入力し ます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。

選択し たオブジ ェ ク ト のス ト レ ッ チ

選択し たオブジ ェ ク ト を任意の方向にス ト レ ッ チ し て引き伸ばすこ とができます 。 ス
ト レ ッ チする こ とが可能なオブジ ェ ク ト は : 線 、 ボ ッ クス 、 円 、 円弧 、 そ し てピンに
な り ます 。

1. ス ト レ ッ チするオブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト グループを選択し ます 。 詳
細については 、 オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。

2. フ ォーマ ッ ト > ス ト レ ッ チまたは 
を ク リ ッ クするか 、

コ マン ド ラ イ ンに “ stretch ” と入力し 、 コ マン ド を実行し ます 。

3. 左のマウスボタ ンを使ってカーソルを動かし てオブジ ェ ク ト をつかみ 、 希望す
る形とサイズになるまで ド ラ ッ グし ます 。

4. マウスボタ ンを離し ます 。

選択し たオブジ ェ ク ト の切り取り 、 あるいはコ ピー

選択し たオブジ ェ ク ト または 、 作図領域を切り取り し 、 それを ク リ ッ プボー ド にコ ピ
ーする こ とができます 。 この場合 、 ク リ ッ プボー ド にあった以前のコ ンテンツは上書
き されます 。 コ ピーコ マン ド を使用する と 、 元の選択されたオブジ ェ ク ト は手付かず
のまま と な り ます 。 他の場所にオブジ ェ ク ト を貼り付けたい場合 、 まずこれらのいず
れかのコ マン ド を使用し て始めて く だ さい 。

1. 切り取り 、 あるいはコ ピーするオブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト グループを
選択し ます 。 詳細については 、 オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。
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2. 選択されたオブジ ェ ク ト を切り取るには 、 編集 > 切り取り を選択し ます 。 ( 切
り取り し 、 ク リ ッ プボー ド に保存し ます 。 )

選択し たオブジ ェ ク ト を コ ピーするには , 編集 > コ ピーを選択し ます 。 ( ク リ
ッ プボー ド に保存し ます 。 )

関連 ト ピ ッ ク

• ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ ク ト の貼り付け

• DxDesigner Reference Manual の 「 形式を指定し て貼り付けダイアログボ ッ クス
」

ク リ ッ プボー ドからのオブジ ェ ク ト の貼り付け

ク リ ッ プボー ドの中身を以下のよ う にし て指定し た場所の作図に貼り付ける こ とがで
きます :

1. 編集 > 貼り付けまたは 、 を ク リ ッ ク し ます 。

2. 貼り付けを行う場合 、 まずカーソルを貼り付け後のオブジ ェ ク ト の左下に く る
よ う に置きます 。

3. 左マウスボタ ンを押し てそのまま軽 く 動かし ます 。 これによ り オブジ ェ ク ト が
カーソルに表示され 、 必要に応じ てオブジ ェ ク ト を配置する こ とができます 。
貼り付けたオブジ ェ ク ト のド ラ ッ グ中にフ ァ ン クシ ョ ンキーを使って回路図内
を移動する こ とができます 。

4. オブジ ェ ク ト を配置し たら 、 マウスボタ ンを離し ます 。

指定し たフ ォーマ ッ ト でオブジ ェ ク ト を貼り付ける場合や 、 他のアプ リ ケーシ ョ ンで
ア ッ プデー ト 可能な情報へのリ ン ク を作成する場合 、 編集 > 形式を指定し て貼り付け
... メ ニュー項目を使って特殊貼り付けダイアログボ ッ クスを表示し ます 。 利 用可能
なオプシ ョ ンについては 、 DxDesigner Reference Manual の 「 形式を指定し て貼り付け
ダイアログボッ クス 」 をご覧 く だ さい 。

関連 ト ピ ッ ク

• 選択し たオブジ ェ ク ト の切り取り 、 あるいはコ ピー

選択し たオブジ ェ ク ト へのアレ イの追加

以下のよ う にし て選択し たオブジ ェ ク ト に 1 つあるいは複数のアレ イ を作成する こ と
ができます :

1. アレ イに含むオブジ ェ ク ト あるいはオブジ ェ ク ト のグループを選択し ます 。 詳
細については 、 オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。

2. 追加 > アレ イ を選択するか 、 コ マン ド ラ イ ンに “ array ”  と入力し て く だ さい
。
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3. アレ イダイアログボ ッ クスで 、 列と行の数 、 そ し て相対あるいは絶対スペーシ
ングを指定し ます 。

スペーシングの設定に正の数を使用する こ とによ って配列をウ ィ ン ド ウの右かつ / あ
るいは上に作成する こ とができます 。

選択領域あるいはオブジ ェ ク ト のズーム

以下のよ う にし て表示のサイズをズームする こ とができます 。

選択領域でズームするには :

1. 表示 > 領域をズームを選択し ます 。

2. カーソルを ド ラ ッ グし てズームを行う場所を四角で囲みます 。

3. カーソルを離し ます 。 表示がズームされます 。

4. 必要に応じ てこのステ ッ プを繰り返し ます 。

選択し たオブジ ェ ク ト をズームするには :

1. ズームするオブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト グループを選択し ます 。 詳細に
ついては 、 オブジ ェ ク ト の選択と非選択をご覧 く だ さい 。

2. 表示 > 選択対象を フ ィ ッ ト 表示を選択するか 、  
ボタ ンを ク リ ッ クするか 、

コ マン ド ラ イ ンに “ zselect ” と入力し ます 。

ヒ ン ト : デフ ォル ト の設定よ り も詳細にズームする場合 、 VL_FuLL_ZOOM=1
とい う構文を使って VL_FULL_ZOOM 環境変数を設定し ます 。 この環境変数
を設定し ない場合 、 選択し たオブジ ェ ク ト に中間の距離でズームイ ン し ます 。

3. Esc を押し て再表示をキャ ンセルする こ とができます 。

シー ト 全体にズームイ ンまたは 、 ズームアウ ト をする場合は :

• ズームイ ン またはズームアウ ト ボタ ンを使用し ます 。

選択された文字列の名前を変更

以下のよ う に任意の選択された名前 、 プロパテ ィ 、 または文字列を変更する こ とがで
きます :

関連するプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウを使って文字列を選択し 、 変更するには :

1. プロパテ ィ 、 名称 、 文字列を右ク リ ッ ク し て選択し 、 メ ニューを表示し ます 。
参照 : どのオブジ ェ ク ト を選択するかのフ ィ ルタ リ ング

2. プロパテ ィ を選択し て 、 適切なプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウを表示させます 。
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3. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 名前を変更し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。

検索 / 置換ダイアログボ ッ クスで文字列を検索するには :

1. 編集 > 検索 ・ 置換を選択し ます 。

2. 検索 ・ 置換テキス ト ダイアログボ ッ クスの検索タ ブで 、 検索する文字列を入力
し 、 検索のスコープを設定し ます 。

3. オプシ ョ ン と し て追加を ク リ ッ ク し ます 。

4. 追加の検索パラ メ ータ を設定し ます 。

5. 次を検索 、 あるいは全てを検索を ク リ ッ ク し ます 。

検索 ・ 置換ダイアログボ ッ クスで文字列を置換するには :

1. 検索タ ブに入力し終えたら 、 置換タ ブを ク リ ッ ク し ます 。

2. 置換文字列を入力し ます 。

3. 次を検索を ク リ ッ ク し ます 。  

4. 文字列が見つかったら 、 置換を ク リ ッ クするか 、 全てを置換を ク リ ッ ク し ます
。

コ マン ド ラ イ ンを使って文字列を変更するには :

1. 変更を行う文字列を設定し ます 。 詳細については 、 オブジ ェ ク ト の選択と非選
択をご覧 く だ さい 。

2. コ マン ド ラ イ ンに “string” と入力し 、 コ マン ド を実行し ます 。

3. 文字列を編集ダイアログボ ッ クスで新しい文字列名を入力し ます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。

DxDesigner コ マン ド ラ イ ン コ マン ドの実行
• GUI を使用する代わり にコ マン ド ラ イ ンを使用し て DxDesigner 機能を使う こ と

ができます 。

コ マン ド ラ イ ンを起動するには :

コ マン ド ラ イ ンは 、 スペースバーを押し て起動し ます 。 これによ り 、 コ マン ド
ラ イ ン メ ニューのコ マン ド ラ イ ンの始めにカーソルを置きます 。

コ マン ド ラ イ ンエン ト リはド ッキング可能なバーと なっています 。 それをアプ
リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウの端に ド ラ ッ グする と 、 自動的に ド ッキングされます
。 ド ッ キング解除を行う には 、 アプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウにバーを ド ラ ッ グ
し ます 。
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コ マン ド ラ イ ンダイアログボ ッ クスを使用するには :

コ マン ド ラ イ ンダイアログボ ッ クスではい く つかの便 利 なホ ッ ト キーをサポ
ー ト し ています 。 それら を使ってダイアログボ ッ クスのデータ を操作し ます 。

• プルダウン リ ス ト を開 く には 、 ALT+DOWN ARROW を使用するか 、 リ ス ト
ボッ クスの任意の場所を ク リ ッ ク し ます 。

• プルダウン リ ス ト を閉じ るには 、 ALT+ DOWN ARROW または ENTER を使
用し ます 。

• プルダウン リ ス ト から目的の値を選択するには 、 UP ARROWまたはDOWN 
ARROW を使用し ます 。

• 新しい値を選択するには 、 目的の値のはじめの文字を入力し ます 。 入力欄
が自動的に入力されます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の DxDesigner のキーバイ ン ド と ス ト ローク
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Chapter 2
プロジ ェ ク ト 設定の定義

以下の ト ピ ッ クでは 、 DxDesigner 設定時に使用可能ない く つかの方法について説明
し ます 。  

い く つかのセ ッ ト ア ッ プはシステムア ド ミ ニス ト レータによ って行われます 。 ア ド ミ
ニス ト レータは 、 選択された設定に対し て会社全体の基準やス タ イル ( 例えば 、 オブ
ジ ェ ク ト の色や回路図のボーダー ) を標準 DxDesigner.xml フ ァ イルに定義する こ とが
できます 。 セン ト ラルラ イブ ラ リへのパスなどの他の設定に関し ては (Expedition 作業
フ ローのみ ) 、 .prj テンプレー ト フ ァ イルに指定し て新規プロジ ェ ク ト 作成時に適用
する こ とができます 。

WDIR 環境変数 、 ソ フ ト パスネームの設定など も また 、 管理者がプロジ ェ ク ト 作成前
に実行する必要のある タ スクです 。 これらの ト ピ ッ クについては 、 DxDesigner 
Administrator’s Guide の 「 プロジ ェ ク ト 開発の環境を整える 」 で説明されています 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner.xml フ ァ イル (DxDesigner Reference Manual)

• project.prj フ ァ イル (DxDesigner Reference Manual)

ダ ッ シュボー ドのカス タ マイズ
DxDesigner のカス タ マイズ機能を活用し て 、 設計プロセスのフ ローに合う よ う にダ ッ
シュボー ド を効率化する こ とができます 。 これは 、 デフ ォル ト の設定 、 ツールボ ッ ク
スの作成 ・ 操作 、 シ ョ ー ト カ ッ ト バーへのシ ョ ー ト カ ッ ト グループの追加 、 またはオ
ー ト メ ーシ ョ ン と スク リ プ ト を使用し て行います 。

ユーザーのス タ イルに合う よ う にダ ッ シュボー ド を設定

ダ ッ シュボー ド を 、 指定し たフ ォーマ ッ ト や操作でデフ ォル ト と し て起動するには各
種ユーザー設定を定義する必要があ り ます 。

ユーザー指定によるダ ッ シュボー ドのデフ ォル ト 設定をするには :

• ダ ッ シュボー ドのカス タ マイズ

• DxDesigner をユーザーイ ン ター
フ ェースから カス タ マイズ

• 設計をボーダーで囲む

• 特殊コ ンポーネン ト の設定

• CES での制約条件の設定
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1. 編集 > 一般設定を選択し ます 。

2. 一般設定ダイアログボ ッ クスで 、 以下のデフ ォル ト の動作を設定し ます :

• ダ ッ シュボー ド ツ リーのウ ェ ブ有効項目を ク リ ッ ク し た際 、 アプ リ ケーシ
ョ ン起動パッ ドのイ ン ターネ ッ ト エクスプローラ を開 く か 、 またはシステ
ムのデフ ォル ト のブ ラウザを フルスク リーンウ ィ ン ド ウで開 く か 。

• ダ ッ シュボー ド を開 く 際 、 アプ リ ケーシ ョ ン起動パッ ド にユーザー指定さ
れたウ ェ ブページを表示するか 、 あるいはダ ッ シュボー ド ツ リーの情報を
拡張表示する 。

• 出力バーに表示される各種メ ッ セージの色 。

ツールボ ッ クスのアイテムの作成 、 追加 、 削除

DxDesigner に標準装備されているデフ ォル ト のツールボ ッ クスに加え 、 新規のツール
ボッ クスの中身を作成し 、 定義し た り 、 既存のツールボ ッ クスにアイテムを追加する
こ と もできます 。

使用頻度の高い文書へのアクセス

ツールボッ クスに標準装備されるツールに加えて 、 設計の機能仕様書や特定のテキス
ト エデ ィ タ などが設計プロセスの中で必要になる場合があ り ます 。 これらのアイテム
に簡単にアクセスできるよ う ダ ッ シュボー ド を カス タ マイズするには 、 これらのリ ン
ク を既存のツールボ ッ クスに追加し ます 。 例えば 、 ユーザーの仕事が回路図を準備し
てレ イアウ ト にエクスポー ト する こ と だ と し ます 。 主に Board-Level PCB ツールボ ッ
クスで作業する こ とにな り ます 。 この場合 、 アイテムを このツールボ ッ クスに追加し
て簡単にアクセスするよ う に出来ます 。 また 、 これらアイテムへのリ ン ク を含む新規
のツールボッ クスを作成する こ と もできます 。 よ り早 く アクセスできるよ う にし たい
場合は 、 ツールボ ッ クス全体あるいは特定のアイテムをシ ョ ー ト カ ッ ト バーに ド ラ ッ
グ＆ド ロ ッ プ し ます 。

個々のツールボ ッ クスには関連するデ ィ レ ク ト リがあ り ます 。 DxDesigner では 、 デ
フ ォル ト のツールボ ッ クスデ ィ レ ク ト リ を DxDesigner イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リの
一段階下にある標準デ ィ レ ク ト リ に配置し ています 。 新規のツールボ ッ クスを作成す
る場合 、 関連するデ ィ レ ク ト リ をど こに配置するのかを指定し ます 。 デ ィ レ ク ト リ に
は以下のアイテムを含むこ とができます :

• 実行フ ァ イル

• 実行フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト

• バッ チフ ァ イル

• スク リ プ ト フ ァ イル (VBS スク リ プ ト など )

• 上記のアイテムに関連するアイ コ ン
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ツールボッ クスを作成するには 、 以下のいずれかの方法を実行し て く だ さい :

• フ ァ イル>新規>ツールボ ッ クスを ク リ ッ ク し て 、 ツールボ ッ クスプロパテ ィ ダ
イアログボ ッ クスにツールボ ッ クスの名前とパスを入力し ます 。

• ダ ッ シュボー ド ツ リーで 、 ( 右ク リ ッ ク ) > ツールボ ッ クス > 新規ツールボ ッ ク
スを ク リ ッ ク し て 、 ツールボ ッ クスプロパテ ィ ダイアログボ ッ クスにツールボ
ッ クスの名前とパスを入力し ます 。

ツールボッ クスにアイテムを追加 、 あるいは既存のツールのプロパテ ィ を修正する場
合 :

1. ダ ッ シュボー ド ツ リー 、 あるいはアプ リ ケーシ ョ ン起動パッ ド で 、 目的のツー
ルボッ クスを右ク リ ッ ク し て 、 新規ツールを ク リ ッ ク し ます 。

別の方法 : 既存のツールのプロパテ ィ を修正するには 、 ツールアイ コ ンを右ク
リ ッ ク し て 、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます 。

2. プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスで 、 ツールの名前を入力し ます 。

3. ツールの実行フ ァ イルのパスを入力するか参照し 、 ツールと使用する コ マン ド
ラ イ ン引数がある場合はそれも入力し ます 。

ヒ ン ト : 通常コマン ド ラ イ ン引数はアプ リ ケーシ ョ ンに関連する特定の文書を
識別するのに使われます 。 例えば 、 追加するアイテムが特定の .doc フ ァ イルへ
のリ ン クだ と し ても 、 アイテムにアプ リ ケーシ ョ ンを関連付ける必要があ り ま
す 。 この場合 、 ツールへのパスは 、 フ ァ イルを関連付けたい Mircrosoft Word
または Wordpad アプ リ ケーシ ョ ン実行可能フ ァ イルへのパス と な り ます 。 コ マ
ン ド ラ イ ン引数は 、 ユーザーがアイテムを ク リ ッ ク し た際開 く 特定のフ ァ イル
のパスにな り ます 。

4. ツールボ ッ クスのツールを一般的なアイ コ ンで表示し た く ない場合 、 使用し た
いアイ コ ンのパスを入力するか参照し ます 。  

ヒ ン ト : ダ ッ シュボー ドのツールのグラ フ ィ ッ クはアイ コ ン (.ico) フ ァ イル 、
実行フ ァ イルあるいは (viewdraw.exe のよ う な ) 埋め込みグラ フ ィ ッ ク を もつ
dll にあ り ます 。

5. ツール実行時に出力バーにツールを表示するかど うか指定し ます 。  

6. ユーザー入力の必要の無いツールの場合は 、 出力バーにツールからのメ ッ セー
ジやエラーを表示するよ う指定し ます 。  

ヒ ン ト : ユーザー入力の必要なツールの場合は 、 このオプシ ョ ンを選択し ない
で く だ さい 。 代わり に 、 ツールは別のウ ィ ン ド ウで開き 、 こ こ で必要な入力を
するよ う促されます 。 メ ッ セージやエラーは出力バーではな く 、 このウ ィ ン ド
ウに表示されます 。

ツールボッ クスからアイテムを削除するには :

1. アプ リ ケーシ ョ ン起動パッ ド でツールボ ッ クスを開きます 。
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2. 削除するアイテムを右ク リ ッ ク し 、 表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから 〔
削除 〕 を ク リ ッ ク し ます 。

シ ョ ー ト カ ッ ト バーの設定

シ ョ ー ト カ ッ ト バーによ り ダ ッ シュボー ドの高いレベルでのカス タ マイズが可能と な
り ます 。 ツールボ ッ クスのグループ化機能と同じ よ う に 、 シ ョ ー ト カ ッ ト バーでは 、
よ く 使用する 、 あるいは似たよ う なアプ リ ケーシ ョ ンや文書をシ ョ ー ト カ ッ ト グルー
プにま とめ 、 一回のマウスク リ ッ クでアクセスできるよ う にし ます 。

以下にシ ョ ー ト カ ッ ト グループに追加する と便 利 なエン ト リ を挙げます :

• DxDesigner ツール 、 または他のアプ リ ケーシ ョ ン

• ダ ッ シュボー ド ツ リーに表示されているプロジ ェ ク ト ( シ ョ ー ト カ ッ ト バーの
プロジ ェ ク ト アイ コ ンを ク リ ッ クする と自動的にプロジ ェ ク ト に関連する ラ イ
ブ ラ リの一覧を含むダ ッ シュボー ド ツ リーの分岐を開きます )

• よ く 使う回路図 (DxDesigner では自動的に回路図を開きます )

• ユーテ ィ リ テ ィ

• テキス ト エデ ィ タ

シ ョ ー ト カ ッ ト バーに新規のシ ョ ー ト カ ッ ト グループを追加するには :

1. フ ァ イル > 新規 > シ ョ ー ト カ ッ ト グループを選択し ます 。  

別の方法 : シ ョ ー ト カ ッ ト バーの空いている箇所で 、 ( 右ク リ ッ ク ) > 新規 >
シ ョ ー ト カ ッ ト グループを選択し ます 。

2. 希望するグループに名前を付け 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。

結果 : シ ョ ー ト カ ッ ト バーに指定し た名前で新規シ ョ ー ト カ ッ ト グループのタ
イ ト ルバーが表示されます 。 グループは有効にな り 、 追加するアイテムは全て
このシ ョ ー ト カ ッ ト グループに含まれます 。

3. 以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• ダ ッ シュボー ド フ ォルダバーあるいはアプ リ ケーシ ョ ン起動パッ ドからア
イテムを ド ラ ッ グし 、 シ ョ ー ト カ ッ ト バーに ド ロ ッ プ し て リ ン ク を作成し
ます 。  

• シ ョ ー ト カ ッ ト バーの空きスペースで右ク リ ッ ク を し て 、 シ ョ ー ト カ ッ ト
を追加を ク リ ッ ク し て目的のアイテムを参照 、 選択し ます 。

ヒ ン ト : 複数のシ ョ ー ト カ ッ ト グループを作成し た場合 、 目的のグループのタ
イ ト ルバーを ク リ ッ ク し てグループ間の切り替えを行います 。

シ ョ ー ト カ ッ ト バーからシ ョ ー ト カ ッ ト グループの名前変更 、 削除を行う には :
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• シ ョ ー ト カ ッ ト バーの空きスペースで右ク リ ッ ク し 、 グループの名前変更ある
いはグループの削除を ク リ ッ ク し ます 。

DxDesigner をユーザーイ ン ターフ ェースから カス
タ マイズ

DxDesigner 内でカス タ マイズ 、 変更できる DxDesigner の特性は以下の通り です :

• ツールメ ニューのカス タ マイズ

• DxDesigner 作業スペースのカス タ マイズ

• ピン タ イプ矢印の表示と カス タ マイズ

• カーソルの外観の変更

• オブジ ェ ク ト 色の変更

ツールメ ニューのカス タ マイズ

 ツールメ ニューを カス タ マイズし て DxDesigner アプ リ ケーシ ョ ンから プログラムを
起動させる こ とができます 。  

ツールメ ニューのカス タ マイズは 、 メ ニューコ マン ド エン ト リ を追加 、 削除 、 あるい
は編集し て行います 。 ツールメ ニューには 3 つのセクシ ョ ンがあ り ます : 

• システム メ ニューコ マン ド :

アプ リ ケーシ ョ ンがツールメ ニューに配置する コ マン ド 。 これらのコ マン ドは
ツールメ ニューコ マン ド リ ス ト の一番上に表示されます 。 これらのコ マン ドは
カス タ マイズまたは編集する こ とができません 。  

• 通常メ ニューコ マン ド :

ツールメ ニューに配置され 、 どのユーザーにも カス タ マイズ 、 そ し て使用可能
なコ マン ド です 。 これらのコ マン ドはツールメ ニューコ マン ド一覧のメ ニュー
名に追加し た “(common)” テキス ト 文字列によ り識別されます 。

DxDesigner は 、  通常メ ニューの変更を %SDD_HOME%\standard デ ィ レ ク ト リ
にある commontools.ini フ ァ イルに保存し ます 。 これらの変更はこのマシンの全
ユーザーに対し 、 全てのプロジ ェ ク ト で有効にな り ます 。

• ユーザー メ ニューコ マン ド :

任意のプログラムを実行できるツールメ ニューに配置される コ マン ド 。 これら
のコ マン ドはツールメ ニューコ マン ド リ ス ト の下端のセクシ ョ ンに表示されま
す 。  
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DxDesigner ではユーザー メ ニューの情報を usertools.ini とい う フ ァ イルに保存
し ます 。 DxDesigner では 、 このフ ァ イルのコ ピーを 「 このプロジ ェ ク ト のみ
を カス タ マイズ 」 オプシ ョ ンを選択し たかによ って 、 プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト
リ 、 あるいは WDIR パスの最初の書き込み可能なデ ィ レ ク ト リ に保存し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 Customize Tools Menu ダイアログボ ッ クス 」  

• 引数の使用

ツールメ ニューへのコマン ドの追加

ツールメ ニューへコ マン ド を追加するには : 

1. ツール > カス タ マイズを選択し てツールメ ニューを カス タ マイズダイアログボ
ッ クスを表示し ます 。  

2. 自身の PC にログイ ンする全てのユーザーにコマン ド を有効にするには 、 メ ニ
ューアイテムタ イプセクシ ョ ンから通常オプシ ョ ンを選択し て く だ さい 。  

3. メ ニューテキス ト 欄に新規メ ニューコ マン ド と し て表示される名前を入力し ま
す 。  

4. メ ニュータ イ ト ル内の文字を メ ニューアクセラ レータ と し て指定するには 、 ア
クセラ レータ文字の直前にアンパサン ド (&) を入力し ます 。 アクセラ レータ を
指定し ない場合 、 タ イ ト ルの最初の固有な文字がデフ ォル ト でアクセラ レータ
にな り ます 。  

5. コ マン ド欄に新しいアプ リ ケーシ ョ ンを起動する コ マン ド を入力し ます 。

参照ボタ ンを使用し て適切な ド ラ イブ とデ ィ レ ク ト リ を選択し 、 次にフ ァ イル
名一覧から追加する実行フ ァ イルを選択し ます 。 　  

6. 引数欄に 、 コ マン ド と関連付けられている引数を入力し ます 。  

適切な引数については 、 引数の使用を参照し て く だ さい 。  

7. 初期デ ィ レ ク ト リ欄にツールのワーキングデ ィ レ ク ト リ を入力し ます 。  

8. 追加ボタ ンを ク リ ッ ク し てツールメ ニューに メ ニュー項目を追加し ます 。 　  

9. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し てダイアログボ ッ クスを閉じ ます 。  

結果 : コマン ドがツールメ ニューに表示されます 。 プログラムを実行するには 、 メ ニ
ューからそのプログラムを選択し て く だ さい 。  

ツールメ ニューコマン ド エン ト リの編集

ツールメ ニューエン ト リ を編集するには :

1. ツール > カス タ マイズを選択し ます 。  
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ツールを カス タ マイズ メ ニューダイアログボ ッ クスが表示されます 。  

2. メ ニューコ ンテンツ欄から編集する メ ニューオプシ ョ ンを選択し ます 。  

3. オプシ ョ ンを選択する と 、 そのオプシ ョ ンに関連する情報がメ ニューテキス ト
、 コ マン ド 、 引数 、 そ し て初期デ ィ レ ク ト リ欄に表示されます 。  

4. 変更を行う欄を編集し ます 。 例えば 、 ツールメ ニューに表示される コ マン ド名
はメ ニューテキス ト 欄のテキス ト を編集する こ とによ って編集し ます 。  

5. 一覧のメ ニューアイテムの場所を変更するには 、 上へ移動ボタ ンや下へ移動ボ
タ ンを使って行います 。  

6. OK を ク リ ッ ク し ます 。  

ツールメ ニューからのコマン ドの削除

ツールメ ニューから コ マン ド を削除するには : 

1. ツール > カス タ マイズを選択し ます 。  

ツールを カス タ マイズ メ ニューダイアログボ ッ クスが表示されます 。  

2. メ ニューコ ンテンツ欄で 、 削除する コ マン ド を選択し ます 。  

3. 削除を ク リ ッ ク し ます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。

引数の使用

個々のアプ リ ケーシ ョ ンでは引数と呼ばれる定義済みの変数一式をサポー ト する場合
があ り ます 。 引数は必須ではあ り ません 。 追加するプログラムの引数はツールメ ニュ
ーに指定する こ とができます 。  

ツールメ ニューを カス タ マイズダイアログボ ッ クスの引数欄に引数を ( 大文字で ） 入
力し ます 。 一つ以上の引数を使用する場合 、 個々の引数の間はスペースで分けて く だ
さい 。

Note
コ マン ド と実行フ ァ イルに同じ名前が付けられている場合 、 アプ リ ケーシ ョ ン
は実行完了後ウ ィ ン ド ウを閉じ ます 。 ウ ィ ン ド ウを開いたままにする場合は 、
最初の引数と し て /k 限定子を使用し ます 。  
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DxDesigner 引数

引数エン ト リは大文字と小文字を区別し 、 大文字で入力する必要があ り ます 。  

DxDesigner 作業スペースのカス タ マイズ

表示メ ニューを使用し てプロパテ ィ エデ ィ タやナビゲータ などのア ド イ ン と ツールバ
ーの切り替えを行います 。

ヒ ン ト :ア ド イ ンツールバーのオン ・ オフの切り替えは表示>ツールバー>ア ド イ
ン メ ニューを選択する こ とによ って行えます 。 ア ド イ ンツールバーが表示され
たら 、 ボタ ンの上を カーソルで移動し 、 関連するア ド イ ンを説明するツールチ
ッ プを参照し ます 。  

ツールバーのアイ コ ンを ド ラ ッ グ ・ ド ロ ッ プ し てツールバーのカス タ マイズを
行います 。

詳細については DxDesigner Reference Manual の 「 表示メ ニュー 」 をご覧 く だ さい 。

ピン タ イプ矢印の表示と カス タ マイズ

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 詳細 ( セクシ ョ ン ) > ピン タ イプ矢印 ( オプシ ョ ン ) を選択し て
PINTYPE プロパテ ィ のある コ ンポーネン ト やシンボルピンの方向矢印を設定し ます
。 選択肢には 、 無し ( 表示し ない ) 、 全表示 、 そ し て半角表示があ り ます 。

カーソルの外観の変更

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログボ ッ クス ) > 詳細 ( セクシ ョ ン ) を選択し て 、 カーソ
ル無し 、 小さいカーソル 、 または回路全体に表示される カーソルを選択し ます 。  

Table 2-1. DxDesigner 引数一覧

引数 記述

$BLOCKNAME 現在のシンボルあるいは回路図のフ ァ イル名 
$BLOCKPAGE 回路図の現在のシー ト  
$BLOCKTYPE 作図の種類を定義する文字列 (SCHEMATIC あるいは

SYMBOL). この文字列は常に大文字にな り ます 。  
$PROJDIR 現在のプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リへのパス 
$COMPNAME 選択されたコ ンポーネン ト のコ ンポーネン ト ラベル 
$NETNAME 選択されたネ ッ ト のネ ッ ト ラベル 
$PINNAME 選択されたピンのピン ラベル 
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オブジ ェ ク ト 色の変更

オブジ ェ ク ト がどのよ う にし てスク リーンに表示されるか 、 プロジ ェ ク ト メ ニューの
設定コ マン ド を使用し て変更する こ とができます 。  

 グラ フ ィ カルオブジ ェ ク ト の色設定を変更するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 ( ダイアログボ ッ クス ) > 表示 ( セクシ ョ ン ) > オブジ ェ ク
ト  ( サブセクシ ョ ン ) を選択し ます 。

2. 色の変更を行う オブジ ェ ク ト タ イプを選択し ます 。

3. 選択する各々のオブジ ェ ク ト に対し 、 オブジ ェ ク ト の色 、 テキス ト 色 、 塗りつ
ぶし 、 線の種類 、 そ し てフ ォ ン ト を選択し ます 。 全ての選択に全ての選択肢が
使用可能とは限り ません 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。  

コ マン ド ラ イ ンを使用し てオブジ ェ ク ト の色を変更するには :

1. 色の変更を行う オブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト グループを選択し ます 。

2. コ マン ド ラ イ ン欄に “color” とオブジ ェ ク ト に新たに指定する色を入力し 、 コ
マン ド を実行し ます 。 例えば 、 “color blue” です 。

コ マン ド に “color” のみを入力し た場合 、 色を変更ダイアログボ ッ クスが表示
され 、 色を入力するよ う に促し ます 。

Note
オブジ ェ ク ト がテキス ト オブジ ェ ク ト の場合 、 オブジ ェ ク ト の色と フ ォ ン ト ス
タ イルのみが変更可能と な り ます 。  

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 表示―設定ダイアログボ ッ クス 」  

設計をボーダーで囲む
ボーダーを使用し て会社名 、 会社ロゴ 、 プロジ ェ ク ト 名 、 作成あるいは修正日 、 そ し
てシー ト 番号などの会社やカス タム情報を表示し ます 。 会社で使用する各々のシー ト
サイズに対し てボーダーを指定する こ とができます 。

DxDesigner 回路図でボーダーを使用するには以下のこ と を行う必要があ り ます :

• プロジ ェ ク ト で使用するシー ト サイズご とにボーダーシンボルを作成または配
置し ます 。 これらのボーダーシンボルはセン ト ラルラ イブ ラ リのパーテ ィ シ ョ
ンに保存し ます 。 ボーダーシンボルはデフ ォル ト のセン ト ラルラ イブ ラ リの
SymbolLibs/Borders パーテ ィ シ ョ ンにあるボーダーシンボルから開始する こ と
も 、 ユーザー自身で作成する こ と もできます 。
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• プロジ ェ ク ト のボーダー設定をど こに保存するか決めます 。 ボーダー設定は 、
borders.ini フ ァ イルに保存されています 。 borders.ini フ ァ イルは 、 セン ト ラル
ラ イブ ラ リのよ う な 、 複数のユーザーの目に見えるよ う な場所に配置する こ と
も 、 ローカルのプロジ ェ ク ト または作業デ ィ レ ク ト リ に配置する こ と もできま
す 。

• DxDesigner を使って 、 使用するシー ト の各サイズに対し選択されたボーダーを
、 設計の最初と それ以降のシー ト に使用するよ う にプロジ ェ ク ト を設定する こ
とができます 。

ボーダーシンボルを設定し てプロジ ェ ク ト にボーダーの設定を行ったら 、 回路図シー
ト にボーダーを追加する事ができます 。

関連 ト ピ ッ ク

• シー ト ボーダーシンボルの作成

• ボーダーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの場所の指定

• ボーダー設定の作成

• 回路図のシー ト ボーダーの制御

シー ト ボーダーシンボルの作成

シー ト ボーダーはシンボルの特殊な タ イプにな り ます 。 し たがってシー ト ボーダーを
作成するには 、 シンボルを作成する必要があ り ます 。 ボーダーは他のシンボルと同じ
よ う に 、 プロパテ ィ を指定し た り 、 回路図に配置し た りする こ とか可能です 。 新規の
シー ト ボーダーを作成する単純な方法は 、 作成するボーダーに似通った既存のボーダ
ーを探し だすこ と です 。 それを コ ピーし 、 編集し ます 。

新規のボーダーシンボルを作成するために 、 既存のボーダーシンボルを コ ピー / 貼り
付けするには :

1. ラ イブ ラ リ マネージャ を使用し て 現在のセン ト ラルラ イブ ラ リから既存の
ボーダーシンボルを コ ピー / 貼り付けし ます 。 Figure 2-1 にある以下の例をご
覧 く だ さい 。  

詳細については 、 Library Manager Process Guide の “Copying Objects via the 
Library Navigator Tree” をご覧 く だ さい 。
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Figure 2-1. ラ イブ ラ リ マネージャ を使用し て新規ボーダーシンボルのコ ピー / 貼り
付け

2. シンボルエデ ィ タ を使用し て ( ラ イブ ラ リ マネージャから アイ コ ンを ク リ
ッ ク し ます ) 新規シンボルを編集し ます 。 DxDesigner Symbol Editor マニュアル
では 、 シンボルの作成 ・ 編集手順の詳細について説明し ています 。

3. こ こにあるよ う に DxDesigner でシンボルの作成を開始し た場合 、 55 ページの
Figure 2-3 にあるよ う に 、 ボーダーシンボルウ ィ ン ド ウ ( セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 
ボーダー ) に新しいシンボルが 利 用可能になる前に DxDesigner を再起動する
必要があ り ます 。

a. コ ピーするボーダー
シンボルを選択し ま
す 。

b. 右ク リ ッ ク を し てコ
ピー メ ニュー選択肢
を選択し ます 。

c. 新規シンボルの名前
を入力し ます 。

d. また 、 適用可能であ
れば 、 異なる ターゲ
ッ ト ・ パーテ ィ シ ョ
ン も指定し ます 。
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ボーダーコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの場所の指定

ボーダーのコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン とは 、 DxDesigner で使用する個々のシー ト サイ
ズへの特定のボーダーシンボルの指定にな り ます 。 ( ボーダー設定の作成をご覧 く だ
さい 。 ) ボーダーの設定情報は “borders.ini” とい う フ ァ イルに保存されます 。
borders.ini のサンプルはユーザーの DxDesigner のイ ンス ト ールの “ 標準 ” デ ィ レ ク ト
リ に置いてあ り ます 。 ボーダーの設定の範囲を コ ン ト ロールし て以下の 2 通りの方法
でプロジ ェ ク ト に適用する こ とができます : 

• borders.ini フ ァ イルをセン ト ラルラ イブ ラ リ などの複数のユーザー / プロジ ェ ク
ト が閲覧できる場所に置きます 。

• borders.iniフ ァ イルを (WDIRなどの)一人のユーザー限定の場所に置 く か 、 (プロ
ジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リの ) ローカルプロジ ェ ク ト に置きます 。  

プロジ ェ ク ト を特定の borders.ini フ ァ イルに保存 、 ポイ ン ト するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト  ( セクシ ョ ン ) を選択し ます 。

2. ボーダーシンボルフ ィ ールド に (Figure 2-2) 、 図の下で説明されているよ う に
borders.ini フ ァ イルへのパスを入力し ます 。
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Figure 2-2. ボーダーの設定にどの borders.ini フ ァ イルを使用するかを指定

ボーダー設定の作成

この ト ピ ッ クではプロジ ェ ク ト の個々のシー ト サイズに使用するボーダーシンボルを
どのよ う にし て選択し たら よいのかを説明し ます 。  

a. ユーザー 、 プロジ ェ ク ト に 利 用可能な定
義一式を 利 用するには 、 セン ト ラルラ イ
ブ ラ リ などの場所に保存されている
borders.ini フ ァ イルをポイ ン ト し て く だ さ
い 。

b. ローカルの定義一式を 利 用するには 、 プ
ロジ ェ ク ト にローカルに保存されている
borders.ini フ ァ イル 、 あるいは WDIR デ ィ
レ ク ト リ にポイ ン ト し ます 。

仮にこのラ イ ンが空欄の場合 、 ボーダー設定は保存さ
れません 。
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必須事項 :
プロジ ェ ク ト のボーダー設定を作成する前に 、 設定がど こに保存されるのか ( ど こに
border.ini フ ァ イルが保存されているか ) を指定する必要があ り ます 。 ボーダーコ ン フ
ィ ギュ レーシ ョ ン フ ァ イルの場所の指定をご覧 く だ さい 。  

手順

 特定のボーダーシンボルで個々のシー ト サイズを設定するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定を選択し て設定ダイアログボ ッ クスを開きます 。

2. 設定ダイアログのプロジ ェ ク ト セクシ ョ ン下で 、 ボーダーを ク リ ッ ク し ます 。

設定ダイアログのボーダーセクシ ョ ンでは 、 プロジ ェ ク ト に使用できるシー ト
サイズを リ ス ト し ています 。 使用する個々のサイズにボーダーシンボルを割り
当てる必要があ り ます 。

3. ボーダーシンボルを割り当てるシー ト サイズを見つけます 。 関連する " 最初の
シー ト " 欄を左ク リ ッ ク し ます 。  例えば 、 “ 縦長 ” 行の “ 最初のシー ト ” を ク
リ ッ ク し ます 。

Figure 2-3 にあるよ う にボーダーシンボルウ ィ ン ド ウが表示されます 。

4. ボーダーシンボルウ ィ ン ド ウで 、 ユーザーのボーダーシンボルを持つ希望のパ
ーテ ィ シ ョ ンを探し ます 。 (Figure 2-3 のサンプルでは 、 ボーダーシンボルはボ
ーダーパーテ ィ シ ョ ンに配置されています 。 )

5. ボーダーシンボルを選択し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。

ボーダーシンボルがボ ッ クスに追加され 、 事前に指定し た border.ini フ ァ イル
に記録されます 。 ( 注 : セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト  ( セクシ ョ ン ) で
border.ini フ ァ イルを指定し なかった場合 、 設定は無視されます 。
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Figure 2-3. プロジ ェ ク ト のボーダー設定

6. 全てのシー ト サイズ 、 最初のシー ト と次のシー ト に対し て必要に応じ て前のス
テ ッ プを繰り返し ます 。

回路図のシー ト ボーダーの制御

回路図シー ト に自動 、 手動でボーダーを追加し た り 、 ボーダーを変更し た りボーダー
を削除し た りする こ とができます 。

必須事項 :
回路図シー ト にボーダーを追加する前に 、 シー ト ボーダーを作成 、 設定する必要があ
り ます 。

手順

個々の回路図にシー ト ボーダーを自動的に適用するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定を選択し て設定ダイアログを開きます 。

最初のシー ト あるいは次のシー ト で左ク リ ッ ク し て 
ボーダーシンボルウ ィ ン ド ウを開きます 。
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2. 設定ダイアログの回路図エデ ィ タ セクシ ョ ンで 、 新規シー ト を ク リ ッ ク し ます
。

3. ボーダーシー ト オプシ ョ ンで 、 “ 新規回路図シー ト にボーダーを自動的に追加
する ” を選択し ます 。

回路図にボーダーを手動で追加するには :

• 回路図ウ ィ ン ド ウで ( 右ク リ ッ ク ) > ボーダーを挿入を選択し ます 。

回路図からボーダーを削除するには :

• 回路図ウ ィ ン ド ウで 、 ( 右ク リ ッ ク ) > ボーダーを削除を選択し ます 。

既存のボーダーを変更するには :

1. 回路図ウ ィ ン ド ウで 、 ( 右ク リ ッ ク ) > ボーダーを変更を選択し ます 。

ボーダーシンボルウ ィ ン ド ウが表示されます 。

2. 希望するボーダーシンボルを有するパーテ ィ シ ョ ンを見つけます 。

3. 希望するシンボルを選択し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。 現在のシー ト サイズに適
切なシンボルになるよ う に気をつけて選びます 。

ボーダープロパテ ィ の変更

プロパテ ィ のい く つかは定義済のボーダーと関連付けられている場合があ り ます 。 こ
れらのプロパテ ィ を変更し 、 プロジ ェ ク ト 全体 、 特定の設計レベル 、 特定の回路図レ
ベル 、 あるいは特定のシー ト レベルへ広める こ とができます 。

既存のボーダープロパテ ィ 値を変更するには

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト ( セクシ ョ ン )> ボーダー ( サブセクシ ョ ン
) を選択する 。

2. プロパテ ィ ボタ ンを ク リ ッ クする 。 Figure 2-4 に示されるよ う に 「 ボーダープ
ロパテ ィ 」 ダイアログが表示されます 。

3. 「 ボーダープロパテ ィ 」 ダイアログの OK を ク リ ッ ク し 、 続けて設定ダイアロ
グの OK を ク リ ッ ク し ます 。 変更はプロジ ェ ク ト 内でまだ有効にはな り ません
が 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト ( セクシ ョ ン )> ボーダーシンボル ( フ
ィ ールド ) にて指定されているボーダーシンボルフ ァ イルに保存されま し た 。

4. プロパテ ィ の変更を有効にするには 「 プロジ ェ ク ト 」 、 「 設計 」 、 「 回路図 」
、 「 シー ト 」 のいずれかのスコープを選択し て く だ さい 。

変更をプロジ ェ ク ト 全体に対し て適用する場合はナビゲータウ ィ ン ド ウで何も
選択する必要はあ り ません 。 他のスコープの場合 、 変更を有効にするにはプロ
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ジ ェ ク ト ・ ナビゲータウ ィ ン ド ウ内で対象と なる 「 設計 」 、 「 回路図 」 あるい
は 「 シー ト 」 を選択し て く だ さい 。

5. プロパテ ィ の変更を広めるには 、 編集 > プロパテ ィ の更新を選択し ます 。 プロ
パテ ィ の変更を有効にするにはスコープを選択し ます 。 希望のスコープを選択
する と 、 指定し たプロジ ェ ク ト の範囲においてプロパテ ィ の変更がな されます
。

Figure 2-4. ボーダープロパテ ィ の変更

Click the Properties button Edit the value of the property
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特殊コ ンポーネン ト の設定
DxDesigner を使って使用可能なポー ト 、 オンシー ト / オフシー ト ピン 、 そ し て電源 /
グラウン ド ピンの一覧を作成し ます 。 設計する際 、 このリ ス ト から特殊コ ンポーネン
ト を追加し ます 。

特殊コ ンポーネン ト の設定

以下の手順に従って特殊コ ンポーネン ト の各タ イプに対応するシンボル名の一覧を作
成または修正し ます 。 設計に特殊コ ンポーネン ト を追加する際 、 このリ ス ト から選択
し ます 。

リ ス ト のシンボル名を追加するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト ( セクシ ョ ン )> 特殊コ ンポーネン ト  ( サブ
セクシ ョ ン ) 。

2. プルダウン メ ニューから 、 編集する コ ンポーネン ト の種類を選択し ます 。  

3. 新規 ( 挿入 ) ボタ ン を使用し て選択し たコ ンポーネン ト タ イプに 利 用可能
なシンボルの一覧を開きます 。

4. プルダウンで選択し たコ ンポーネン ト のタ イプに追加し たいだけシンボルを追
加し ます 。

Table 2-2. 特殊コ ンポーネン ト 定義

ピン タ イプ 定義

ポー ト タ イプピンのコ ンポーネン ト で 、 このコ ンポーネン ト に接続し
ているネ ッ ト はイ ン ターフ ェース信号である こ と を示し ていま
す 。 これは 、 対応するシンボルの特定のピンへの接続を表し ま
す 。 シンボルピン と同じ名前で コ ンポーネン ト にラベル付けを
する こ とによ って 、 階層の中の接続を指定する こ とができます
。  

オンシー ト ピン タ イプア ノ テー ト のコ ンポーネン ト で 、 一つのピンを含みます
。 接続し ているネ ッ ト が設計の他のシー ト から来ている こ と を
指定し ます 。 オンシー ト ピンのラベルには電気はな く 、 チ ェ ッ
ク警告を発し ます 。

オフシー ト ピン タ イプア ノ テー ト のコ ンポーネン ト で 、 一つのピンを含みます
。 接続し ているネ ッ ト が設計の他のシー ト へ行 く こ と を指定し
ます 。 オフシー ト ピンのラベルには電気はな く 、 チ ェ ッ ク警告
を発し ます 。

電源 / グラウン ド
ピン

タ イプピンのコ ンポーネン ト で 、 一つのピンを含みます 。 つい
ているネ ッ ト が 、 パワーあるいはグラウン ド と接続し ている こ
と を示し ています 。
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5. 適用を ク リ ッ ク し て リ ス ト の作成を完了し 、 設定ダイアログボ ッ クスを開いた
ままにするか 、 OK を ク リ ッ ク し てこのプロセスを完了し て設定ダイアログボ
ッ クスを閉じ ます 。

 リ ス ト のシンボル名を削除 - するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト  ( セクシ ョ ン ) > 特殊コ ンポーネン ト  ( サ
ブセクシ ョ ン ) を選択し ます 。

2. プルダウン メ ニューから 、 リ ス ト を編集する コ ンポーネン ト の種類を選択し ま
す 。

3. 削除するシンボル名を選択し ます 。

4. プルダウンで選択し たコ ンポーネン ト のタ イプに削除し たいだけシンボル
を削除し ます 。

5. 適用を ク リ ッ ク し て リ ス ト の作成を完了し 、 設定ダイアログボ ッ クスを開いた
ままにするか 、 OK を ク リ ッ ク し てこのプロセスを完了し て設定ダイアログボ
ッ クスを閉じ ます 。

シンボルリ ス ト の順序を変更するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > プロジ ェ ク ト  ( セクシ ョ ン ) > 特殊コ ンポーネン ト  ( サ
ブセクシ ョ ン ) を選択し ます 。

2. プルダウン メ ニューから 、 リ ス ト を編集する コ ンポーネン ト の種類を選択し ま
す 。

3. リ ス ト 内で 、 シンボルを選択し 、 上へ移動 あるいは下へ移動 ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます 。

4. 適用を ク リ ッ ク し て リ ス ト の編集を終了し 、 設定ダイアログボ ッ クスを開いた
ままにするか 、 OK を ク リ ッ ク し てこのプロセスを完了し て設定ダイアログボ
ッ クスを閉じ ます 。

回路図に特殊コ ンポーネン ト を追加するには

1. 「 追加 」 ツールバー上の 、 追加し たい特殊コ ンポーネン ト のアイ コ ンを ク リ ッ
ク し ます 。 アイ コ ンは Table 2-3 に示されています 。 .

Table 2-3. ツールバーの特殊コ ンポーネン ト のアイ コ ン

特殊コ ンポーネン ト アイ コ ン

ポー ト

オンシー ト コネク タ

オフシー ト コネク タ

電源
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2. コ ンポーネン ト 用に 2 つ以上のシンボルを設定し た場合 、 リ ス ト が表示されま
す 。 リ ス ト からシンボルを選択し て く だ さい 。

CES での制約条件の設定
制約条件エデ ィ タ システム (CES) を使用し て制約条件を作成 、 設定し ます 。 その後 、
DxDesigner の回路図に制約条件を追加し ます 。

CES は制約条件情報と分析結果を保存する集中型のツールにな り ます 。 CES は
DxDesigner データベースを読み込み 、 スプレ ッ ド シー ト 形式でネ ッ ト 、 ピン 、 そ し て
コ ンポーネン ト データ を表示し ます 。 次に制約条件を CES に入力し 、 レ イアウ ト ツ
ールに引き継ぎます 。

CES はネ ッ ト ク ラス と制約条件ク ラスの両方と もサポー ト し ています 。 ネ ッ ト ク ラス
には配線幅 、 イ ンピーダンスなどの配線プロパテ ィ と共に 、 各層のビア指定などが含
まれます 。 制約条件ク ラスは配線 ト ポロジー 、 ク ロス ト ーク 、 並列規則 、 遅延制約 、
制約長 、 そ し て整合ネ ッ ト 長を定義するのに使用されます 。 すべての設計オブジ ェ ク
ト に間隙規則を定義する こ とができ 、 層ご とに指定する こ とができます 。

CES は ト ポロジテンプレー ト をサポー ト し ます 。 ト ポロジテンプレー ト を使用し てネ
ッ ト のタ イプの全ての制約条件を定義し 、 その制約条件を同じ設計あるいは新規の設
計の同様なネ ッ ト に適用し ます 。 例えば 、 メ モ リ設計のタ イプには複雑なバス ト ポロ
ジが作成されます 。 新規製品に同じ メ モ リが使用される場合 、 ト ポロジテンプレー ト
はバス構造に適用され再入力する必要はあ り ません 。

Note
DxDesigner のプロパテ ィ エデ ィ タの既存の制約条件タ ブに制約条件のサブセ ッ
ト を入力する こ とができます 。 これらの制約条件は CES と同期し ます 。  

DxDesigner-Expedition PCB フ ローでの CES の使用については Constraint Editor 
System™ (CES) User’s Manual の ト ピ ッ ク 、 DxDesigner-CES-Expedition PCB Design Flow
をご覧 く だ さい 。

グラウン ド

Table 2-3. ツールバーの特殊コ ンポーネン ト のアイ コ ン

特殊コ ンポーネン ト アイ コ ン
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Chapter 3
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ラ イブ ラ リ マネージャ を使ってセン ト ラルラ イブ ラ リ シンボルを作成 、 編集し ます 。
これらのシンボルはセン ト ラルラ イブ ラ リのパーテ ィ シ ョ ンに配置され 、 シンボルウ
ィ ン ド ウを使って DxDesigner 回路図に置かれます 。 詳細については DxDesigner 
Symbol Editor マニュアルをご覧 く だ さい 。

また 、 Library Manager Process Guide の “Creating a DxDesigner Symbol Using Dx Symbol 
Editor (DxD-Expedition Flow)” もご覧 く ださい 。

ボ ト ムア ッ プで階層を構築する場合 、 基と なる回路図に関連するシンボルを作成する
にはローカルシンボルを作成し ます 。

このシンボルはシンボルウ ィ ン ド ウの [local symbols] “ pseudo-partition ” に表示され
ます 。 “ pseudo-partition ” は本当のセン ト ラルラ イブ ラ リパーテ ィ シ ョ ン とは別に表
示されます 。  

シンボルエデ ィ タ を使って生成されたシンボルを編集し た り 、 セン ト ラルラ イブ ラ リ
にそれらシンボルを取り込むこ とができます 。

ローカルシンボルの作成
以下のローカル ・ シンボルを作成する こ とができます 。

Table 3-1. ローカル ・ シンボルの種類

シンボルの種類 記述

モジュール 構成する回路図があ り ません 。 設計のベースの機能 、
あるいは物理的部品を表し ます 。 ナビゲータ ではリー
フセルと し て表示されます 。

コ ンポジ ッ ト 構成する回路図があ り ます 。 設計のよ り高いレベルで
基本の回路図を実装し ます 。 これはまたブロ ッ ク と も
呼ばれます 。

ピン 回路図のポー ト あるいはイ ン ターフ ェース ( 例えば 、
IN 、 OUT 、 あるいは BI 内蔵式シンボル ) ピンシンボ
ルを使ってネ ッ ト をグローバルシンボルに接続し ます
。

ア ノ テー ト 電気または接続情報のないグラ フ ィ ッ クあるいはア ノ
テーシ ョ ン 。
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ローカル ・ シンボルを作成するには :

1. フ ァ イル > 新規 > ローカルシンボルを選択し ます 。 シンボルエデ ィ タが開きま
す 。

2. 作図ツールを使ってシンボルグラ フ ィ ッ ク を作成し ます 。

3. デフ ォル ト で表示される Pin0 の場合 、 その名前 、 方向 、 側面 、 そ し てピン番
号パラ メ ータ を指定し て Enter を押し ます 。 左の列に星印が表示され 、 ピンが
未配置である こ と を示し ます 。

4. 既存の列の下を ク リ ッ ク し て新規の列を追加する こ とによ り追加のピンを作成
し ます 。

5. 列を選択し てピンをシンボルグラ フ ィ ッ クに ド ラ ッ グし てピンを配置し ます 。
列を ド ラ ッ グする と 、 ピンのグラ フ ィ ッ クにな り 、 簡単に配置する こ とができ
ます 。

注記 : ピンを配置し たら 、 対応する列の星印が消えます 。

6. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 以下のこ と を実行し ます :

• シンボル名を入力し ます 。

• リ ス ト からシンボルタ イプを選択し ます 。  

• Forward PCB 値はデフ ォル ト ( 真 ) のままにし ておきます 。

• 他のプロパテ ィ は < 新規プロパテ ィ > リ ス ト から追加し ます 。

7. 完了し たら 、 シンボルを保存し ます 。

結果 : このシンボルはシンボルウ ィ ン ド ウの [local symbols] “ pseudo-partition ” に表
示されます 。 他のシンボルのよ う に設計に追加する こ とができます 。

ローカルシンボルを編集するには :

1. 回路図ウ ィ ン ド ウ 、 あるいはプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーでシンボルを選択
し ます 。

2. フ ァ イル > ローカルシンボルを編集を ク リ ッ ク し ます 。

参照

• DxDesigner Symbol Editor マニュアル

• コ ンポーネン ト の追加
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Chapter 4
フ ラ ッ ト 設計の作成と編集

同じ階層に全ての回路図シー ト がある と き 、 これを フ ラ ッ ト 回路図 、 あるいは非階層
回路図と呼びます 。 以下にフ ラ ッ ト 設計と 、 それとは対照的な階層のある設計を示し
ます 。

Figure 4-1. フ ラ ッ ト 設計と階層設計の比較

階層設計

フ ラ ッ ト 設計
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フ ラ ッ ト 設計の作成と編集
回路図を前の状態に戻す

以下の ト ピ ッ クでフ ラ ッ ト 回路図の作成と編集について説明し ます :

回路図を前の状態に戻す
DxDesigner には 、 バッ クア ッ プ と ロールバッ ク機能があ り 、 これらの機能によ り前の
状態に文書を戻すこ とができます 。 バッ クア ッ プはいつでも行う こ とができます 。 ロ
ールバッ クは文書と その制約条件を最後にバッ クア ッ プ し た時点にまで戻し ます 。 文
書のロールバッ クは 、 最低でも一度バッ クア ッ プを実行し ない限り実行する こ とはで
きません 。

バッ クア ッ プ と ロールバッ クはアク テ ィ ブな文書にしか実行されません 。  

アク テ ィ ブな文書をバッ クア ッ プするには :

• フ ァ イル > バッ クア ッ プを選択し ます 。

プロジ ェ ク ト を開 く たびにバッ クア ッ プを実行するには :

• をオンにし てセ ッ ト ア ッ プ>設定>詳細 〔 セクシ ョ ン 〕 >自動バッ クア ッ プ作
成

アク テ ィ ブな文書をロールバッ クするには :

• フ ァ イル > ロールバッ ク を選択し ます 。

新規回路図の作成
新規の回路図を作成するには 、 以下の手順に従います 。

• フ ァ イル>新規>回路図プルダウン メ ニュー項目を選択し ます 。 プロジ ェ ク ト で
最初の回路図の場合 、 回路図は設計ノ ー ドの下のプロジ ェ ク ト ツ リーにルー ト
ブロ ッ ク と し て表示されます 。 最初の回路図でない場合は 、 〔 ブロ ッ ク 〕 ノ ー

• 回路図を前の状態に戻す

• 新規回路図の作成

• 設計作成のための回路図の準備

• スプレ ッ ド シー ト に設計を作成

• 設計を図的に作成

• コ ンポーネン ト を関連するベースシ
ンボルと同期化する

• コ ンポーネン ト の特性の指定

• DxDesigner での制約条件の使用

• コ ンポーネン ト の接続 /非接続

• 回路図のポー ト の追加と編集

• ネ ッ ト の作成と編集

• コ ンポーネン ト にバスを接続
する

• 回路図エデ ィ タの作業

• 設計の検証

• 完了し た設計の実行
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ドの下に表示されます 。 これには 、 デフ ォル ト で "1" と命名されたシー ト が含
まれます 。

回路図を作成し たら 、 いつでも開いて編集する こ とができます 。

既存の回路図を開 く には :

1. プロジ ェ ク ト ナビゲータ で 、 プ ラスサイ ン を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト を開
き 、 次に設計を開きます 。

2. 設計ノ ー ドの下のい く つかの設計の中から 、 開 く 回路図をダブルク リ ッ ク し ま
す 。

注記 : ナビゲータ ツ リーで設計階層が表示されます 。 階層にある回路図は 、 ノ
ー ド を展開し て編集するレベルをダブルク リ ッ ク し て開きます 。

既存の回路図を コ マン ド ラ イ ンで開 く には :

• コ マン ド ラ イ ンで “ schematic schematic_name ” と入力し 、 コ マン ド を実行し ま
す 。

注記 : コマン ド名な し で コマン ド を実行する と 、 〔 回路図を開 く 〕 ダイアログ
ボッ クスが表示されます 。 回路図の欄に名前を入力し ます 。

DxDesigner 以外のツールの回路図を開 く

ほかのメ ーカーの回路図の形式を DxDesigner フ ォーマ ッ ト に変換し 、 DxDesigner で
開 く こ とができます 。  

DxDesigner 以外の設計を交換するには :

1. Windows のス ター ト メ ニューから 、 すべてのプログラム > Mentor Graphics 
SDD > DxDesigner-Expedition Flow > Translators and 3rd Party Interfaces を選
択し ます 。  

2. 使用する イ ン ターフ ェースあるいは ト ラ ンスレータ を選択し ます 。

設計作成のための回路図の準備
設計を始める前に 、 以下のオプシ ョ ンの設定 、 設定タ スク を実行する こ とができます
。

回路図ボーダーの編集

挿入 、 削除 、 変更を使ってボーダーはいつでも編集する こ とができます 。 ボーダーに
指定されたデフ ォル ト のプロパテ ィ の値を編集する こ と も可能です 。
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フ ラ ッ ト 設計の作成と編集
スプレ ッ ド シー ト に設計を作成

ボーダーを先に作成し 、 それらがどのよ う にし て使用されるか指定する必要があ り ま
す 。 ボーダーの作成 、 設定方法については 、 設計をボーダーで囲むをご覧 く だ さい 。

回路図のボーダーの編集方法については 、 回路図のシー ト ボーダーの制御をご覧 く だ
さい 。

スプレ ッ ド シー ト に設計を作成
相互接続性エデ ィ タ (ICE) を使用し て回路図エデ ィ タ を使用し ないで設計を非グラ フ
ィ カルモー ド で作成 、 編集する こ とができます 。 ICE 設計は相互接続性テーブル
(ICT) で作成 、 編集し ます 。 これには別のラ イセンスが必要と な り ます 。

ICT テーブルの作成と編集

回路図を作成 、 編集するのと同じ ツールバーやリ ソースを使って ICT を作成 、 編集し
ます 。 ICT はゼロから 、 または既存の回路図から作成する こ とができます 。  ICT スプ
レ ッ ド シー ト のデフ ォル ト では 、 コ ンポーネン ト を一番上の行に 、 またネ ッ ト を一番
左の列に Figure 4-2 にあるよ う に配置し ます 。  

Figure 4-2. ICT レ イアウ ト

テーブルを整理し てネ ッ ト を一番上の行に 、 コ ンポーネン ト を一番左の列に配置する
には 、 左上にある カーブ し た矢印アイ コ ン を ク リ ッ ク し ます 。

また 、 ICT ビ ューワのネ ッ ト プロパテ ィ と シンボルプロパテ ィ をネ ッ ト プロパテ ィ タ
ブやシンボルプロパテ ィ タ ブに表示させる こ とができます 。 ネ ッ ト プロパテ ィ の場合
、 個々のネ ッ ト が左に リ ス ト され 、 ネ ッ ト のプロパテ ィ が一番上に表示されます 。 シ
ンボルプロパテ ィ の場合 、 個々のシンボルが左に リ ス ト され 、 シンボルのプロパテ ィ
が一番上に表示されます 。 プロパテ ィ はセルご とに修正する こ とができます 。

 ゼロから ICT を作成するには : 
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1. フ ァ イル > 新規作成 >ICT テーブルを選択し ます 。 新規の ICT が表示ウ ィ ン ド
ウに表示され 、 その名前がナビゲータウ ィ ン ド ウに Blockn と表示されます 。
こ こ で 、 n とはセ ッ シ ョ ン中に作成された ICT の数にな り ます 。

Figure 4-3. ICT の新規ブロ ッ ク

2. ICT に識別可能な名前を指定し ます 。 例えば 、 RLDRAM などです 。 ICT の名
前を変更するには 2 通り あ り ます :

• ナビゲータウ ィ ン ド ウの Blockn で 、 右ク リ ッ ク  > 名前変更を選択し ます 。

• ICT の Blockn セルをゆっ く り 2 回ク リ ッ ク し ます 。

既存の回路図から ICT を作成するには : 

Note
ICT に変換する と 、 回路図のグラ フ ィ カル情報は全て失われます 。 この操作は
元に戻すこ とができません 。  

1. ナビゲータペイ ンで 、 ICT に変換する回路図にカーソルを置きます 。

2. 右ク リ ッ ク  >ICT に変更を選択し ます 。 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウでは 、 このま
ま実行する と全てのグラ フ ィ カルの情報が失われる と警告し ます 。

3. ポッ プア ッ プウ ィ ン ド ウではいを選択し ます 。

コ ンポーネン ト の配置

ICT で コ ンポーネン ト を配置するには :

1. 表示 > シンボルを選択し てシンボルア ド イ ンを開きます 。

2. シンボル表示タ ブを選択し ます 。
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3. 一覧からシンボルを選択し ます 。 シンボル表示ペイ ンにシンボルを図で表し た
ものが表示されます 。

4. 設計にシンボルを配置する際 、 ネ ッ ト やネ ッ ト 名を自動的に追加するには 、 シ
ンボル表示ペイ ンの 〔 ネ ッ ト を追加 〕 、 〔 ネ ッ ト 名を追加 〕 チ ェ ッ クボ ッ クス
を ク リ ッ ク し ます 。 まず 〔 ネ ッ ト を追加 〕 を選択し てからでないと 、 〔 ネ ッ ト
名を追加 〕 は選択できません 。

Figure 4-4. 自動的にネ ッ ト とネ ッ ト 名を追加

注記 : シンボルにネ ッ ト 接続のないピンがある場合 、 黄色い×印のある赤マル 
がシンボルの ICT アイ コ ンに表示されます 。 全てのピンが接続されている

シンボルの場合 、 ICT では赤丸のないアイ コ ンを表示し ます 。

5. シンボル表示ペイ ンの上にあるシンボルを配置ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

6. ICT の主セル (Blockn セル 、 名称変更し た場合はその名称のセル ) を ク リ ッ ク
し てシンボルを配置し ます 。 シンボルを複数配置するには複数回ク リ ッ ク し ま
す 。

7. 右ク リ ッ ク を し てシンボル配置機能を閉じ ます 。

Note
また 、 プレビ ューシンボルウ ィ ン ド ウからシンボルをテーブルに ド ラ ッ グ & ド
ロ ッ プ し 、 シンボルをテーブルに配置する こ と もできます 。 ICT の上にある コ
ンポーネン ト 行の任意のアイ コ ンにシンボルを ド ロ ッ プする こ とができます 。

コ ンポーネン ト の名前変更

コ ンポーネン ト は回路図で名前変更するか 、 コ ンポーネン ト プロパテ ィ を編集する こ
とによ って名前変更する こ とができます 。

回路図でコ ンポーネン ト の名前変更をするには :
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1. テーブルにある コ ンポーネン ト 名をゆっ く り ダブルク リ ッ ク し ます 。

2. 新規の名前を入力し ます 。

コ ンポーネン ト プロパテ ィ でコ ンポーネン ト の名前変更をするには :

1. 名前変更する コ ンポーネン ト 上で 、 右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ を選択し ます 。

2. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 〔 名前 〕 の右にあるセルを ク リ ッ ク し ます 。

3. 新規の名前を入力し ます 。

ピンにネ ッ ト を追加

ネ ッ ト はピンに手動 、 あるいは自動で追加する こ とができ 、 以下の ト ピ ッ クにあるよ
う に操作し ます :

自動的にネ ッ ト を追加

シンボルウ ィ ン ド ウから ICT にシンボルを コ ピーする場合 、 自動でシンボルにネ ッ ト
を追加する とい う オプシ ョ ンがあ り ます 。

シンボル配置時にネ ッ ト を自動的に追加するには :

• シンボル表示ペイ ンの右端のネ ッ ト を追加オプシ ョ ンを選択し ます 。 ネ ッ ト 名
を追加を選択する こ と も可能ですが 、 これは 〔 ネ ッ ト を追加 〕 を選択し た後に
限り ます 。 これらのオプシ ョ ンを選択する と 、 ネ ッ ト が既に接続された状態で
シンボルが ICT に表示されます 。

ネ ッ ト を追加オプシ ョ ンを選択し なかった場合 、 後で 、 ネ ッ ト を自動あるいは手動で
ピンに追加する こ とができます 。  

シンボル配置時にネ ッ ト を自動的にピンに追加するには :

1. シンボル 、 あるいはネ ッ ト を追加するシンボルを選択し ます 。 単一のシンボル
を ク リ ッ クするか 、 <Shift>- ク リ ッ ク し て複数のシンボルを選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > ネ ッ ト をピンに追加を選択し ます 。  

これによ り 、 ICT にネ ッ ト が作成され 、 シンボルピンに接続されます 。 既存のネ ッ ト
の場合には 、 出力ウ ィ ン ド ウに警告が表示されます 。 アウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウと テー
ブルにはク ロスプロービングが有効になっています 。

• 自動的にネ ッ ト を追加

• 手動でネ ッ ト を追加

• 詳細接続でネ ッ ト を追加

• ネ ッ ト のソー ト

• ネ ッ ト の名前変更
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手動でネ ッ ト を追加

ネ ッ ト をピンに 1 つずつ 、 あるいは複数ひと ま と ま り で手動で追加する こ とができま
す 。

手動でひとつのネ ッ ト を追加するには :

1. 接続するピンに対応するセルをダブルク リ ッ ク し 、 未接続ピンのド ロ ッ プダウ
ン リ ス ト を表示し ます 。  

2. ド ロ ッ プダウン リ ス ト から名前を選択するか 、 名前を入力するか 、 または ICT
のほかの箇所から既存のネ ッ ト を コ ピー 、 あるいは貼り付けし ます 。 無効の名
前を入力し た場合 、 出力ウ ィ ン ド ウに警告が表示されます 。  

Note
コ ピーや貼り付けはシンボルを接続する効率的な方法です 。 コ ンポーネン ト 、
コ ンポーネン ト ピン 、 またブロ ッ ク ピンを コ ピーまたは貼り付けする こ とがで
きます 。

複数のネ ッ ト を手動で追加するには :

1. 適切なセルを ク リ ッ ク し 、 追加するはじめのビ ッ ト を選択し ます 。

2. 名前を入力するか 、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から名前を選択し ます 。

3. セルの右下にある小さいタ ブを ク リ ッ ク し て ( このタ ブ上に来る と カーソルは
プ ラスサイ ンに変わり ます ) 、 それを ド ラ ッ グし て追加するセルのほかの部分
をエンベロープ し ます 。 こ このセルにビ ッ ト は追加され 、 バスのイ ンデ ッ クス
は自動的にイ ン ク リ メ ン ト されます 。  

Figure 4-5. 複数のネ ッ ト を追加するには 、 タ ブを下へド ラ ッ グ

詳細接続でネ ッ ト を追加

詳細接続ツールによ って 、 複数のコ ンポーネン ト と コ モンピンを名前で接続する こ と
ができます 。 詳細接続ダイアログで 、 以下のこ とが実行できます :

• ネ ッ ト の名前変更 ( これは 〔 ネ ッ ト をピンに追加 〕 コマン ド では実行できませ
ん )
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• ICT 同様にネ ッ ト を ク リ ッ ク と ド ラ ッ グで選択し ます 。

• 階層ポー ト を自動的に追加

詳細接続ツールを使用するには :

1. <Shift>+ ク リ ッ ク または <Ctrl>+ ク リ ッ ク し て接続する コ ンポーネン ト を選択
し ます 。

2. 選択されたコ ンポーネン ト のいずれかで 、 右ク リ ッ ク  > 詳細接続を選択するか
、 編集 > 詳細接続を選択し ます 。 このオプシ ョ ンによ り 、 〔 ポー ト にネ ッ ト を
追加 〕 ダイアログボ ッ クスが開きます 。

3. 接続するネ ッ ト をダイアログボ ッ クスで選択し ます 。

4. 方向フ ィ ルタ ド ロ ッ プダウン リ ス ト から表示し たいネ ッ ト の種類を選択し ます
。

5. ネ ッ ト を生成を ク リ ッ ク し 、 次に OK を ク リ ッ ク し ます 。

ネ ッ ト のソー ト

ネ ッ ト を名前 、 階層 、 または単一ネ ッ ト 、 バス 、 作動ペアなどの種類を基準に 、 ソー
ト する こ とができます 。 ネ ッ ト を ソー ト するには 、 以下の手順に従います 。

1. ( 左端の ) ネ ッ ト 列あるい ( 一番上の ) コ ンポーネン ト 行のいずれかで 、 右ク リ
ッ ク  > ソー ト を選択し ます 。

2. リ ス ト から ソー ト の方法を選択し ます 。

ネ ッ ト の名前変更

セルのネ ッ ト の名前変更を行う には : 

1. セルをダブルク リ ッ ク し ます 。

2. 新規の名前を入力し ます 。

3. ウ ィ ン ド ウのほかの箇所を ク リ ッ クするか 、 Enter を押し ます 。

プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウでネ ッ ト の名前変更を行う には :

1. 名前変更をするネ ッ ト で右ク リ ッ ク  > プロパテ ィ を選択し ます 。

2. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 〔 名前 〕 の右にあるセルを ク リ ッ ク し ます 。

3. 新規の名前を入力するか 、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から名前を選択し ます 。
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行と列のグループ化とグループ解除

行と列をグループ化し て ICT にグループ名を入力し て 、 接続を把握する こ とができま
す 。  

行と列をグループ化するには :

1. ( 一番左にある ) ネ ッ ト の列あるいは ( 一番上の ) コ ンポーネン ト 行で 、 グルー
プ化し たい行あるいは列を選択し ます 。 <Shift> と <Ctrl> キーを使って複数の
選択を行います 。

2. 右ク リ ッ ク > グループ化を選択し ます 。

3. デフ ォル ト 名の代わり に意味のある名前をグループにつける こ とができます 。

列と行をグループ化し た後はグループ名のセルのみが表示可能と な り ます 。  

グループの中身を表示するには : 

• グループ名の左にあるプ ラス記号 (+) を ク リ ッ ク し ます 。

ICT 内の列と行の配置は任意の割り当て と なっています 。 ICT の左上にある カーブ し
たダブルヘ ッ ドの矢印のボタ ンを押すと列と行のレ イアウ ト が逆にな り ます 。

行と列のグループ解除 :

1. グループ解除を実行する行か列を選択し ます 。 <Shift> と <Ctrl> キーを使って
複数の選択を行います 。

2. 右ク リ ッ ク  > グループ化解除を選択し ます 。

選択されたアイテムがグループから削除されます 。 グループ内の全てのアイテムが選
択されグループ解除される と 、 グループは削除されます 。

行と列の幅の調整

以下のよ う にし て行と列の幅を手動で調整する こ とができます :

• 最上部あるいは 、 左端の列において 、 カーソルをセルの右端のデリ ニエータに
置き 、 ダブルク リ ッ ク し ます 。 セルが自動的にサイズ変更されます 。

• 最上部あるいは 、 左端の列において 、 カーソルをセル間のデリ ニエータに置き
、 ク リ ッ ク と ド ラ ッ グを し て新しい幅に変更し ます 。  

• 右ク リ ッ ク > 選択を自動フ ィ ッ ト 表示を選択し て列の幅を調節し て列にテキス
ト を合わせます 。

行と列の非表示

複数の行と列を非表示にし て 、 必要な箇所に集中できるよ う にし ます 。  
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列や行を非表示にするには :

1. 非表示にする列あるいは行を選択し ます 。 Shift と Ctrl キーを使用し て複数の
行あるいは列の選択を行います 。

2. 右ク リ ッ ク > 非表示を選択し ます 。 スプレ ッ ド シー ト のアイ コ ン が ICT の
左上のセルに表示され 、 行と列が非表示になったこ と を示し ます 。

非表示にし た行と列を表示するには : 

1. ICT の左上にある “ 非表示 ” アイ コ ン を右ク リ ッ ク  > 非表示を表示するを
選択し ます 。 イ タ リ ッ ク文字で非表示の行と列の名前が表示されます 。

2. 列あるいは行で右ク リ ッ ク > 非表示取り消し を選択し 、 非表示状態を解除し ま
す 。

ICT にあるすべての行と列を一括で 非表示取り消し をするには :

• ICTの左上にあるアイ コ ンで右ク リ ッ ク>全ての非表示取り消し を選択し ます 。

ICT へポー ト を追加

ICT の外への接続はポー ト と呼ばれます 。 ポー ト は ICT に単独 、 あるいはグループで
追加する こ とができます 。 同じ名前のネ ッ ト が既に存在する場合 、 警告が発せられま
す 。 ポー ト の追加には 2 つのモー ドがあ り ます :

• ネ ッ ト が選択されている場合 — 追加 > ポー ト コ マン ド を適用し た場合 、 ポー
ト はネ ッ ト に追加されます 。 ネ ッ ト 名を入力する必要はあ り ません 。 これはバ
スにも適用できます 。

• ネ ッ ト が選択されていない場合 — ポー ト の名前を入力するエン ト リ ボ ッ クス
が表示されます 。 同じ名前のネ ッ ト がある場合 、 それらは自動的に接続されま
す 。

ポー ト を追加するには :

1. 追加 > ポー ト を選択するか 、 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

2. ド ロ ッ プダウン リ ス ト からポー ト の種類を選択し ます 。 ブロ ッ クシンボルの近
く に小さ く 黒い矢印が表示され 、 ポー ト が作成されたこ と を示し ます 。

ポー ト の表示

ポー ト を表示するには :

• ブロ ッ クシンボルの横にある矢印を ク リ ッ ク し てブロ ッ ク イ ン ターフ ェースを
展開し てネ ッ ト 接続を表示し ます 。  黒い四角に線が通ったアイ コ ン はネ ッ
ト 接続を表し ます 。
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ポー ト の接続 、 あるいは接続遮断

ポー ト を接続 、 あるいは接続遮断するには :

• ネ ッ ト 接続ボタ ン を ク リ ッ ク し てネ ッ ト へのポー ト の接続あるいは接続遮
断を行います 。

ブロ ッ クの追加

ブロ ッ クは 、 階層全体にわたって ICT と回路図の混合である場合があ り ます 。 ICT テ
ーブルエデ ィ タは階層エデ ィ タ です 。 追加 > ブロ ッ ク  コ マン ド を使用し てポー ト を
動的に作成する こ とができます 。 新規のブロ ッ クは一般的なものにな り ます 。 Push
コ マン ドがその形式を決定し ます :

• ICTテーブルをプ ッ シュ を選択する と主ブロ ッ クの下にICTを配置し ます 。 ICT
のアイ コ ンは にな り ます 。

• 回路図をプ ッ シュ を選択する と新規の回路図ページを主ブロ ッ クの下に配置し
ます 。 回路図のアイ コ ンは にな り ます 。

また 、 ブロ ッ ク を設計内で 、 あるいは設計間でコ ピーする こ と もできます 。

プロジ ェ ク ト にブロ ッ ク を コ ピーするには 

1. ソースプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 コ ピーするブロ ッ ク
を選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > コ ピーを選択し ます 。

3. 同じ プロジ ェ ク ト の他のシー ト を開きます 。

4. プロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 ブロ ッ ク ノ ー ド を選択し ます 。

5. 右ク リ ッ ク > 貼り付けを選択し ます 。

他のプロジ ェ ク ト にブロ ッ ク を コ ピーするには :

1. ソースプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 コ ピーするブロ ッ ク
を選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > コ ピーを選択し ます 。

3. フ ァ イルメ ニューから 、 開 く > プロジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます 。

4. DxDesigner がソースプロジ ェ ク ト を閉じ る と警告し ます 。 OK を ク リ ッ ク し ま
す 。 貼り付け先のプロジ ェ ク ト が開きます 。

5. 貼り付け先のプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 ブロ ッ ク ノ ー
ド を選択し ます 。

6. 右ク リ ッ ク し て > 貼り付けを選択し ます 。
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ブロ ッ ク を追加するには :

1. 追加するブロ ッ クの上のブロ ッ ク を ク リ ッ ク し ます 。

2. 追加 > ブロ ッ ク を選択し ます 。

3. 希望するブロ ッ クの名前を入力し ます 。 ( 最初に表示された時はク リ ッ クせず
に名前を編集する こ とができます 。 )

4. 右ク リ ッ ク >ICT テーブルをプ ッ シュあるいは右ク リ ッ ク > 回路図をプ ッ シュ
を選択し ます 。 push コマン ド によ り 、 ブロ ッ クの下にある設計 ( 回路図または
ICT) が表示されます 。

ブロ ッ クへのネ ッ ト の接続

ネ ッ ト をブロ ッ クに接続するには :

1. 接続するネ ッ ト に対応する ICT セルをダブルク リ ッ ク し 、 ピン タ イプ ド ロ ッ プ
ダウン リ ス ト を取得し ます 。

2. ド ロ ッ プダウン リ ス ト から ピンの種類を選択し ます 。 ピン タ イプには IN 、
OUT 、 BI 、 TRI 、 OCL 、 OEM 、 そ し て ANALOG があ り ます 。 ピン タ イプ
を選択し たら 、 ICT は自動的に更新され接続を表示し ます 。

複数のネ ッ ト をブロ ッ クに接続するには :

1. ク リ ッ ク と ド ラ ッ グを し て接続する全てのセルを含みます 。 グループのセルの
一つは他のセルとは異なる色のものがあ り ます 。

2. 異なる色のセルを ク リ ッ ク し てピン タ イプ ド ロ ッ プダウン リ ス ト を表示し ます

3. ド ロ ッ プダウン リ ス ト から ピンの種類を選択し ます 。

差動ペアの作成と削除

差動ペアのコ マン ドはネ ッ ト が接続されていないか 、 ブロ ッ ク間で接続されている場
合にのみ使用可能と な り ます 。 ICT で作成された差動ペアは制約条件エデ ィ タ システ
ムに自動的に表示されます 。

差動ペアを作成するには :

• ネ ッ ト で右ク リ ッ ク を し て 、 差動ペアを作成を選択し ます 。 差動ペアを作成す
る と自動的にペアの二つ目のネ ッ ト が作成され 、 ペアのネ ッ ト に拡張子 _p 、
_n が追加されます 。

 差動ペアを削除するには :

• 差動ペアで右ク リ ッ ク を し 、 差動ペアから戻るを選択し ます 。
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ICT でバスを作成 、 派生

バスを作成するには : 

• 追加 > バスを選択し ます 。

バス 、 あるいはバスの中のネ ッ ト のサブセ ッ ト を派生するには :

1. バスを ク リ ッ ク し ます 。

2. 右ク リ ッ ク  > ネ ッ ト を派生を選択し ます 。 編集可能な行にバス名が表示されま
す 。

• 全てのネ ッ ト を派生するには 、 Enter を押し ます 。

• ネ ッ ト のサブセ ッ ト を派生するには 、 バス名の場所にネ ッ ト 一覧を
busname#busname# の形で入力し ます 。 例えば 、 DAT[0:7] とい う名前のバ
スのネ ッ ト 0 、 1 、 6 、 7 を派生するには 、 DAT0 、 DAT1 、 DAT6 、
DAT7 と入力し ます 。

テーブルにネ ッ ト を追加し てバスを後で作成し た場合 、 ビ ッ ト は自動的にバスに連結
されます 。 例えば 、 テーブルにネ ッ ト  xxx0 、 xxx1 、 xxx6 を追加し 、 後にバスを追
加コ マン ド を使用し て xxx[0:7] を作成し た場合 、 以下がテーブルに表示されます 。

xxx[0:7]
xxx0
xxx1
xxx6

ICT テーブルの分割

ICT テーブルの表示が大き く な りすぎた り 、 よ り簡潔に表示し たい場合 、 を水平方向
、 あるいは垂直方向に分割する こ とができます 。  

ICT テーブルを水平方向に分割するには :

1. 垂直のスク ロールバーの上部にあるハン ドル位置を確認し ます 。 ハン ドルはス
ク ロールバーの一番上にある上矢印のすぐ上にあ り ます 。

2. ハン ドルを ク リ ッ ク し て下へド ラ ッ グし ます 。 水平分割バーがテーブルに表示
され分割を示し ます 。

ICT テーブルを垂直方向に分割するには :

1. 垂直のスク ロールバーの左端にあるハン ドル位置を確認し ます 。 ハン ドルは小
さい三角形の矢印と な り ます 。

2. ハン ドルを ク リ ッ ク し て右に ド ラ ッ グし ます 。 垂直分割バーがテーブルに表示
され分割を示し ます 。

テーブルを再統合し 、 分割バーを取り除 く には :
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• 分割バーを ク リ ッ ク し 、 上方向 (水平分割バー ) あるいは左方向 (垂直分割バー )
までバーが く っつ く まで ド ラ ッ グし ます 。

色の設定

異なる色を指定し て ICT ブロ ッ ク 、 コ ンポーネン ト 、 あるいはシンボルタ イプを識別
し ます 。  

特定のオブジ ェ ク ト に色を指定するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > オブジ ェ ク ト の表示を選択し てオブジ ェ ク ト テーブルを
開きます 。

2. ICT オプシ ョ ンを選択し て現在の色スキームを確認し ます 。

3. オブジ ェ ク ト テーブルの任意のセルを ク リ ッ ク し 、 セルに関連し たオブジ ェ ク
ト の色パレ ッ ト を指定し ます 。

4. 色パレ ッ ト からオブジ ェ ク ト の色を選択し ます 。

5. 適用を ク リ ッ ク し ます 。

Note
今後の使用のために変更を保存するには 、 スキームを保存を ク リ ッ ク し ます 。
保存されたスキームはスキームをロー ド を ク リ ッ ク し て再読み込みし ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 表示―オブジ ェ ク ト ―設定ダイアログボ ッ ク
ス 」

ICT テーブルビ ューワの使用

ICT テーブル (ICT) ビ ューワによ って回路図を表形式に完全に変換する こ と な く 、 表
形式で表示し ます 。 しかし 、 ICT ビ ューワ使用中にテーブルを編集する こ とはできま
せん 。 ICT ビ ューワは全てのユーザーに使用可能で 、 ラ イセンスを必要と し ません 。  

ICT ビ ューワを使用するには :

1. 回路図を開きます 。

2. 表示 > ICT ビ ューワを選択し ます 。  

3. 適切な表示タ ブを選択し ます :

• 階層 — 表形式で回路図全体を表示 。

• ネ ッ ト プロパテ ィ  — 表形式で回路図のネ ッ ト を表示 。

• シンボルプロパテ ィ  — 表形式で回路図のシンボルを表示 。
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4. 各タ ブの一番上の行にある ド ロ ッ プダウン矢印 を使用し て タ ブを フ ィ ルタ
し 、 興味のある特定の情報を表示させます 。 フ ィ ルタの後 、 テーブルを元の状
態に戻すには 、 テーブルの一番左上にある リ セ ッ ト アイ コ ン を ク リ ッ ク し
て 、 全てのフ ィ ルタ を リ セ ッ ト を ク リ ッ ク し ます 。

設計を図的に作成
以下のいずれかのタ スク を実行し て回路図を作成し ます :

• コ ンポーネン ト の追加

• 電源 / グラウン ド ピンの追加と置換

コ ンポーネン ト の追加

シンボルダイアログボ ッ クスを使用し て設計にコ ンポーネン ト を追加し ます 。 シンボ
ルダイアログボ ッ クスには 3 つのタ ブがあ り ます 。 情報をどのよ う に表示し たいかに
よ って タ ブを選択し ます 。

• 部品表示タ ブ ： 部品表示タ ブにあるアイテムはPDB(または部品)で 、 1つのパッ
ケージにシンボル 、 セルそ し てパッ ド ス タ ッ ク ( パッ ド と穴を含む ) データ を
含みます 。 部品は通常設計の論理的 ( 電気的 ) 、 物理的 ( フ ッ ト プ リ ン ト ) 特
性を作成 、 編集するのに使われます 。

• シンボル表示タ ブ : シンボル表示タ ブのアイテムはシンボルのみと な り ます 。
関連するセルやパッ ド ス タ ッ クデータはあ り ません 。 シンボルは通常設計の論
理的 ( 電気的 ) 特性のみを作成または 、 編集するのに使われます 。 また 、 シン
ボルを元に 、 新規部品を構成 、 作成する こ とができます 。

• リユースブロ ッ ク タ ブ : リユースブロ ッ ク タ ブのアイテムはそれ自体が一つの
設計で 、 プロジ ェ ク ト に配置される と 、 単一のコ ンポーネン ト と し て扱う こ と
ができます 。  

Note
DxDesigner の .prj フ ァ イルがセン ト ラルラ イブ ラ リ にマ ッ プ される と 、 パーテ
ィ シ ョ ン コ ラムの ( 部品表示と シンボル表示タ ブの両方にある ) エン ト リはラ イ
ブ ラ リ マネージャに表示される ものに一致し ます ( ラ イブ ラ リ ナビゲータ ツ リ
ーの部品と シンボルエン ト リ ) 。

回路図にシンボルを配置するには :

1. 表示 > シンボルプルダウン メ ニュー項目でシンボルダイアログボ ッ クスを開き
ます 。

2. 追加するシンボルのウ ィ ン ド ウを フ ィ ルタ し ます 。



フ ラ ッ ト 設計の作成と編集
設計を図的に作成

DxDesigner User’s Guide, EE2007.3 79

3. シンボルを選択し ます 。 シンボルウ ィ ン ド ウの右側に表示される表示ウ ィ ン ド
ウにシンボルが現れます 。 必要であれば 、 セルと オルタ ネー ト プレビ ューも表
示されます 。

4. シンボルのイ ンス タ ンスを配置するには 、 表示ウ ィ ン ド ウからシンボルを回路
図に ド ラ ッ グし 、 シンボルを配置し たい場所でク リ ッ ク し ます 。

5. 複数のシンボルのイ ンス タ ンスを配置するには 、 シンボルを配置ボタ ンを ク リ
ッ ク し 、 続けてシンボルを表示する回路図の箇所でク リ ッ ク し ます 。

シンボル一覧のフ ィ ルタ

シンボル一覧を フ ィ ルタ し て 、 目的のシンボルのみを表示させます 。

シンボル一覧を フ ィ ルタするには :

1. フ ィ ルタ を ク リ アを ク リ ッ ク し て以前のフ ィ ルタの条件を削除し ます 。

2. タ ブを選択し ます 。  

3. フ ィ ルタのフ ィ ールドは 、 そのすぐ下の一覧列に相当し ます 。 フ ィ ルタする情
報の全て 、 あるいは一部分を適切なフ ィ ールド に入力し ます 。 例えば 、 CC0
から始まる全ての部品を フ ィ ルタ し たい場合 、 部品表示タ ブの部品フ ィ ールド
に CC0 と入力し ます 。

ヒ ン ト : フ ィ ルタ では 、  * と  ? ワイルド カー ド をサポー ト し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• リユースブロ ッ ク と シンボルダイアログボ ッ クスのリユースブロ ッ ク タ ブの詳
細については 、 Reusable Blocks Process Guide の “Placing a Logical-Only Reusable 
Block in a Host Design” と 、 DxDesigner Reference Manualの 「 シンボルウ ィ ン ド ウ
」 をご覧 く だ さい 。

• DxDataBook や DMS から もシンボルを追加する こ とができます 。 詳細について
は 、 DxDataBook User’s Guide と DMS Librarian User’s Guide をご覧 く だ さい 。

電源 / グラウン ド ピンの追加と置換

電源 / グラウン ド ピンは特殊コ ンポーネン ト の 1 つです 。 特殊コ ンポーネン ト を設定
する場合 、 回路図に使用可能なコ ンポーネン ト ( 電源やグラウン ド ピン ) の一覧を作
成し ます 。

必須事項 :
特殊コ ンポーネン ト の設定を事前に実行し ます 。 詳細については 、 特殊コ ンポーネン
ト の設定をご覧 く だ さい 。
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手順

 回路図に手動でピンを配置するには :

1. 追加 > 電源を選択(も し く は を ク リ ッ ク )あるいは追加>グラウン ド を選択(も
し く は を ク リ ッ ク ) する 。 Basic:power.1, Basic:vbb.1 のよ う に特定のタ イプ
につき 、 使用可能なすべての選択のリ ス ト が表示されます 。

2. リ ス ト から 、 配置し たいピンを選択し ます 。

3. DxDesigner では自動的にピンがカーソルに追従し ます 。 それを ド ラ ッ グし てコ
ンポーネン ト 、 あるいはネ ッ ト に ド ロ ッ プ し ます 。 コ ンポーネン ト の複数のコ
ピーを追加する こ とができます 。 終了し たら <ESC> キーを押し ます 。

ヒ ン ト : セ ッ ト ア ッ プ時にピン タ イプに 1 種類のシンボルしか指定し なかった
場合 、 ピンは選択し たネ ッ ト に自動的に添付され 、 コ ンポーネン ト とネ ッ ト と
共に ド ラ ッ グモー ド に入り ます 。

 既存のネ ッ ト に自動的にピンを追加するには :

以下の手順に従ってピンを未接続ポイ ン ト が 1 つある既存のネ ッ ト に添付し ます 。

1. ピンを接続するネ ッ ト を選択し ます 。

2. 追加 > 電源あるいは追加 > グラウン ド を選択し ます 。

ヒ ン ト : セ ッ ト ア ッ プ時にピン タ イプに 1 つのシンボルしか指定し なかった場
合 、 ピンは選択し たネ ッ ト に自動的に添付されます 。

結果 : ピンは右ク リ ッ ク し たネ ッ ト に自動的に添付されます 。 　

電源 / グラウン ド ピンを置き換えるには

1. 変更するピンの上にカーソルを置きます 。

2. 右ク リ ッ ク > 変更を選択し ます 。 使用可能な 、 マ ッ チする コ ンポーネン ト が表
示されます 。

3. 置き換える コ ンポーネン ト を選択し ます 。

コ ンポーネン ト を関連するベースシンボルと同期化
する

DxDesigner シンボルはセン ト ラルラ イブ ラ リ に保存されています 。 セン ト ラルラ イブ
ラ リのシンボルのみが編集できます 。 セン ト ラルラ イブ ラ リのシンボルが初めて回路
図に配置される と 、 コ ピーがローカルプロジ ェ ク ト の " シンボルキャ ッ シュ " に配置
されます 。 それ以降のシンボルの全てのイ ンス タ ンスはキャ ッ シュ されたコ ピーから
取り出されます 。
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セン ト ラルラ イブ ラ リのシンボルに変更があった場合 、 同等のコ ンポーネン ト を更新
し て変更を反映する必要があ り ます 。 DxDesigner では起動時または回路図の再読み
込みをする際 、 設計コ ンポーネン ト をそれのベースシンボルに対し チ ェ ッ ク し ます 。
シンボルに変更のあった全てのコ ンポーネン ト はピン クでハイ ラ イ ト されます 。 その
後 、 新しいシンボル定義でコ ンポーネン ト を更新する こ と を選択できます 。 更新を終
了する と 、 ハイ ラ イ ト が除去されます 。

シンボルに変更のあった全てのコ ンポーネン ト を更新するには :

1. ツール > シンボルを更新を選択するか ( 任意のシンボルを右ク リ ッ ク し て ) >
シンボル更新 > シンボルを更新を選択し ます 。

2. コ ンポーネン ト 定義更新ダイアログボ ッ クスで 、 更新するシンボルを選択し 、
OK を ク リ ッ ク し ます 。

結果 : すべての回路図シー ト の更新された選択済みのシンボルのハイ ラ イ ト が
除去されます 。

ハイ ラ イ ト を取るには :

1. シー ト にある任意のシンボルを選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > シンボル更新 > 全てのハイ ラ イ ト 表示を ク リ アを選択し ます 。

結果 : 現在のシー ト のハイ ラ イ ト が残りの DxDesigner セ ッ シ ョ ン全てでク リ ア
にな り ます 。

コ ンポーネン ト の特性の指定
論理的コ ンポーネン ト の特性はプロパテ ィ を使って定義し 、 物理的設計規則は制約条
件を使って定義し ます 。  

設計の制約条件モー ドが有効になっている場合 、 ク ラスで定義されている制約条件を
回路図のネ ッ ト 、 コ ンポーネン ト 、 差動ペアネ ッ ト に指定する こ とができます 。  

詳細については 、 以下の ト ピ ッ ク をご覧 く だ さい :

• プロパテ ィ の追加と編集

• CES での制約条件の設定

• 機械パーツの取り扱い

• テス ト ポイ ン ト の取り扱い
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プロパテ ィ の追加と編集

プロジ ェ ク ト 変換時に既存の 旧EE2007DxDesigner 属性は Expedition Enterprise プロパ
テ ィ によ って置き換わり ます 。 詳細については 、 DxDesigner Administrator’s Guide の
「 DxDesigner の属性を Expedition Enterprise プロパテ ィ に変換する 」 をご覧 く だ さい

Expedition ワーク フ ローでは 、 ラ イブ ラ リ マネージャ プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を使っ
て新規プロパテ ィ を作成し ます 。 詳細については 、 Library Manager Process Guide の 
Property Definition Editor をご覧 く だ さい 。  

ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローでは 、 ツール > プロパテ ィ 定義エデ ィ タ メ ニューから 、 プ
ロパテ ィ 定義エデ ィ タ を使用し てプロパテ ィ の作成 、 編集を行います 。 詳細について
は 、 84 ページのプロパテ ィ 定義エデ ィ タの使用 - ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローをご覧
く だ さい

設計のシンボルを イ ンス タ ンスする と 、 そのイ ンス タ ンスにどのシンボルプロパテ ィ
を使用するのかを選択でき 、 それをプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで追加または編集する こ と
ができます 。 プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウのオン ・ オフの切り替えは表示 > プロパテ ィ メ ニ
ュー項目 、 あるいは ボタ ンを ク リ ッ ク し て行います 。 また 、 オブジ ェ ク ト をダブ
ルク リ ッ クするか 、 オブジ ェ ク ト を選択し て右ク リ ッ ク > プロパテ ィ を選択し てプロ
パテ ィ ウ ィ ン ド ウを表示させる こ と も可能です 。

プロパテ ィ と値の表示は以下の項目の順序によ って制御されます 。 こ こ で 、 “ 1 ” が
最も優先され 、 “ 3 ” が最後に優先されます : 

1. 回路図レベル設定

2. シンボルレベル設定

3. プロパテ ィ 定義エデ ィ タ レベル設定

以下の規則を使ってプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで回路図 、 シー ト 、 プロパテ ィ 、 ネ ッ ト 、
そ し てバスに名前を指定する こ とができます :

• 名前の文字列には以下の記号以外は全ての記号 ・ 文字を使用する こ とができま
す : < > ' , ( ) = \

• 名前文字列にはスペースは使えません 。

編集の目的で 、 3 つのプロパテ ィ があ り ます 。 Table 4-1 にあるよ う に 、 個々の編集
の規則は異な り ます 。

Table 4-1. プロパテ ィ 編集規則

プロパテ ィ タ イプ 例 許可されている編集ア
クシ ョ ン

シンボルプロパテ ィ
• ラ イブ ラ リ管理者によ り シンボル

に追加

パーテ ィ シ ョ
ン

• 値の変更
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関連 ト ピ ッ ク

• フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウと ド ッキングウ ィ ン ド ウの切り替え

手順

プロパテ ィ を追加するには :

1. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウが表示されていない場合は 、 プロパテ ィ を追加するオブ
ジ ェ ク ト をダブルク リ ッ ク し ます 。

ヒ ン ト : <Ctrl> キーを使って複数のオブジ ェ ク ト を選択する こ とができます 。

2. プロパテ ィ 列の一番下の空のボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます ( 以下の図を参照 ) 。
使用可能なプロパテ ィ の一覧が表示されます 。

3. ( プロパテ ィ 定義エデ ィ タから作成された )利 用可能リ ス ト から 、 追加するプ
ロパテ ィ を選択し ます 。

4. 関連する列で 、 値を入力し 、 オプシ ョ ン と し てプロパテ ィ に指定する イ ンス タ
ンス値も入力し ます 。

プロパテ ィ あるいは名前値表示ステータ スを変更するには :

• プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 プロパテ ィ あるいは値欄のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択
あるいは解除し ます 。

イ ンス タ ンスプロパテ ィ
• ユーザーによ り イ ンス タ ンスに追

加

記述 • 値の変更
• 削除

システムプロパテ ィ
• ツールによ り追加

Id • な し

Table 4-1. プロパテ ィ 編集規則

プロパテ ィ タ イプ 例 許可されている編集ア
クシ ョ ン
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プロパテ ィ の値を変更するには :

• プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 希望するプロパテ ィ を ク リ ッ ク し て選択し 、 新しい
値を入力し ます 。

編集可能なプロパテ ィ を削除するには :

• プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 希望するプロパテ ィ にカーソルを置き 、 右ク リ ッ ク
> プロパテ ィ を削除を選択し ます 。 削除が実行される前に表示がオフになって
いる必要があ り ます 。

パラ メ ータ化されたプロパテ ィ

パラ メ ータ化されたプロパテ ィ には変数値欄があ り ます 。 パラ メ ータ化されたプロパ
テ ィ を使用し て設計中に変更される値を指定し ます 。 以下のパラ メ ータ化されたプロ
パテ ィ がサポー ト されます 。 詳細については DxDesigner Attribute Glossary をご覧 く だ
さい 。

• @NAME

• @SHEET

• @PATH

• @SHEETTOTAL

• @XYCOORD

プロパテ ィ 定義エデ ィ タの使用 - ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー

ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローで DxDesigner から このエデ ィ タ を起動するには 、 ツール 
> プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を選択し ます 。

プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を使用し てセン ト ラルラ イブ ラ リ に使用可能なプロパテ ィ と
そのフ ォーマ ッ ト を定義し ます 。 このエデ ィ タ を使用し て新規のプロパテ ィ 、 プロパ
テ ィ タ イプ 、 そ し て関連する構文を定義し 、 既に定義されたシステムプロパテ ィ のい
く つかの点を変更する こ とができます 。 プロパテ ィ の値はデータ オブジ ェ ク ト に保存
され 、 プロパテ ィ 定義エデ ィ タ で定義される こ とがあ り ません 。

ユーザー定義されたプロパテ ィ は DxDesigner のシンボルや部品にカス タム情報を追
加するのに使用されます 。 保存される と 、 プロパテ ィ 定義エデ ィ タは全てのプロパテ
ィ をセン ト ラルラ イブ ラ リのプロパテ ィ 定義フ ァ イルに書き込みます 。

Note
システムプロパテ ィ は削除する こ とができません 。 また 、 ユーザー定義された
プロパテ ィ はシ ミ ュ レーシ ョ ンツールで使用される こ とはあ り ません 。
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ユーザープロパテ ィ  ( プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を使用し て作成される ) には固有のプ
ロパテ ィ 番号が割り当てられます 。 しかし 、 ユーザープロパテ ィ を含む回路図設計に
コ ンパイ ラ を使用する場合 、 生成される ASCII フ ァ イルに表示されるユーザープロパ
テ ィ 番号はプロパテ ィ 定義エデ ィ タに表示されるそれとは異な り ます 。

例 : プロパテ ィ 定義エデ ィ タ ソ フ ト ウ ェ アでは “UserProp1” に 224 とい う プロパテ ィ
番号を割り当てます 。 しかし 、 コ ンパイ ラ を使用し て ASCII フ ァ イルを生成し た後は
プロパテ ィ 番号がラ ンダムに割り当てられた “UserProp1” がフ ァ イルに表示されます
。 よ って 、 ASCII フ ァ イルのプロパテ ィ 名 ( または “ プロパテ ィ 値 ”) を参照し 、 ユー
ザープロパテ ィ に割り当てられたプロパテ ィ 番号のこ とは無視し ます 。 システムプロ
パテ ィ に割り当てられたプロパテ ィ 番号は影響されません 。

ユーザー定義されたプロパテ ィ の作成

1. ツール > プロパテ ィ 定義エデ ィ タ を ク リ ッ ク し ます 。 プロパテ ィ 定義エデ ィ タ
ダイアログボ ッ クスが表示されます 。

2. 詳細ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 ダイアログボ ッ クスが拡張され 、 プロパテ ィ 一
覧で選択されたプロパテ ィ に関連する設定と オプシ ョ ンが表示されます 。

3. 新規プロパテ ィ アイ コ ン を ク リ ッ ク し ます 。 一覧の下に新しいエン ト リが
作成されます 。 ( 新規プロパテ ィ 1) 。

4. ( オプシ ョ ン ) 〔 名前 〕 ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し てプロパテ ィ 一覧のプロパテ ィ 名
をアルフ ァベ ッ ト 順に並べ替えます 。 これによ り 、 プロパテ ィ 名の一覧がアル
フ ァベ ッ ト 順に並べ替えられます 。

ヒ ン ト : 再度 〔 名前 〕 ヘ ッ ダーを ク リ ッ クする と 、 プロパテ ィ 名の一覧がアル
フ ァベ ッ ト とは逆の順番に表示されます 。 プロパテ ィ 一覧のどのコ ラムのヘ ッ
ダーを ク リ ッ ク し ても一覧のエン ト リ を ソー ト できます 。

5. プロパテ ィ 名を入力し 、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から フ ォーマ ッ ト を選択し ます
。 利 用可能なオプシ ョ ンは 、 文字列 、 整数 、 あるいは実数にな り ます 。

6. パッ ケージャが使用された時 、 回路図にプロパテ ィ を配置し たい場合 、 チ ェ ッ
クボッ クスを選択し ます 。

パッ ケージングによ り 、 回路図のシンボルに部品エン ト リからのプロパテ ィ を
割り当てる こ とができます 。 例えば 、 (OK あるいは適用を ク リ ッ ク し て ) シス
テム - コス ト オプシ ョ ンの横にチ ェ ッ ク を し た場合 、 ソ フ ト ウ ェ アはパッ ケー
ジングプロセス時に 、 あるいは 〔 デバイスを配置 〕 コ マン ド を実行し て回路図
フ ァ イルにデバイスを配置する時に 、 選択されたプロパテ ィ を回路図に配置す
る こ とができます 。

7. ダイアログの “ 設計エン ト リ に適用し たオプシ ョ ン ” セクシ ョ ンの中の keyin
欄やオプシ ョ ンを使用し て適切なプロパテ ィ 定義フ ァ イルで 利 用可能な全て
のオプシ ョ ンを設定し ます 。 正規表現オプシ ョ ンを単一の文字から作成する こ
とができます 。 詳細については 、 DxDesigner Reference Manual の 「 プロパテ ィ
定義エデ ィ タ で使用される正規表現 」  とい う テーブルをご覧 く だ さい 。
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8. 以下の 1 つ 、 あるいは全てにチ ェ ッ ク を入れて選択し たプロパテ ィ を添付し ま
す : シンボル ( デフ ォル ト ) 、 ピン 、 ネ ッ ト

9. 設計エン ト リのプロパテ ィ 一覧の選択されたプロパテ ィ を含みます 。 ( デフ ォ
ル ト で選択 ) 

10. “プロパテ ィ 値を表示の際 、 表記設定を無視” チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入
れて表記設定を無視し ます 。 このオプシ ョ ンはプロパテ ィ フ ォーマ ッ ト が整数
あるいは実数に設定されている場合にのみ有効です 。 例えば 、 オプシ ョ ンが選
択されている場合 、 0.01 は 10m と し て表示される こ とが可能です 。 も し チ ェ
ッ クボッ クスが選択されていないと 、 0.01 が表示されます 。  

11. ( オプシ ョ ン ) イ ンポー ト ボタ ンを ク リ ッ ク し 、 〔 フ ァ イルから プロパテ ィ を イ
ンポー ト 〕 ダイアログボ ッ クスを使用し てプロパテ ィ を イ ンポー ト し ます 。

プロパテ ィ は設計エン ト リ 、 あるいは部品データベースから .prp 拡張子のフ ァ
イル名を選択し てイ ンポー ト する こ とができます 。 プロパテ ィ フ ァ イルを選択
する と 、 フ ァ イル内の 利 用可能なプロパテ ィ が表示されます 。  

a. イ ンポー ト するプロパテ ィ を選択し ます 。

b. 適用を ク リ ッ ク し てプロパテ ィ 定義エデ ィ タのプロパテ ィ 一覧内で選択さ
れたプロパテ ィ を表示し 、 〔 フ ァ イルから プロパテ ィ を イ ンポー ト 〕 ダイ
アログボ ッ クスの表示を続けるか 、 OK を ク リ ッ ク し てダイアログボ ッ ク
スを閉じ てプロパテ ィ 定義エデ ィ タに戻り ます 。 プロパテ ィ 一覧を更新せ
ずにプロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイアログボ ッ クスに戻るよ う操作を終了さ
せるにはキャ ンセルを ク リ ッ ク し ます 。

12. 適用を ク リ ッ クする と 、 ダイアログボ ッ クスを消さずにプロパテ ィ 定義エデ ィ
タ での変更を保存する こ とができます 。 OK を ク リ ッ クする と セン ト ラルラ イ
ブ ラ リ に関連する CentLib.prp フ ァ イルにプロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイアログ
ボッ クスでの変更を保存する こ とができます 。 キャ ンセルを ク リ ッ クする と最
後の 〔 適用 〕 以降の変更を保存せずにプロパテ ィ 定義エデ ィ タ ダイアログボ ッ
クスを閉じ る こ とができます 。

機械パーツの取り扱い
この ト ピ ッ クで説明される "Forward To PCB" プロパテ ィ は Expedition ワーク フ ローで
作成された設計のみに使用できます 。

ソケ ッ ト 、 ボル ト 、 ナ ッ ト 等のよ う な機械パーツは電気的には意味がな く 、 PCB ネ
ッ ト リ ス ト に表示されるべき ものではあ り ませんが 、 パーツ リ ス ターの処理中は含め
るために回路図上に配置する こ とができます 。

コ ンポーネン ト がレ イアウ ト ツールにフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン されるかを制御する
には
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1. 回路図上の対象と なるシンボルを右ク リ ッ ク し て 、 プルダウン メ ニューから プ
ロパテ ィ を選択し ます 。

2. 「 プロパテ ィ 」 ウ ィ ン ド ウにて 、 プロパテ ィ 列の "Forward To PCB" 行を探し ま
す 。

3. "Forward To PCB"行にて 、 Figure 4-6 にあるよ う に 「 値 」 列を ク リ ッ ク し ます 。
ド ロ ッ プダウン リ ス ト が表示されます 。 選択されたコ ンポーネン ト に対し 、 プ
ロパテ ィ を次のいずれかに設定できます 。

a. Inherit From Definition - フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを （ 真 、 偽の両方の場
合において ） シンボル定義で定義された設定を使用し て処理させます 。

b. True - シンボル定義の設定を無視し 、 このコ ンポーネン ト を フ ォワー ド ア
ノ テーシ ョ ンする 。

c. False - シンボル定義の設定を無視し 、 このコ ンポーネン ト を フ ォワー ド ア
ノ テーシ ョ ン し ない 。

Figure 4-6. Forward To PCB プロパテ ィ の一例

テス ト ポイ ン ト の取り扱い

テス ト ポイ ン ト とは試験機器の入口を示すパーツです 。 製造過程において考慮される
べき電気的な制約があるのでテス ト ポイ ン ト は PCB ネ ッ ト リ ス ト に表示される必要
があ り ます 。 一方でパーツ リ ス ターのアウ ト プ ッ ト に表示されるのを防ぎたい場合も
あ り ます 。

パーツ リ ス ターのアウ ト プ ッ ト から特定のコ ンポーネン ト が表示されるのを防ぐには

1. 回路図上の 、 対象と なるシンボルを右ク リ ッ ク し てプルダウン メ ニューから プ
ロパテ ィ を選択し ます 。

2. プロパテ ィ のウ ィ ン ド ウで 、 Figure 4-7に示されるよ う にプロパテ ィ 列の一番下
の空白を ク リ ッ ク し ます 。

3. "Part List Exclude" プロパテ ィ を探し て選択し ます 。  (Figure 4-7参照 )選択コ ンポ
ーネン ト のプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウ リ ス ト の一番上にプロパテ ィ が追加されます

Click in this field
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Figure 4-7. パーツ リ ス ト • プロパテ ィ 除外のサンプル

DxDesigner での制約条件の使用
Expedition ワーク フ ロー設計においては CES で制約条件を割当て 、 編集し 、 それら を
DxDesigner から開 く こ とができます 。

DxDesigner で CES を開 く には :

1. ナビゲータ で 、 設計の名前にカーソルを置きます 。

2. 右ク リ ッ ク > 制約条件エデ ィ タ システムを選択し ます 。

詳細については 、 Constraint Editor System (CES) User’s Manual の Tool Access From 
Within the Flow をご覧 く だ さい 。

ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー設計においては 、 既存の制約条件を表示 > 他のウ ィ ン ド ウ
> 制約条件ウ ィ ン ド ウを使って表示と編集ができます 。

コ ンポーネン ト の接続 / 非接続
回路図にコ ンポーネン ト を配置し たら 、 ネ ッ ト とバスを使ってそれら を接続する こ と
ができます 。 コ ンポーネン ト の接続後 、 移動し たい場合があ り ます 。 移動するまえに
コ ンポーネン ト の接続解除を行う こ と をお勧めし ます 。

以下の ト ピ ッ クでは 、 接続を管理する方法について説明し ます :

• 配線モー ド

• 交差する接続の作成

こ こ を ク リ ッ ク し て リ ス ト
を展開し ます

リ ス ト を下のほうへスク ロールし て Part List Exclude を選択し ます
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• ぶら下がり結線の作成

• ネ ッ ト ラベル名から自動的に結線を作成

• コ ンポーネン ト の接続解除

配線モー ド

DxDesigner の全ての接続は配線モー ド を指定し て行います 。 ネ ッ ト やバスの配線は 、
適切な配線経路を示し て く れる配線モー ド で行います 。  

プロジ ェ ク ト の配線モー ド を設定 、 または変更するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 回路図エデ ィ タ  ( セクシ ョ ン ) > ネ ッ ト  ( サブセクシ ョ
ン ) を選択し ます 。

2. 配線モー ド セクシ ョ ンで 、 以下のいずれかのモー ド を選択し ます :

• 直線

直線配線は 2 点間のまっすぐな結線を指定し ます 。 この種の配線では 、 コ
ンポーネン ト や既存の結線に重なった り通過する場合があ り ます 。 直線配
線の偶発的なネ ッ ト の交差は接続の作成を意味し ているわけではないので
ソルダー ド ッ ト は作成されません 。  

• 直角

直角の配線は起点に応じ て水平方向 、 または垂直方向で始ま り ます 。  

o 交点から  — カーソルの動き (左 、 右 、 水平 、 または上 、 下 、 垂直)に沿っ
て水平 、 あるいは垂直方向で開始されます 。  

o ピンから  — ピンの方向に従って 、 自動的に水平方向あるいは垂直方向
で開始されます 。

o ネ ッ ト あるいはバス線分上の点から  — 線分の方向に垂直の方向で開始
されます 。

注意 : 直角配線では 、 結線にコ ンポーネン ト を通過させる こ とはできませ
ん 。

• 回避

回避配線はコ ンポーネン ト を回避する 2 点間の自動接続を指定し ます 。 結
線上の中間の点を指定する こ とによ って 、 よ り結線が明確に指定できるよ
う にな り ます 。  

コ ンポーネン ト と結線の距離が回避距離と な り ます 。 DxDesigner では 、 配
線がコ ンポーネン ト や他の結線に接触する と自動的に結線を回避距離でず
ら し ます 。  
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 ネ ッ ト ―回路図エデ ィ タ―設定ダイアログボ
ッ クス 」

交差する接続の作成

DxDesigner では 、 交差する接続を自動的に作成し 、 ソルダー ド ッ ト で表し ます 。 交差
する 2 つのネ ッ ト は 、 交差する箇所で丸いソルダー ド ッ ト が表示された場合にのみ接
続されます 。 回路図編集時のネ ッ ト とバスの偶発的な交差ではそれらが接続し ている
とい う こ とにはな り ません 。

以下を設定する こ とによ って交差する接続を設定し ます :

セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 詳細 ( セクシ ョ ン ) > ド ッ ト サイズ ( オプシ ョ ン )

ぶら下がり結線の作成

DxDesigner ではピンや他のネ ッ ト に接続し ないネ ッ ト を作図する際 、 自動的にぶら下
がり結線を作成し ます 。 DxDesigner では 、 ぶら下がり結線はネ ッ ト の端の四角い箱
によ り示されます 。

コ ンポーネン ト にぶら下がり ネ ッ ト を接続するには :

• 〔 ネ ッ ト を追加 〕 コ マン ドが有効な間 、 ぶら下がり ネ ッ ト ボ ッ クスを ク リ ッ ク
し ます 。 その後 、 ボ ッ クスを ド ラ ッ グし てコ ンポーネン ト ピンに交差させるま
でぶら下がり ネ ッ ト を引き伸ばし ます 。

コ ンポーネン ト を削除し た際 、 ぶら下がり結線を保存するには :

• <Ctrl>キーを押し たまま編集メ ニューから (あるいはポ ッ プア ッ プ メ ニューから
) 〔 削除 〕 を選択し ます 。

• 編集―特殊削除コ マン ド を DxDesigner メ ニューから使用し ます 。

ネ ッ ト ラベル名から自動的に結線を作成

回路図上で同じ ラベルを もつ 2 つのネ ッ ト は自動的に接続されます 。 つま り 、 同じ ネ
ッ ト になる とい う こ と です 。 これは 、 ネ ッ ト が回路図のほかのページにある場合にも
当てはま り ます 。 他のページにある同じ ラベル名のネ ッ ト と接続するのに 、 特別にオ
フページやオンページ結線は必要あ り ません 。 これはローカルスコープの全てのネ ッ
ト に言えます 。 グローバルスコープのネ ッ ト は 、 同じ名前で任意のシー ト に配置され
ていて 、 他の階層ブロ ッ クにある場合接続する こ とができます 。
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コ ンポーネン ト の接続解除

コ ンポーネン ト が接続された後に移動する場合は 、 まず 、 コ ンポーネン ト を接続し て
いるネ ッ ト やバスから接続解除する こ と をお勧めし ます 。

回路図から コ ンポーネン ト を接続解除するには :

1. コ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し て選択し ます 。

2. 編集 > 接続解除または を ク リ ッ ク し てコ ンポーネン ト の接続解除を行いま
す 。

回路図のポー ト の追加と編集
以下の ト ピ ッ クでは回路図のポー ト の作業について説明し ます :

• ポー ト の生成

• 欠けているポー ト の追加

• ポー ト の置換

ポー ト の生成

DxDesigner では 、 ポー ト をパワーネ ッ ト やグラウン ド ネ ッ ト を含む選択済みのネ ッ ト
に追加し ます 。 これには選択済みのネ ッ ト が一端で接続されている必要があ り ます 。
DxDesigner では 、 ト ッ プダウンの自動ポー ト 挿入を提供し ます 。 ブロ ッ クにネ ッ ト を
描 く こ とによ り 、 ブロ ッ クにピンを作成し ます 。 これら ピンに相当するポー ト はその
後 、 回路図をプ ッ シュ ツールによ り生成されます 。  

ポー ト を生成するには :

1. ブロ ッ ク を ク リ ッ ク し て選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク  > 回路図をプ ッ シュ を選択し ます 。

回路図をプ ッ シュ ツールを使う こ と で以下の結果が得られます :

• ポー ト が低い階層レベルの回路図に追加されます 。

• ブロ ッ クシンボルの場所と相対的スペースが保存されます 。

• デフ ォル ト で 、 ポー ト の方向はネ ッ ト が接続するブロ ッ クのサイ ド によ って決
定されます 。

o 左サイ ド : イ ンプ ッ ト

o 右サイ ド : アウ ト プ ッ ト

o ト ッ プ / ボ ト ム : 双方向
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欠けているポー ト の追加

ブロ ッ ク レベルでポー ト 一覧を更新 、 または追加のシー ト にポー ト を挿入する場合 :

1. ブロ ッ クあるいは 、 シー ト を選択し ます 。

2. 追加 > 欠けているポー ト を選択し てポー ト 一覧を更新し ます 。

ポー ト の置換

ポー ト はシンボルの一種なので 、 ポー ト の置換には 、 シンボルを置換 / 部品ダイアロ
グボッ クスを使用し ます 。 詳細については 、 シンボルやパーツの置換をご覧 く だ さい

ネ ッ ト の作成と編集
ネ ッ ト を使用し て 、 コ ンポーネン ト ピン間 、 または単一のコ ンポーネン ト ピンからネ
ッ ト やバス 、 またはネ ッ ト 間 、 バス間などの結線を作成し ます 。 ネ ッ ト は線とは異な
り ます 。 線は単に図形ですが 、 ネ ッ ト は 、 信号を持ち 、 電気的接続を表し ます 。 ネ ッ
ト は 1 つ 、 あるいは複数のセグ メ ン ト から作成する こ とができます 。 ネ ッ ト に 1 つ以
上のセグ メ ン ト がある場合 、 DxDesigner ではセグ メ ン ト の端点をネ ッ ト 頂点での交
点と し て示し ます 。

ネ ッ ト の作成方法は 、 い く つ結線を作成するかによ り ます 。

• 回路図エデ ィ タ を使用し てのネ ッ ト の作成と編集―小さい設計や 、 少数のピン
カウン ト のコ ンポーネン ト を接続するため

• ピンにネ ッ ト を追加

• ネ ッ ト の結合

• マルチシー ト 設計での接続の構築

• 差動ペアの自動作成

• ネ ッ ト にシ リ アルコ ンポーネン ト を挿入

参照 :
• コ ンポーネン ト にバスを接続する

回路図エデ ィ タ を使用し てのネ ッ ト の作成と編集

必要事項 ：

プロジ ェ ク ト のネ ッ ト に配線モー ド を設定する必要があ り ます 。 配線モー ドの設定の
詳細については 、 89 ページの配線モー ド をご覧 く だ さい 。
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手順

ネ ッ ト の特性のデフ ォル ト 表示を設定または 、 チ ェ ッ クするには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 表示 ( セクシ ョ ン ) > オブジ ェ ク ト  サブセクシ ョ ンを選
択し ます 。

2. オブジ ェ ク ト 列で 、 リ ス ト にあるネ ッ ト タ イプを見つけます 。

3. ネ ッ ト の色 、 フ ィ ルス タ イル 、 ラ イ ンス タ イルについては 、 ボ ッ クスを ク リ ッ
ク し てプルダウン リ ス ト を使用し て値を選択し ます 。

4. 幅の列では回路図のネ ッ ト の表示される幅を制御し ます 。 1 から 10 の間で値
を入力し ます 。

5. OK を ク リ ッ ク し ます 。

結果 : これらの設定はすべてのネ ッ ト でデフ ォル ト 表示の特性にな り ます 。

アク テ ィ ブな回路図にネ ッ ト を追加するには

1. 追加 > ネ ッ ト を選択するか 、  
オブジ ェ ク ト ツールバーから を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ net ” と入力し ます 。

2. ネ ッ ト の起点でマウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。  

注意 : デフ ォル ト で 、 ネ ッ ト はコ ンポーネン ト ピンあるいは既存のネ ッ ト で始
まる必要はあ り ません 。 このデフ ォル ト を変更するには 、 セ ッ ト ア ッ プ > 設定
> 詳細を選択し 、 〔 ネ ッ ト を任意の位置で開始 〕 チ ェ ッ クボ ッ クスをオフにし
ます 。

3. マウスを ド ラ ッ グし てネ ッ ト を作成し ます 。 ネ ッ ト の頂角 ( ネ ッ ト セグ メ ン ト
の交点 ) はネ ッ ト のド ラ ッ グ最中スペースバーを ク リ ッ ク し て指定する こ とが
できます 。 現在の配線モー ドがどのよ う にし て結線が作成されるかを決定し ま
す 。  

4. マウスの左ボタ ンを離し てネ ッ ト の端点を指定し ます 。  

個別のネ ッ ト のデフ ォル ト ネ ッ ト 幅設定をオーバーラ イ ド するには

1. ネ ッ ト を描いたら 、 それが選択されていてプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウが開いている
こ と を確認し て く だ さい 。

2. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 〔 線幅 〕 プロパテ ィ を見つけます 。

3. 〔 値 〕 ボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます 。 プルダウン リ ス ト が表示されます 。

4. プルダウン リ ス ト から希望する線幅の値を 1 から 10 までで選択し 、 表示され
るネ ッ ト 幅をプルダウン リ ス ト から選択し ます 。

ネ ッ ト を削除するには 



DxDesigner User’s Guide, EE2007.394

フ ラ ッ ト 設計の作成と編集
ネ ッ ト の作成と編集

• 削除するネ ッ ト を選択し 、 < 削除 > を押し ます 。

o 削除するネ ッ ト に 1 つ以上の線分がある場合 、 以下のいずれかを実行し ます
。

• <Ctrl> を押し て削除する線分を選択し 、 <Delete> を押し ます 。  

• すべての線分を ド ラ ッ グ - 選択し 、 <Delete> を押し ます 。

• 個々に線分を選択し て削除し ます 。

ネ ッ ト の名前変更をするには

1. ネ ッ ト をダブルク リ ッ ク し ます 。

2. プロパテ ィ エデ ィ タ で 、 新規の名前を入力し ます 。

グローバルネ ッ ト の作成

グローバルネ ッ ト は通常電源ネ ッ ト のためにグローバル接続を構築し ますが 、 グロー
バルク ロ ッ ク信号にも使用する こ とができます 。 グローバルネ ッ ト にはグローバル信
号名のプロパテ ィ があ り ます 。 グローバル信号名プロパテ ィ のある コ ンポーネン ト に
接続し たネ ッ ト は 、 グローバル信号名プロパテ ィ と同じ値のネ ッ ト 名を受け継ぎます
。 グローバルネ ッ ト を作成するには :

1. 追加 > 電源を選択するか 、 追加 > グラウン ド を選択し ます 。

2. グローバルネ ッ ト のシンボルを配置する場所を回路図でク リ ッ ク し ます 。 ( シ
ンボルを複数配置するには複数回ク リ ッ ク し ます 。 )

3. 右ク リ ッ ク を し てカーソルをポイ ン タに戻し ます 。

4. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで 、 グローバル信号名の右にあるセルを ク リ ッ ク し てグ
ローバル信号名の値を入力し ます 。 デフ ォル ト で 、 電源シンボル値は VCC に
な り 、 グラウン ド シンボルは GND にな り ます 。

ネ ッ ト のエイ リ アス化

ネ ッ ト の名前指定は Name プロパテ ィ を使用し て行います 。 DxDesigner では 、 異なる
シー ト 上にあっても 、 同じ名前を持つネ ッ ト 同士は接続されます 。 つま り 、 同じ名前
を持つネ ッ ト はすべて 、 同じ ネ ッ ト とい う こ とにな り ます 。 ただ し 、 元のネ ッ ト 名を
保持しつつ 、 2 つの異なるネ ッ ト を接続し たい場合もあ り ます 。 これをネ ッ ト のエイ
リ アス化といいます 。  

以下はネ ッ ト のエイ リ アス化の例です 。

Note
以下の3つの例すべてでネ ッ ト のエイ リ アス化を行えますが 、 最初の例のみ推奨
し ています 。
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• ネ ッ ト のエイ リ アス化が行える DxDesigner 以外のツールで作成し たプロジ ェ ク
ト を DxDesigner にマイグレー ト し た場合 。 DxDesigner のネ ッ ト エイ リ アスに
よ り 、 他ツールの 動作を複製できます 。  

• バス名A[0:7]があ り 、 ビ ッ ト 7からネ ッ ト を派生し 、 いずれのネ ッ ト 名も変更せ
ずにネ ッ ト C に接続し たい場合 。  ネ ッ ト A7 と ネ ッ ト C をエイ リ アス化し ま
す 。

• 互いに名前を保持し たまま 2 つの電源ネ ッ ト を接続し たい場合 。

2 つのネ ッ ト をエイ リ アス化するには ：

必須事項 ： 各ネ ッ ト の Name プロパテ ィ の値が指定済である こ とが必要です 。
詳細は プロパテ ィ の追加と編集をご覧 く だ さい 。

1. エイ リ アス化を行う ネ ッ ト の片方をダブルク リ ッ ク し ます 。 ネ ッ ト のプロパテ
ィ ダイアログボ ッ クスが表示されます 。

2. エイ リ アス化する両方のネ ッ ト が含まれるよ う に 、 以下の構文を使って Name
プロパテ ィ の値を変更し ます 。

firstnetname|secondnetname

デリ ミ タは垂直バー ( パイプ文字 ) です 。

結果 ：  

• ナビゲータ では 、 2つのネ ッ ト がfirsthetname,secondnetname とい う名前の1つ
のネ ッ ト に置き換わり ます 。

• 回路図上では 、 選択されたネ ッ ト には新たな名前 firstnetname|secondnetname
が表示され 、 選択されていない方のネ ッ ト には元の名前が表示されます 。

ネ ッ ト の結合

DxDesigner ではネ ッ ト の結合をサポー ト し ています 。 事前に名前がついている 2 つの
ネ ッ ト を接続する必要がある場合があ り ます 。  ネ ッ ト シ ョ ー ト ダイアログボ ッ クスは
2 つのネ ッ ト がシ ョ ー ト されたこ と を知らせ 、 以下の図にあるよ う に結合し たネ ッ ト
にどち らの名前を使用するかの選択肢を与えます 。
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Figure 4-8. ネ ッ ト シ ョ ー ト ダイアログの例

マルチシー ト 設計での接続の構築

フ ラ ッ ト 設計の場合 、 特殊なオンシー ト / オフシー ト ピン コ ンポーネン ト を使用し て
ネ ッ ト が複数のシー ト 間を移動する こ と を示し ます 。

前提条件

オンシー ト / オフシー ト ピンを既に設定し ている必要があ り ます 。 (58 ページの特殊
コ ンポーネン ト の設定をご覧 く だ さい 。 )

オンシー ト / オフシー ト ピンの追加

オンシー ト / オフシー ト ピンを追加する と 、 回路図にピンを接続ネ ッ ト と追加するか
、 既存のネ ッ ト に追加し ます 。

回路図に手動で ピンを追加するには :

1. 追加 > オンシー ト を選択 ( も し く は を ク リ ッ ク ) あるいは追加 > オフシー ト
を選択 ( も し く は を ク リ ッ ク ) し ます 。 Basic:con_offsheet.1 、
Basic:new_offsheet.1 等のよ う な特定のタ イプの使用できるすべての選択肢のリ
ス ト が表示されます 。

2. リ ス ト から配置し たいピンを選択し ます 。
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3. DxDesigner では自動的にピンがカーソルに追従し ます 。 それを ド ラ ッ グし てコ
ンポーネン ト 、 あるいはネ ッ ト に ド ロ ッ プ し ます 。

ヒ ン ト : セ ッ ト ア ッ プ時にピン タ イプに 1 種類のシンボルしか指定し なかった
場合 、 ピンは右ク リ ッ ク し たネ ッ ト に自動的に付けられ 、 コ ンポーネン ト とネ
ッ ト のド ラ ッ グモー ド に入り ます 。 1 つ以上のシンボルを指定し た場合 、 ダイ
アログボ ッ クスが開きます 。 ダイアログボ ッ クスでは 、 添付するピンシンボル
を選択し ます 。 既に使用されたピンはイ タ リ ッ クで示されています 。

既存のネ ッ ト にピンを自動的に追加するには :

以下の手順に従ってピンを 1 つの未接続ポイ ン ト のある既存のネ ッ ト に添付し ます 。

1. ピンを接続するネ ッ ト を選択し ます 。  

2. 追加 > オンシー ト あるいは追加 > オフシー ト を選択し ます 。 DxDesigner では
自動的にピンを選択し たネ ッ ト に付けます 。

ヒ ン ト : セ ッ ト ア ッ プ時にピン タ イプに 1 つのシンボルしか指定し なかった場合 、 ピ
ンは右ク リ ッ ク を し たネ ッ ト に自動的に接続されます 。 1 つい上のシンボルを指定し
た場合 、 ダイアログボ ッ クスが開きます 。 ダイアログボ ッ クスでは 、 添付するピンシ
ンボルを選択し ます 。

差動ペアの自動作成

作動ペアを自動的に動的に作成するには :

1. ネ ッ ト あるいはバスを ク リ ッ ク し てそれらのプロパテ ィ を表示し ます 。 ( 以下
の図をご覧 く だ さい )

2. 差動ペアプロパテ ィ の右のセルで 、 2 つめのペア要素を ド ロ ッ プダウン リ ス ト
から選択するか 、 手動で入力し ます 。  
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ヒ ン ト : ド ロ ッ プダウン リ ス ト にある名前が長すぎる場合 、 値列を広げて く だ
さい 。

Note
他のネ ッ ト の差動ペアプロパテ ィ は自動的に更新されます 。 情報を 2 度入力す
る必要はあ り ません 。

CES の差動ペアを表示するには :

1. ツール > 制約条件エデ ィ タ システムを選択し て制約条件エデ ィ タ システム
(CES) を開きます 。

2. CES ナビゲータウ ィ ン ド ウで 、 プ ラス記号 (+) を ク リ ッ ク し て制約条件ク ラス
を開き 、 次にまたプ ラス記号 (+) を ク リ ッ ク し て 〔 全て 〕 を開きます 。
( 以下の図をご覧 く だ さい )

1.

2.

ヒ
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3. 差動ペアをダブルク リ ッ ク し 、 スク ロールダウン し て作成し た差動ペアを表示
し ます 。 ( 一覧はアルフ ァベ ッ ト 順に並んでいます )

ネ ッ ト にシ リ アルコ ンポーネン ト を挿入

既存の命名されたネ ッ ト でコ ンポーネン ト を順に挿入する と 、 〔 ネ ッ ト を分割 〕 ダイ
アログボッ クスが表示されます 。 このダイアログボ ッ クスでは 、 分割されたネ ッ ト の
片方の名前を保存するか 、 捨て去るかを選択する こ とができます 。 Figure 4-9 で 、 〔
ネ ッ ト を分割 〕 ダイアログの使用の例を示し ます 。
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Figure 4-9. ネ ッ ト を分割ダイアログの例

「 すべての線分にデフ ォル ト の名前を指定 」 オプシ ョ ンを選択する と 、 選択されたネ
ッ ト 線分の既存のネ ッ ト 名が破棄されます 。 後にプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウを使用し てネ
ッ ト 名を指定する こ とができます 。

コ ンポーネン ト にバスを接続する
バスはネ ッ ト の集合体で 、 1 つのグループ と し て機能し ます 。 バスは 、 コ ンポーネン
ト バスピン間や単一のコ ンポーネン ト バスピンからなど 、 回路図の任意の場所で作成
する こ とができます 。 ラベルを使用し てバス名や範囲 ( 幅 ) を指定し ます 。 バスがコ
ンポーネン ト のバスピンに接続する と 、 バスの信号は位置によ ってピンの信号にマ ッ
ピングされます 。 同じ ラベルである必要はあ り ません 。

以下の ト ピ ッ クで 、 コ ンポーネン ト にバスを接続する方法について説明し ます ：

• バスの追加

• ネ ッ ト の派生

1. ネ ッ ト にシ リ アルコ ンポ
ーネン ト を挿入

ネ ッ ト を分割ダイアログ
が片方の分割されたネ ッ
ト が選択された状態で表
示されます 。 この場合 、
左のネ ッ ト 線分が選択さ
れます 。

2. 現在の “FILTER_OUT” ネ
ッ ト 名は保存する こ と を
お勧めし ます 。 よ って こ
のオプシ ョ ンはチ ェ ッ ク
し ます 。

しかし これはネ ッ ト セグ
メ ン ト の右側のみに適用
されるべきで 、 左側に適
用されるべきではあ り ま
せん 。

3. 他のネ ッ ト ボタ ンを ク リ
ッ ク し てネ ッ ト 線分の右
側を選択し ます 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。
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バスの追加

バスを追加するには :

追加 > バスを選択するか 、 ボタ ンを ク リ ッ ク し て バスを選択し ます 。

1. バスの開始点と し て指定する回路図の箇所にカーソルを置きます 。

2. マウスの左ボタ ンを押し たままマウスを動かし てバスを作図し ます 。 バスに複
数の延長を追加するには 、 バスを ク リ ッ ク し てマウスのボタ ンを押し たままバ
スからマウスを離し ます 。 バスの方向を変更するには 、 ド ラ ッ グし ている最中
にスペースを押し てバスを描きます 。

3. プロパテ ィ ウ ィ ン ド ウが開いていない場合 、 バスをダブルク リ ッ ク し てプロパ
テ ィ ウ ィ ン ド ウを開きます 。

4. 下の図に示されているよ う に名前プロパテ ィ の右にあるセルを ク リ ッ ク し ます

5. バスの名前を入力するか 、 既にプロジ ェ ク ト に存在するバスコ ンテンツかバス
のド ロ ッ プダウン リ ス ト の一覧からバスの名前を選択し ます 。 バスの名前には
、 バスの幅を コ ロンで区切った 2 つの数字を角括弧で閉じ たものを含む必要が
あ り ます 。 例えば 、 L1_CADOUT_N[15:0] です 。

Note
サポー ト されているバスの構文は角括弧を呼び出し ますが 、 () や {} を使っても
構いません 。 () や {} は自動的に角括弧に変換されます 。

ネ ッ ト の派生

DxDesigner ではこの ト ピ ッ クにて説明される 2 つのネ ッ ト の派生方法があ り ます :

• 手動でネ ッ ト を派生 

• 「 ネ ッ ト を派生 」 コ マン ド でネ ッ ト を派生する 
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両方と も リ ッパーと ネ ッ ト 名を自動的に追加し ます 。 どの方法を使ってバスからネ ッ
ト を派生させるかにかかわらず 、 DxDesigner ではセ ッ ト ア ッ プ＞設定＞ネ ッ ト 名デ
リ ミ タにて設定された命名方式を使用し て派生し た個別のネ ッ ト が命名されます 。

この方法によ って名前を区切る こ とによ り 、 例えば ( バス A のビ ッ ト 10 である ) 信
号 A10 と ( バス A1 のビ ッ ト 0 である ) 信号 A10 の区別がつかないとい う事態を避け
る こ とができます 。

例えば A[0:1] と A1[0:1] とい う 2 つのバスがある と し ます 。 次の表は派生されるネ ッ
ト がネ ッ ト 名デリ ミ タ で指定された設定に従い 、 どのよ う に命名されるかを示し てい
ます 。

Note
ネ ッ ト 名デリ ミ タ を割当てる場合は十分お気をつけ く だ さい 。 マイグレー ト さ
れたプロジ ェ ク ト から異なるデリ ミ タ設定を持つほかのプロジ ェ ク ト へ回路図
を コ ピーする場合 、 一部のネ ッ ト の接続が遮断される可能性もあ り 、 その他 、
予想外の接続を生じ させる可能性があ り ます 。

例えば 、 派生されたネ ッ ト にデリ ミ タがつかないプロジ ェ ク ト があ り 、 そのプ
ロジ ェ ク ト にバス A[7:0] とい うのが含まれている と し ます 。 この場合 、 バスの
構成信号は A7...A0 とい う具合に命名されます 。 次にこのプロジ ェ ク ト から回路
図シー ト を 、 派生ネ ッ ト にデリ ミ タが設定された他のプロジ ェ ク ト にコ ピーし
た場合 、 構成信号が自動的に各括弧つきで再命名される こ とはあ り ません 。 つ
ま り 、 それらの名前は A7...A0 のままで残されます 。

この ト ピ ッ クで更に説明されているのが次の項目です 。

• リ ッパーのシンボル

• ネ ッ ト のスペーシングの変更

• ネ ッ ト 方向の調整

Table 4-2. 派生ネ ッ ト 命名法

デリ ミ タ A[0:3] A1[0:3]

な し A0
A1

A10
A11

[] A[0]
A[1]

A1[0]
A1[1]

() A(0)
A(1)

A1(0)
A1(1)
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リ ッパーのシンボル

Figure 4-10 に示されているよ う にバスからネ ッ ト を派生させる場合 、 リ ッパーの外観
はバスから派生されるネ ッ ト の数と それらの 指名法によ り ます 。

Figure 4-10. リ ッパーのシンボルのサンプル

手動でネ ッ ト を派生

ネ ッ ト を手動で派生するには :

1. 編集 > ネ ッ ト に名前を付ける ... を選択し てネ ッ ト に名前を付けるダイアログ
ボッ クスを開きます 。

2. バスの名前を入力し ます ( 例えば 、 ADDRESS; バス名の幅部分の入力はし ない
で く だ さい ( 例えば 、  [0:63]).

3. ビ ッ ト エン ト リ ボ ッ クスに開始ビ ッ ト を入力し て く だ さい 。

4. 派生の順序を選択し て く だ さい ( 昇順 、 あるいは降順 ) 。

5. デルタ エン ト リ ボ ッ クスにイ ン ク リ メ ン ト を入力し て く だ さい 。

6. 閉じ るを選択し ます 。

派生されたネ ッ ト が同数の構成信号を持つバスに接続されて
いる場合 、 リ ッパーには線が通ったものが表示されます 。

派生されたネ ッ ト が数の異なる構成信号のバスに接続されて
いる場合 、 リ ッパーは線がないものが表示されます 。

派生されたネ ッ ト が 、 構成信号の順序が反転されたバスに接
続されている場合 、 リ ッパーに "X" が付いて表示されます 。
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7. 追加 > ネ ッ ト を選択するか 、 ボタ ンを ク リ ッ ク し てネ ッ ト ツールを有効に
し ます 。

8. ネ ッ ト を派生するバスの開始点にカーソルを合わせます 。

9. バスを ク リ ッ ク し て 、 マウスの左ボタ ンを押し たままカーソルを動かし てバス
をネ ッ ト から派生し ます 。 ネ ッ ト 名は 「 バス要素命名 」 ダイアログボ ッ クスの
設定に対応し ます 。

10. ステ ッ プ 8 を繰り返し て必要なだけネ ッ ト を派生し て く だ さい 。  

ネ ッ ト 命名ツールでは 、 2 通りのモー ド でネ ッ ト に名前をつけます :

• オブジ ェ ク ト / アクシ ョ ンモー ド - ネ ッ ト を選択し 、 コ マン ド を適用し ます 。

• アクシ ョ ン /オブジ ェ ク ト モー ド  - コ マン ド をセ ッ ト ア ッ プ し て 、 ネ ッ ト を派生
する際適用し ます 。

「 ネ ッ ト を派生 」 コマン ド でネ ッ ト を派生する

ネ ッ ト を自動的に派生するには :

1. バスを選択し てク リ ッ ク し ます 。

2. バスを選択し たまま 、 最初のネ ッ ト を派生する箇所のバスを右ク リ ッ ク し ます
。 ネ ッ ト を派生し てシンボルに接続する場合 、 シンボルの最初のピンのバスを
右ク リ ッ クするよ う にし ます 。

3. ポッ プア ッ プ メ ニューからネ ッ ト を派生を選択し ます 。

4. 「 ネ ッ ト を派生 」 ダイアログボ ッ クスで 、 どのネ ッ ト を派生するのかを選択し
ます 。 デフ ォル ト で 、 バスの全てのネ ッ ト が選択されます 。 <Shift> キーを使
用し て連続ネ ッ ト を選択し ます 。 <Ctrl> キーを使用し て非連続ネ ッ ト を選択し
ます 。

5. OK を ク リ ッ ク し ます 。 ネ ッ ト は 、 それらの未接続の端がカーソルに付いてバ
スから派生されます 。

6. 派生し たネ ッ ト を接続点まで移動させ 、 左ク リ ッ クによ ってカーソルから離し
ます 。

ネ ッ ト のスペーシングの変更

「 ネ ッ ト を派生 」 コ マン ド で作成されたネ ッ ト のデフ ォル ト スペーシングはグ リ ッ ド
ポイ ン ト 2 つ分です 。 スペーシングはボ ッ クスのサイズ変更機能を使用し て動的に変
更する こ とができます 。

スペーシングを変更するには 、 以下を実行し ます :
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1. DxDesigner ウ ィ ン ド ウの上部のツール ト レ イの選択アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます
。 選択アイ コ ンは標準カーソルポイ ン タ矢印に似ています 。

2. ボッ クスツールのサイズ変更は 、 編集 > ボ ッ クスのサイズ変更を ク リ ッ ク し て
有効にし ます 。 この動作によ って 、 選択し たネ ッ ト の周りのボ ッ クスにハン ド
ルが表示されます 。

3. ハン ドルの 1 つを ク リ ッ ク と ド ラ ッ グし てスペーシングを変更し ます 。

4. 回路図ウ ィ ン ド ウのほかの箇所を ク リ ッ ク し てネ ッ ト の選択解除を行います 。

ボッ クスのサイズ変更機能はそのまま有効と な り ます 。 以降選択するネ ッ ト はボ ッ ク
スのサイズ変更をオフにし ない限り 、 サイズ変更ハン ドルを持つこ とにな り ます 。  サ
イズ変更ボッ クスをオフにするには 、 編集 > ボ ッ クスのサイズ変更を選択するか 、
<ESC> を押すか 、 アイ コ ンを選択し ます 。

Note
サイズ変更ボ ッ クスは回路図中のコ ンポーネン ト 間や他のオブジ ェ ク ト 間の距
離を調整するのにも使用されます 。 た く さん並んだコ ンポーネン ト のスペーシ
ングをするのにこれはと ても便 利 にな り ます 。

ネ ッ ト 方向の調整

デフ ォル ト で 、 「 ネ ッ ト を派生 」 コ マン ド によ って作成されるネ ッ ト 位置は :

• 垂直のバスの右

• 水平のバスの下

垂直のバスのネ ッ ト 方向を変更するには :

1. ツール ト レ イの選択 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます 。

2. 位置調整を行う ネ ッ ト の周りのボ ッ クス と各リ ッパーを ク リ ッ ク し 、 ド ラ ッ グ
し ます 。

3. フ ォーマ ッ ト  > ミ ラー を選択するか 、 アイ コ ンを ク リ ッ ク し て ミ ラーツー
ルを選択し ます 。

水平方向のバスのネ ッ ト の方向を変更するには :

1. ツール ト レ イの選択 アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます 。

2. 位置調整を行う ネ ッ ト の周りのボ ッ クス と各リ ッパーを ク リ ッ ク し 、 ド ラ ッ グ
し ます 。

3. フ ォーマ ッ ト  > 反転を選択するか 、 アイ コ ンを ク リ ッ ク し て反転ツールを
選択し ます 。  
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Note
リ ッパーの位置の調整には反転 、 ミ ラーツールを使用する こ と も便 利 です 。 反
転ツールは垂直バスのリ ッパーの方向を変更し 、 ミ ラーツールは水平バスのリ
ッパーの方向を変更し ます 。

回路図エデ ィ タの作業
回路図エデ ィ タ で実行できる タ スクは以下の通り です :

回路図シー ト の追加と削除

シー ト の追加と削除には以下のこ と を実行し ます :

設計のう し ろにシー ト を追加するには :

• 設計の最後のページで 、 Page Down を押し ます 。

DxDesigner は回路図に新規のシー ト を追加し ます 。

シー ト  を削除するには :

1. ProjectNavigator を開き 、 削除するシー ト を表示し ます 。

2. 右ク リ ッ ク し て > 削除を選択し ます 。

回路図シー ト のコ ピー

1 つのプロジ ェ ク ト から他のプロジ ェ ク ト へシー ト を コ ピーするには :

1. ソースプロジ ェ ク ト を開きます 。

2. ナビゲータウ ィ ン ド ウで 、 コ ピーするシー ト を選択し ます 。

3. 選択されたシー ト で 、 右ク リ ッ ク  > シー ト を コ ピーを選択し ます 。

• 回路図シー ト の追加と削除

• 回路図シー ト のコ ピー

• 回路図にテキス ト を追加

• 回路図にグラ フ ィ クスを追加する

• オブジ ェ ク ト の選択と非選択

• どのオブジ ェ ク ト を選択する
かのフ ィ ルタ リ ング

• オブジ ェ ク ト の移動と コ ピー

• シンボルやパーツの置換

• テキス ト の検索と置換

• 名前と プロパテ ィ の表示

• ス ト ローク を使用し て コマン
ド を実行
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4. デステ ィ ネーシ ョ ンプロジ ェ ク ト を開きます 。 ( 同じ プロジ ェ ク ト でシー ト を
コ ピー 、 貼り付けをする場合はこのステ ッ プはスキ ッ プ し ても構いません 。 )

5. シー ト を追加する回路図のノ ー ド で右ク リ ッ ク  > 編集 > 貼り付け シー ト を選
択し ます 。

コ ピーされたシー ト のネ ッ ト がデステ ィ ネーシ ョ ンプロジ ェ ク ト に既に存在する場合
、 コ ピーされたシー ト のネ ッ ト のプロパテ ィ がデステ ィ ネーシ ョ ンプロジ ェ ク ト のネ
ッ ト の値に優先されます 。

シー ト のオブジ ェ ク ト に適用できる全ての制約条件もまたコ ピーされ 、 デステ ィ ネー
シ ョ ンプロジ ェ ク ト の制約条件に優先されます 。

回路図にテキス ト を追加

コ ンポーネン ト あるいは回路図にテキス ト 文字列を追加する こ とができます 。 テキス
ト は他の図形オブジ ェ ク ト や接続性データ とは関連があ り ません 。  

 シンボルあるいは回路図にテキス ト を追加するには :

1. 追加 > テキス ト を選択するか 、  
“ T ”  ホ ッ ト キーを使用するか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ text ”  を入力し てコ マン ド を実行し ます 。

2. マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し てそのまま押し続け 、 テキス ト ロケータ を作成
し ます 。  

3. マウスを ド ラ ッ グし テキス ト ロケータ を希望する場所へ移動し ます 。  

4. テキス ト ロケータ を配置し たら 、 マウスの左ボタ ンを離し ます 。  

5. テキス ト プロパテ ィ ダイアログボ ッ クスに入力し ます 。  

• テキス ト フ ァ イルから テキス ト を読み込むには 「 フ ァ イルから読み込む 」
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し 、 イ ンポー ト する フ ァ イルを参照し ます 。 テキ
ス ト が回路図に追加されます 。 これは 、 設計に ノ ー ト やほかのテキス ト 文
書を直接追加するのに便 利 な方法です 。

回路図にグラ フ ィ クスを追加する

オブジ ェ ク ト ツールバーボタ ンやメ ニューを追加コ マン ド を使用し てシンボルや回路
図にグラ フ ィ カルオブジ ェ ク ト を追加する こ とができます 。

円弧を追加するには :

1. 追加 > 円弧を選択するか 、  
オブジ ェ ク ト ツールバーで 、 を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ arc ”  と入力し ます 。
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2. 左のマウスボタ ンを押し続け 、 円弧の最初の端点を指定し ます 。  

3. マウスを ド ラ ッ グし て円弧のほかの端点を指定し ます 。  

4. マウスの右ボタ ンを ク リ ッ クするか 、 スペースバーを押し て 2 つめの端点を指
定し ます 。  

5. そのままマウスの左ボタ ンを押し続けて円弧の中間点を指定し ます 。  

6. 円弧を描き終えたらマウスの左ボタ ンを離し ます 。  

注記 : 円弧の配置をキャ ンセルするには 、 円弧の 2 つ目の端点を指定する前に
Esc を押すか 、 マウスの左ボタ ンを離し ます 。  

ボッ クスを追加するには :

1. 追加 > ボッ クスを選択するか 、  
オブジ ェ ク ト ツールバーで 、 を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ box ”  と入力し ます 。

2. マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し てそのまま押し続け 、 ボ ッ クスのコーナーを指
定し ます 。  

3. マウスを ド ラ ッ グし てボ ッ クスを定義し ます 。  

4. 希望するボ ッ クスが見つかったらマウスの左ボタ ンを離し ます 。  

円を追加するには :

1. 追加 > 円を選択するか 、  
オブジ ェ ク ト ツールバーで 、 を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ circle ”  と入力し ます 。

2. マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し てそのまま押し続け 、 円の中心を指定し ます 。  

3. マウスを ド ラ ッ グし て円の半径を定義し ます 。  

4. 希望する円が見つかったらマウスの左ボタ ンを離し ます 。  

ヒ ン ト : すべての閉じ た描画オブジ ェ ク ト には色 、 線のス タ イル 、 フ ィ ルス タ
イルを指定する こ とができます 。 まずオブジ ェ ク ト を選択し 、 右ク リ ッ ク > プ
ロパテ ィ を選択し てこれらの値を設定し ます 。

線を追加するには :

1. 追加 > 線を選択するか 、  
オブジ ェ ク ト ツールバーで 、 を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ line ”  と入力し ます 。

2. マウスの左ボタ ンを押し続け 、 線の端を指定し ます 。
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3. マウスを ド ラ ッ グし てラ イ ンを定義し ます 。

4. マウスの右ボタ ンを ク リ ッ ク ( またはスペースバーを押し て ) ポリ ラ イ ンを作
成し ます 。

5. 希望する ラ イ ンが見つかったらマウスの左ボタ ンを離し ます 。

オブジ ェ ク ト の選択と非選択

オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ の編集 、 移動 、 そ し てズームを行う にはまずオブジ ェ ク ト
を選択し ます 。 オブジ ェ ク ト を操作の対象から外すにはオブジ ェ ク ト を非選択にし ま
す 。

選択規則

• オブジ ェ ク ト を選択する と 、 オブジ ェ ク ト の外形がハイ ラ イ ト されます 。

• ネ ッ ト 、 バス 、 ピン 、 またはコ ンポーネン ト を選択する と 、 全ての関連する名
前 、 プロパテ ィ も また選択されます 。

• 選択されたオブジ ェ ク ト に回路図で表示される名前やプロパテ ィ がある場合 、  
テキス ト 所有イ ンジケータ ラ イ ンが可視的にテキス ト をオブジ ェ ク ト の中央に
つなげます 。 :

テキス ト 所有イ ン
ジケータの線がテ
キス ト が移動する
と移動し 、 所有者
を示し ます 。
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必須事項 :
• オブジ ェ ク ト を選択する前に 、 選択モー ド である必要があ り ます 。 選択モー ド

に入るには 、 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 選択モー ド にいる と きは 、 選択ボ
タ ンが押されている状態にな り ます 。

特定の種類のオブジ ェ ク ト を選択するには 、 選択フ ィ ルタがその種類を含む必要があ
り ます 。 どのオブジ ェ ク ト を選択するかのフ ィ ルタ リ ングをご覧 く だ さい 。

オブジ ェ ク ト の選択

以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• 選択するオブジ ェ ク ト にカーソルをおき 、 マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し ます
。 すべての事前に選択されたオブジ ェ ク ト は選択解除されます 。  

• マウスの左ボタ ンを押し 、 カーソルを ド ラ ッ グし て選択領域を指定し ます 。
DxDesigner では 、 選択ボッ クスに完全に入っているオブジ ェ ク ト のみを選択し
ます 。  

複数のオブジ ェ ク ト を選択するには :

1. 最初のオブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て選択し ます 。

2. 追加のオブジ ェ ク ト を選択するには 、 左マウスボタ ンを ク リ ッ ク し たまま
<Ctrl> キーを押し ます 。  

3. オブジ ェ ク ト のグループを選択するには 、 <Ctrl> キーを押し たまま選択するオ
ブジ ェ ク ト のグループにマウスを ド ラ ッ グし ます 。  

ネ ッ ト あるいはバスを選択するには :

1. ネ ッ ト あるいはバスの線分にカーソルを置き 、 マウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し
ます 。

2. カーソルを選択された線分に置いた状態で 、 <Ctrl> を押し て 、 マウスの左ボタ
ンを再度ク リ ッ ク し ます 。

DxDesigner 回路図エデ ィ タはソルダージ ョ イ ン ト までネ ッ ト やバス全体を選択し ます
。

コ ンポーネン ト を選択するには :

以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• 個々のコ ンポーネン ト を ク リ ッ ク し て選択し ます 。

• コ マン ド ラ イ ンから選択し ます :

コ マン ド ラ イ ン欄に “ scomp component_name ” と入力し 、 コ マン ド を実行し
ます 。 コ マン ド ラ イ ンに component_name を入力し ない場合 、  「 コ ンポーネン
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ト を選択 」 ダイアログボ ッ クスが表示され 、 コ ンポーネン ト 名を入力できるよ
う にし ています 。 コ ンポーネン ト 名欄にコ ンポーネン ト 名を入力し ます 。

同じ名前の複数のコ ンポーネン ト を選択するには :

1. 編集 > 選択を選択し ます 。

2. 選択ダイアログボ ッ クスの選択一覧で 、 コ ンポーネン ト を選択し ます 。  

3. 式の欄で 、 選択する コ ンポーネン ト の名前を入力し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。

選択コ マン ドは指定し たシンボル名で 、 回路図にある全てのコ ンポーネン ト を選択し
ます 。

ネ ッ ト と ネ ッ ト 線分を選択するには 、 以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• 回路図エデ ィ タ でネ ッ ト 線分を ク リ ッ ク し て選択し ます 。

• 回路図エデ ィ タ でネ ッ ト 線分を <Ctrl> + ダブルク リ ッ ク し てネ ッ ト 全体を選択
し ます 。

• プロジ ェ ク ト ナビゲータ コ ンテンツウ ィ ン ド ウで 、 選択するネ ッ ト を表す線を
選択し ます 。 回路図でも また選択されています 。

コ マン ド ラ イ ンを使ってオブジ ェ ク ト を選択するには 、 以下のいずれかを実行し て く
だ さい 。

• ラベルの選択 : 

a. コ マン ド ラ イ ン欄に “ slabel label_name ” と入力し てコ マン ド を実行し ます
。  

b. label_name を指定し ないと 、 「 ラベルを選択 」 ダイアログボ ッ クスが表示
されます 。 「 ラベルを選択 」 ダイアログボ ッ クスで 、 選択する ラベルの名
前を入力し 、 これが全てのラベルに適用されるかを指定し て OK を ク リ ッ
ク し ます 。

• ラベルと関連するオブジ ェ ク ト を選択し ます : 

a. コ マン ド ラ イ ン欄に “ sname selected_name ” と入力し 、 コマン ド を実行し
ます 。  

b. selected_name を指定し ないと 、 「 名前を選択 」 ダイアログボッ クスが表示
されます 。 「 名前を選択 」 ダイアログボ ッ クスで 、 内部の名前または目的
のオブジ ェ ク ト のラベルを入力し て OK を ク リ ッ ク し ます 。

• 指定し たプロパテ ィ 値に関連するオブジ ェ ク ト を選択し ます 。  

コ マン ド ラ イ ンに “ svalue property_value と入力し 、 コ マン ド を実行し ます 。
property_value を指定し ないと 、 「 値を選択 」 ダイアログボ ッ クスが表示され
ます 。 property_value を入力し 、 選択基準に合致する全てのプロパテ ィ に適用
するか選択し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。
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• 文字列を選択し ます

a. コ マン ド ラ イ ンに “ stext ” と入力し 、 コマン ド を実行し ます 。 テキス ト 文
字列指定時には 、 ワイルド カー ド文字を使用する こ と もできます 。

b. 「 テキス ト を選択 」 ダイアログボ ッ クスで 、 選択するテキス ト を入力し 、
そのテキス ト に一致するすべての文字列にこの選択を適用するかど うか指
定し 、 OK を ク リ ッ ク し ます 。

オブジ ェ ク ト の選択解除

選択済みのオブジ ェ ク ト は選択解除 、 削除 、 あるいは他のものを選択し ない限り選択
されたまま と な り ます 。  

 全ての選択されたオブジ ェ ク ト を選択解除するには :

• 回路図の何もない箇所にカーソルを置きます 。 次に左ク リ ッ ク を し ます 。  

単一のオブジ ェ ク ト を選択解除するには :

• 選択解除するオブジ ェ ク ト を <Shift> + 左ク リ ッ ク し ます 。

注記 : 数本の線分が選択されたネ ッ ト では 、 以下の規則が適用されます :

• 選択された線分を <Shift> + 左ク リ ッ クする と その線分のみが選択解除され
ます 。  

• 選択解除されたセグ メ ン ト を <Shift> + 左ク リ ッ クする と 、 ネ ッ ト 全体 、 ま
たはバス全体が選択解除されます 。  

オブジ ェ ク ト のグループを選択解除するには :

1. <Shift> キーを押し ます 。  

2. 選択解除するグループ 、 あるいは領域を囲むよ う にマウスの左ボタ ンを ク リ ッ
ク と ド ラ ッ グし てボ ッ クスを描きます 。  

3. 左マウスボタ ンを離し ます 。  

DxDesigner はボ ッ クスの中に完全に収まっている全ての選択されたオブジ ェ ク ト を非
選択状態にし ます 。 オブジ ェ ク ト の一部がボ ッ クスの外にある場合 、 そのオブジ ェ ク
ト は非選択状態とはな り ません 。  

どのオブジ ェ ク ト を選択するかのフ ィ ルタ リ ング

あるオブジ ェ ク ト は選択し たいが 、 他のオブジ ェ ク ト は選択し た く ないとい う場合が
あ り ます 。 例えば 、 ネ ッ ト は選択し たいが 、 ネ ッ ト ラベルは選択し な く ない 、 とい う
場合です 。 これは 、 密度が高い設計では難しい操作にな り ます 。 どのオブジ ェ ク ト を
選択するかを フ ィ ルタ リ ングする場合は 、 選択フ ィ ルタ を使用し ます 。  
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特定のオブジ ェ ク ト タ イプを選択するには :

1. 回路図の何もない箇所で右ク リ ッ ク し て選択フ ィ ルタあるいは 、  
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。  

以下の選択肢が表示されます :

2. 全てを選択するか 、 全てを選択解除し てから リ ス ト の上部にあるオブジ ェ ク ト
の任意の組み合わせを選択し ます 。

Caution
回路図を閉じ る前に選択フ ィ ルタ を 「 全て 」 に リ セ ッ ト し てお く 必要があ り ま
す 。 そ う し ない場合 、 次回回路図で作業する と き 、 特定のオブジ ェ ク ト を選択
できないとい う状況に陥る こ とがあ り ます 。  

オブジ ェ ク ト の移動と コ ピー

オブジ ェ ク ト を移動し て 、 他の DxDesigner ウ ィ ン ド ウや他のアプ リ ケーシ ョ ンにそ
のオブジ ェ ク ト を複製する こ とができます 。

 オブジ ェ ク ト を移動し て同じウ ィ ン ド ウの違う場所に配置するには :

1. オブジ ェ ク ト を選択し ます 。

2. オブジ ェ ク ト を ド ラ ッ グし てウ ィ ン ド ウの新しい場所に ド ロ ッ プ し ます 。

 オブジ ェ ク ト のグループを移動し て同じウ ィ ン ド ウの異なる場所に配置するには : 

1. コ ピーするオブジ ェ ク ト を選択し ます 。  

2. オブジ ェ ク ト を ド ラ ッ グし てウ ィ ン ド ウの新しい場所に ド ロ ッ プ し ます 。

• 全て 

• 円弧 

• ボ ッ クス 

• 円

• シンボル

• ラベル

• 線

• ネ ッ ト

• ピン

• プロパテ ィ

• テキス ト

• リ ッパー

• シンボルグループ

o 参照名

o ピンプロパテ ィ

• ピングループ
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オブジ ェ ク ト を他の DxDesigner ウ ィ ン ド ウあるいは他のアプ リ ケーシ ョ ンにコ ピー
するには ::

1. コ ピーするオブジ ェ ク ト を選択し ます 。  

2. 編集 > コ ピーを選択するか 、
ボタ ンを ク リ ッ クするか 、

<Ctrl> + C を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ copy ” と入力し ます 。

3. オブジ ェ ク ト を貼り付けるウ ィ ン ド ウを ク リ ッ ク し ます 。

4. 編集 > 貼り付けを選択するか 
ボタ ンを ク リ ッ クするか 

<Ctrl> +V を ク リ ッ ク し ます 。

他のプロジ ェ ク ト にブロ ッ ク を コ ピーするには :

1. ソースプロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 コ ピーするブロ ッ ク
を選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク > コ ピーを選択し ます 。

3. フ ァ イルメ ニューから 、 開 く > プロジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し ます 。

4. DxDesigner がソースプロジ ェ ク ト を閉じ る と警告し ます 。 OK を ク リ ッ ク し ま
す 。 貼り付け先プロジ ェ ク ト が開きます 。

5. 貼り付け先プロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト ナビゲータ ツ リーで 、 ブロ ッ ク ノ ー ド
を選択し ます 。

6. 右ク リ ッ ク > 貼り付けを選択し ます 。

 回路図セクシ ョ ンのビ ッ ト マ ッ プ画像を他のアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウにコ ピーす
るには :

1. コ ピーする回路図セクシ ョ ンを選択し ます 。

2. 編集 > コ ピーを選択するか 、  
ボタ ンを ク リ ッ クするか

<Ctrl> + C を ク リ ッ クするか 、
コ マン ド ラ イ ンに “ copy ”  と入力し ます 。

3. コ ンポーネン ト を貼り付けるアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを開き 、 アクテ ィ ブ
にし ます 。

4. 編集 > 形式を指定し て貼り付けを選択し て く だ さい 。

5. 特殊貼り付けダイアログボ ッ クスで OK を ク リ ッ ク し ます 。

ビ ッ ト マ ッ プイ メ ージでは 、 オブジ ェ ク ト を選択済みと し て表示し ます 。 選択
ボッ クス無し でビ ッ ト マ ッ プを コ ピーし たい場合 、 ズームイ ン し てコ ピーし た
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い箇所が画面全体を埋めるよ う な形にし て 、 何も選択し ていない状態でコ ピー
し ます 。

シンボルやパーツの置換

「 シンボル / パーツの置換 」 ダイアログボ ッ クスを使って回路図中のシンボルやパー
ツを置き換える こ とができます 。 ダイアログボ ッ クスによ って置換されるシンボルを
選択し 、 DxDesigner による参照番号 、 パーツ番号 、 プロパテ ィ 値の扱いを制御し 、
置換するのが選択シンボルのみなのか設計の他の箇所に存在するシンボルのイ ンス タ
ンスを も対象とするのかが指定できます 。

選択シンボル ・ パーツを置換するには ：

1. 置換し たいシンボルを選択し ます 。

2. シンボル置換を右ク リ ッ ク し ます 。 「 シンボル / パーツの置換 」 ダイアログボ
ッ クスが開きます 。

3. 参照を ク リ ッ ク し ます 。 既に表示されていない場合は 「 シンボル 」 ウ ィ ン ド ウ
が開きます 。

4. 置換後のシンボルを選択し ます 。 「 置換後のシンボル / パーツは : 」 とい う フ
ィ ールド に表示されます 。

5. 「 シンボル / パーツの置換 」 ダイアログボ ッ クスに戻り 、 置換操作を制御する
オプシ ョ ンを指定し ます 。

6. 置換するを ク リ ッ ク し ます 。

Note
他のシンボルを選択し て繰り返せます 。 「 シンボル / パーツの置換 」 ダイアログ
ボッ クスは閉じ るを ク リ ッ クするまで開いたままになってます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 シンボル / パーツの置換ダイアログボ ッ クス 」

• DxDesigner Reference Manual の 「 シンボルウ ィ ン ド ウ 」

テキス ト の検索と置換

コ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 バス 、 ピン 、 そ し てテキス ト を含む回路図オブジ ェ ク ト の 
テキス ト を検索し て置換する こ とができます 。

回路図オブジ ェ ク ト のテキス ト を検索し て置換するには :

1. 編集 > 検索 ・ 置換を選択し ます 。 テキス ト の検索 ・ 置換ダイアログボ ッ クスが
開きます 。
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2. 検索タ ブでは 、 何を検索するのか 、 また 、 検索範囲を指定し ます 。

3. 追加を ク リ ッ ク し て追加の検索パラ メ ータ を指定し ます 。

4. 置換タ ブで 、 検索文字列に置き換える文字列を指定し ます 。

5. ボタ ンを使ってどのよ う にし て検索と置換がおこ なわれるか制御し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 テキス ト を検索 ・ 置換ダイアログ 」

名前と プロパテ ィ の表示

DxDesigner を設定し てオブジ ェ ク ト の名前と プロパテ ィ をツールチ ッ プ と し て表示さ
せる こ とができます 。 またこの情報をどのオブジ ェ ク ト に表示させるか選択する こ と
もできます 。 選択できるオブジ ェ ク ト タ イプはコ ンポーネン ト 、 ネ ッ ト 、 そ し てピン
にな り ます 。  

 名前と プロパテ ィ をツールチ ッ プ と し て表示するには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 表示 ( セクシ ョ ン ) を選択し ます 。

2. 「 ツールチ ッ プを表示 」 領域でツールチ ッ プを表示するオブジ ェ ク ト タ イプを
選択し ます 。

ス ト ローク を使用し てコマン ド を実行

メ ニューやツールバーに加えて 、 ス ト ローク を使用し てコ マン ド を実行する こ とがで
きます 。 ス ト ローク とは 、 定義付けされたマウスの動きで 、 コ マン ド あるいは機能を
実行するのに使われます 。 回路図の想像上のグ リ ッ ド にあるパターンを描きます 。 グ
リ ッ ドがパターンを数字の並びに変換し 、 コ マン ド を実行し ます 。 グ リ ッ ド認識をオ
ンにするには 、 ス ト ローク を有効にする必要があ り ます 。

次の表はス ト ロークが認識し 、 コ マン ド に変換する数字の並びを示し ます 。

必須事項

• 回路図エデ ィ タ でス ト ローク を有効にするには 、 まずス ト ローク を有効にする
必要があ り ます 。

Table 4-3. ス ト ローク を定義する数字の並び

ス ト ロークグ リ ッ ド

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 DxDesigner キーバイ ン ド と ス ト ローク 」

• DxDesigner vdbindings.vbs ス ト ローク定義一覧

• DxDesigner exped_wvo.vbs ス ト ローク定義一覧

• DxDesigner exped_pv.vbs ス ト ローク定義一覧 

ス ト ロークの有効化と無効化

ス ト ローク認識はデフ ォル ト ではオンになっています 。 以下のフ ァ イルでは 、 ス ト ロ
ーク と シ ョ ー ト カ ッ ト キーを定義し ています 。 プ ラ ッ ト フ ォーム 、 そ し てセ ッ ト ア ッ
プ > 設定 > 詳細 ( セクシ ョ ン ) で指定し た Expedition ス タ イルキーバイ ンデ ィ ングに
よ り 、 ユーザーのセ ッ シ ョ ンにどのキーバイ ンデ ィ ングが有効かを決定し ます .

• vdbindings.vbs ― デフ ォル ト の DxDesigner のス ト ローク定義が含まれます 。

• exped_wvo.vbs ― PC の Expedition ス タ イルのス ト ローク定義が含まれます 。

• exped_pv.vbs ― UNIX の Expedition ス タ イルス ト ローク定義が含まれます 。

 ス ト ローク を有効にするには :

• セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 回路図エデ ィ タ  ( セクシ ョ ン ) > ス ト ローク 、 パン 、 ズー
ム ( サブセクシ ョ ン ) で右ボタ ンを ク リ ッ クするか 、 中央ボタ ンオプシ ョ ンを
ク リ ッ ク し てス ト ローク を設定し ます 。

 ス ト ローク を無効にするには :

1. セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 回路図エデ ィ タ  ( セクシ ョ ン ) > ス ト ローク 、 パン 、 ズ
ーム ( サブセクシ ョ ン ) を選択し て 「 ス ト ロークオフ 」 オプシ ョ ンを ク リ ッ ク
し ます 。

ス ト ローク を使用し て コ マン ド を入力

 ス ト ローク を使用し てコ マン ド を入力するには :

1. 設定ダイアログボ ッ クスで選択し たス ト ロークマウスボタ ンを押し ます 。

2. マウスをその機能に定義し てあるス ト ロークパターンで動かし 、 マウスのボタ
ンを離し ます 。  

マウスを動かし てパターンを描 く 際 、 ウ ィ ン ド ウで赤いラ イ ンがマウスの動き
に沿って表示され 、 作成し ているパターンを描きます 。  

バイ ンデ ィ ング定義フ ァ イルを使用し てス ト ローク を カス タ マイズ

キーにシ ョ ー ト カ ッ ト を関連づけるのと同じ よ う に 、 マウスの動きにス ト ローク を関
連づけます 。 関連付けを使用し てよ く 使用する コ マン ドや機能を実行し ます 。 ス ト ロ



DxDesigner User’s Guide, EE2007.3118

フ ラ ッ ト 設計の作成と編集
設計の検証

ーク を追加 、 削除 、 あるいは既存のス ト ロークに関連する数字の並びを変更し てス ト
ローク を カス タ マイズする こ とができます 。 ス ト ロークのカス タ マイズは以下のフ ァ
イルの 1 つあるいは複数を編集する こ とによ っておこ ないます :

• vdbindings.vbs ―デフ ォル ト の DxDesigner のス ト ローク定義が含まれます 。

• exped_wvo.vbs ― PC の Expedition ス タ イルのス ト ローク定義が含まれます 。

• exped_pv.vbs ― UNIX の Expedition ス タ イルス ト ローク定義が含まれます 。

これらのフ ァ イルはイ ンス ト ールの $SDD_HOME/standard デ ィ レ ク ト リ にあ り ます 。

制限事項 ：

• .vbs フ ァ イルに既に存在し 、 キーに関連づけられている コ マン ドのみス ト ロー
ク を追加する こ とができます 。  

例

システムでは AddArc と認識される連番 1478963 のス ト ローク を追加するには
以下を入力し ます :

Bindings ("Stroke").AddStroke "1478963", "AddArc"

.vbs フ ァ イルで定義されたス ト ロークの表示 ¶
アク テ ィ ブ .vbs に定義されているス ト ロークや実行される コマン ド をヘルプ > バイ ン
デ ィ ングを表示メ ニューを ク リ ッ ク し て表示する こ とができます 。 論理フ ァ ン クシ ョ
ンのアクシ ョ ンによ って整理されているバイ ンデ ィ ングの一覧の詳細は以下をご覧 く
だ さい :

• DxDesigner キーバイ ン ド―デフ ォル ト (DxDesigner Reference Manual)

• DxDesigner キーバイ ン ド― Expediton ス タ イル (DxDesigner Reference Manual)

設計の検証
設計の作成時のいつでも 、 設計規則チ ェ ッ カー (DRC) を実行し てプロジ ェ ク ト 設計規
則に遵守し ているかチ ェ ッ クする こ とができます 。 DRC を実行するには :

1. ツール > 検証を選択し ます 。

2. 設定タ ブで 、 チ ェ ッ クのレベルと実行する報告を選択し ます 。

3. オプシ ョ ン と し て 、 規則タ ブで特定の規則がどのよ う にし て報告されるか設定
し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の 「 DRC (schematic_name) ダイアログボ ッ クス 」
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• DxDesigner Reference Manual の 「 設計ルールチ ェ ッ ク参考情報 」  

完了し た設計の実行
設計を完了し たら 、 以下のいずれかを実行する こ とができます :

• パッ ケージャ を使用し て参照名を指定し 、 フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンのために
設計を準備し ます 。 設計が階層の場合 、 パッ ケージャはそれを フ ラ ッ ト にし ま
す 。 144 ページの設計をパッ ケージするを参照 く だ さい 。

• 設計の BOM を作成し ます 。 BOM( 部品表 ) の生成をご覧 く だ さい 。

• 設計の相互参照を作成し ます 。 Cross-Referencing a Design Using Scout マニュア
ルをご覧 く だ さい 。

• 設計と そのラ イブ ラ リ をアーカ イブに保管し ます 。 プロジ ェ ク ト のアーカ イブ
をご覧 く だ さい 。

• 設計を印刷あるいはプロ ッ ト し ます 。  印刷 、 プロ ッ ト 、 PDF の作成 .

• 設計を EDIF 形式でエクスポー ト し ます 。 DxDesigner Schematic Translators 
manual の “Exporting Schematic/Symbol File to EDIF Schematic File” をご覧 く だ さ
い 。

• 外部データベースのエクスポー ト 。 外部データベースの作業をご覧 く だ さい 。

• バリ アン ト 設計を作成し て く だ さい (Expedition ワーク フ ローのみ ) 。  Variant 
Manager User’s Manual をご覧 く だ さい 。

• 設計をシ ミ ュ レー ト し ます 。 詳細については 、 ヘルプ > InfoHub のド キュ メ ン
ト  >Analysis - Simulation and Signal Integrity をご覧 く だ さい 。

• スク リ プ ト を使って設計後のポス ト プロセスを実行し ます 。 DxDesigner 
Automation Reference マニュアルをご覧 く だ さい 。
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Chapter 5
階層設計の作成と編集

以下の ト ピ ッ クで階層設計の作成と編集について説明し ます : 

• 階層設計と設計のリユース

• ボ ト ムア ッ プ階層設計の作成

• ブロ ッ ク を使用し て ト ッ プダウン階層設計を作成

階層設計と設計のリユース
階層設計は同じ回路を複数回 、 使用するご とに作図せずに 利 用する効率的な方法を
提供し ます 。 その場合 、 階層ブロ ッ ク を作成し 、 基と なる回路図のプロパテ ィ を イ ン
ス タ ンスご とに変更し ます 。 従って階層を貫 く 固有の各パスにつき 、 固有のプロパテ
ィ があ り 、 各イ ンス タ ンスが固有のものにな り ます 。

設計の方法の選択

ボ ト ム • ア ッ プ 、 ト ッ プ • ダウンのいずれの方法からでも階層設計を作成できます 。

ボ ト ムア ッ プ設計は 、 回路を表す最上レベル複合ブロ ッ ク を作成する こ とによ り 、 既
存の回路の流用を可能にし ます 。 このブロ ッ ク を設計に複数回配置し 、 各オカ レンス
ご とに固有の階層プロパテ ィ を基の回路図に割り当てます 。

ト ッ プダウン設計では 、 最上レベルの設計で ” プレースホルダー ” ブロ ッ クの使用に
よ って 、 よ り抽象度の高いレベルでの仕事が可能にな り ます 。 例えば 、 作業をシステ
ム設計者と回路設計者で分割する こ とができます 。 システム設計者が階層ブロ ッ ク ”
ブラ ッ クボッ クス ” の I/O を指定し 、 そのための基と なる回路を回路設計者は次に作
成し ます 。 回路設計者が基と なる回路を作成 • テス ト し た段階で 、 関連の ” ブ ラ ッ ク
ボッ クス ” は複合ブロ ッ クに変わり ます 。

ボ ト ムア ッ プ階層設計の作成
ボ ト ムア ッ プ設計を作成するにはブロ ッ ク を基の回路図と関連付け 、 次にブロ ッ クの
各イ ンス タ ンスに対し て一意的であるべきプロパテ ィ にイ ンス タ ンス値を割り当てま
す 。  

既存の回路図から自動的にブロ ッ ク を作成するよ う に指定し た り 、 手動でシンボルを
作成し て下にある回路図を表現する こ と もできます 。 最後に新しいブロ ッ ク を一番上
のレベルの回路図に追加し ます 。
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必要事項 : 
• ブロ ッ クにする回路図を既に作成し てある必要があ り ます 。

• 設定ダイアログでオンシー ト と オフシー ト ピンを既に定義し て 、 回路図に配置
し てある必要があ り ます 。

回路図から ブロ ッ ク を生成

シンボル生成ツールを使用するか 、 回路図の一部分から抽出し て回路図全体から ブロ
ッ ク を生成する こ とができます 。

シンボル生成ツールを使用し てブロ ッ ク を生成するには :

1. シンボルのソース と し て使用する回路図を開きます 。

2. ツール > シンボル生成を選択し ます 。

3. 以下のよ う にし てシンボル生成ダイアログボ ッ クスに入力し ます 。  

• ブロ ッ ク入力 : この欄は使用不可能と なっています 。 これは 、 現在開いてい
る回路図の名前を指定し ます 。

• シンボル出力 : シンボルの名前を指定し ます 。 出力シンボルの名前にはデフ
ォル ト を使用する こ と をお勧めし ます 。 このデフ ォル ト はブロ ッ ク名と同
じ です 。 この一般的な名前が階層の関連付けを行います 。

• 上書きをする - このボ ッ クスがチ ェ ッ ク されている場合 、 シンボル出力欄で
指定されているシンボルと同じ名前のシンボルが上書き されます 。

ボッ クスにチ ェ ッ クがない場合 、 重複し た名前がみつかる と警告メ ッ セー
ジが発せられます 。 この場合 、 シンボルの生成は中止にな り ます 。

• シンボルエデ ィ タ でシンボルを開 く  - このボ ッ クスにチ ェ ッ クがある場合
、 生成されたシンボルはラ イブ ラ リ マネージャシンボルエデ ィ タ で開き 、
編集されます 。  

• 詳細 (ボタ ン ) - このボタ ンを押すこ とによ って詳細オプシ ョ ンダイアログボ
ッ クスが開き 、 以下のオプシ ョ ンを設定できます :

o シンボルプロパテ ィ - この欄を使用し て作成し ているシンボルにプロパ
テ ィ を追加し ます 。 この欄のシン タ ッ クスは :name=value. 複数のプロパ
テ ィ はスペースを使用し て分けます 。

o シンボルプロパテ ィ のサイズ - シンボル属性のサイズを設定し ます

o 入力ピン - シンボルの入力の名前を指定し ます 。 この欄にある値は 、 I/O
ネ ッ ト を検索するアルゴ リズムの最終手段と し て DxDesigner では使用
されます 。 入力ピンの名前をスペースで分けて入力し ます 。 複数の名前
のエン ト リがある場合 、 左や右の矢印キーを使用し てスク ロールし ます
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o 出力ピン - シンボルの出力の名前を指定し ます 。  

o ピン間隔 、 ピン長さ 、 ピン ラベルサイズ - セ ッ ト ア ッ プ > 設定ダイアロ
グボ ッ クスで指定し た値に上書きする設定を入力し ます 。

o ピン側面 - リ ス ト にある個々のピンの種類に応じ て 、 上 、 左 、 下 、 右の
配置値を選択し ます 。

ブロ ッ ク を抽出するには :

1. ブロ ッ ク を抽出する回路図を開きます 。

ヒ ン ト : どの階層でも回路図から ブロ ッ ク を抽出する こ とは可能です 。 抽出さ
れたブロ ッ クはそれを抽出し た回路図の一段階下の階層に配置されます 。

2. 追加 > ブロ ッ ク を選択し ます 。

3. 使用する回路図の一部分を ド ラ ッ グ - 選択し ます 。

4. 作成するブロ ッ クの名前を入力し 、 回路図を抽出チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ま
す 。

5. OK を ク リ ッ ク し ます 。  

結果 : 

• DxDesigner では全ての選択されたオブジ ェ ク ト を新規の回路図に移動し 、 それ
は新し く 作成されたブロ ッ クの中身にな り ます 。 ブロ ッ クは選択された回路に
表示されます 。 また 、 ナビゲータや回路図エデ ィ タウ ィ ン ド ウの新規のタ ブに
も表示されます 。

• ネ ッ ト あるいはバスがド ラ ッ グし て選択し たボーダーに交差する場合 、 以下の
いずれかが起こ る可能性があ り ます :

o セ ッ ト ア ッ プでポー ト を定義し た場合 、 ブロ ッ ク上の適切なピン 、 また下
にある回路図のポー ト が作成され 、 自動的に接続されます 。

o ポー ト を定義し ていない場合 、 新規ブロ ッ ク を選択し 、 ツール > 回路図を
プ ッ シュ 、 そ し て 追加 > 欠けているポー ト を選択し て手動でポー ト を追加
する必要があ り ます 。

作成されたブロ ッ クの編集

回路図に既に配置された如何に関わらず 、 生成されたシンボルを編集する こ とができ
ます 。

生成されたシンボルを編集するには :

1. 以下の手順のいずれかに従ってシンボルを選択し ます :
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• 表示> シンボルを ク リ ッ ク し てシンボルウ ィ ン ド ウを開き 、 ［ ローカルシン
ボル ］ パーテ ィ シ ョ ンから編集するシンボルを選択し ます 。

• 回路図の中から編集するシンボルを選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク を し て > ローカルシンボルを編集選択し ます 。 シンボルエデ ィ タが
開きます 。

3. シンボルエデ ィ タ を使ってシンボルを編集し ます 。 また 、 DxDesigner Symbol 
Editor マニュアルも参照のこ と 。

生成されたブロ ッ ク をセン ト ラルラ イブ ラ リ に移動

1. 表示 > シンボルを ク リ ッ ク し てシンボルウ ィ ン ド ウを開き 、 ［ ローカルシンボ
ル ］ パーテ ィ シ ョ ンから編集するシンボルを選択し ます 。

2. 右ク リ ッ ク を し て > ローカルシンボルを編集を選択し ます 。 シンボルエデ ィ タ
が開きます 。

3. シンボルエデ ィ タ で 、 フ ァ イル > シンボルをエクスポー ト を ク リ ッ ク し ます 。

4. シンボルを配置するセン ト ラルラ イブ ラ リパーテ ィ シ ョ ンを検索し ます 。

開いた回路図にシンボルを配置する

開いた回路図にシンボルを配置するには 、 以下の手順に従います :

1. 表示 > シンボルプルダウン メ ニューでシンボルウ ィ ン ド ウを開きます 。

2. シンボルの表示の仕方によ って 、 次のタ ブを選択し ます ； 部品番号 ( 部品表示
タ ブ ) 、 シンボルタ イプ ( シンボル表示タ ブ ) 、 またはリユースブロ ッ ク  ( リ
ユースブロ ッ ク タ ブ ) 。

3. スク ロールし てシンボル一覧を閲覧し た り 、 列の上にある欄に文字列を入力し
て一覧を フ ィ ルタ し て希望のシンボルを見つけます 。

4. 目的のシンボルを選択し ます 。 シンボルのイ メ ージがシンボルウ ィ ン ド ウの右
側に表示されます 。

5. シンボルにネ ッ ト および / またはネ ッ ト 名を表示させるか選択し ます 。

6. リユースブロ ッ ク を配置する場合 、 Reusable Blocks Process Guide の Placing a 
Logical-Only Reusable Block in a Host Design または 、  Placing a Logical-Physical 
Reusable Block in a Host Design セクシ ョ ンで説明されているよ う に 、 マージオ
プシ ョ ンやナンバリ ングオプシ ョ ンを設定し ます 。

7. シンボルを配置ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

8. 回路図ウ ィ ン ド ウにマウスのカーソルを配置し ます 。 配置するシンボルの外形
がカーソルに表示されます 。  
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9. シンボルを配置する場所でマウスの右ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 複数の場所に
複数回ク リ ッ ク し て 1 つ以上のシンボルを配置する こ とができます 。

10. <Esc> キーを押し てシンボル配置操作を止めます 。

低いレベルの回路図に手動でローカルシンボルを作成するには :

1. 希望するプロジ ェ ク ト で DxDesigner を開きます 。

2. 高いレベルのシー ト に置きたい低いレベルのブロ ッ ク を開きます 。

3. フ ァ イル > 新規 > ローカルシンボルを選択し ます 。

シンボルエデ ィ タが開きます 。

4. 必要に応じ てシンボルを編集し 、 保存し ます 。 ( 詳細については 、 3 章 61 ペ
ージの “ ローカルシンボルの作成 ” をご覧 く だ さい 。 )

関連する回路図シー ト に合う よ う に手動でポー ト を追加する必要があ り ます 。

5. シンボルエデ ィ タ を閉じ ます 。

これで 、 このローカルのシンボルが DxDesigner シンボルウ ィ ン ド ウ ( 表示 > シ
ンボル ) で 利 用可能と な り ます 。

一番上の設計にローカルシンボルを追加するには :

1. DxDesigner で 、 新し く 作成されたシンボルを追加する一番上のシー ト を表示し
ます 。

2. シンボルウ ィ ン ド ウ ( 表示 > シンボル ) で 、 作成し たローカルシンボルを探し
、 選択し ます 。

3. シンボルを回路図のシー ト に ド ラ ッ グ - ド ロ ッ プ し ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• ローカルシンボルの作成

• 特殊コ ンポーネン ト の設定

回路図にポー ト を追加

以下で回路図にポー ト を追加する方法について説明し ます :

必要事項

事前に特殊コ ンポーネン ト を設定し ている必要があ り ます 。 詳細については 、 特殊コ
ンポーネン ト の設定をご覧 く だ さい 。

手順

ポー ト を追加するには :
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1. 追加 > ポー ト あるいは 、   ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

2. ド ロ ッ プダウン リ ス ト からポー ト の種類を選択し ます 。

3. 回路図上のカーソルを移動し てポー ト を表示させる場所にポイ ン ト し 、 左ク リ
ッ ク し ます 。 配置するポー ト だけこれを繰り返し ます 。 ポー ト の挿入の中止は
右ク リ ッ ク を し て行います 。

ブロ ッ ク を使用し て ト ッ プダウン階層設計を作成
ブロ ッ クは階層シンボルで 、 下にある設計データ を含みます 。 ブロ ッ クは回路図 、 接
続性テーブル (ICT) 、 または VHDL/Verilog を表すこ とができます 。 ブロ ッ クが回路
図シー ト に配置される と 、 ブロ ッ クが凍結し ていない限り 、 自動的にネ ッ ト をブロ ッ
クに接続する こ とができます 。  

関連 ト ピ ッ ク

• ト ッ プレベル回路図にブロ ッ ク を配置

• ブロ ッ クにネ ッ ト やピンを追加

• ブロ ッ クの凍結と解凍

ト ッ プレベル回路図にブロ ッ ク を配置

1. 追加 > ブロ ッ クか 、 も し く はツールバーの ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい
。

2. 回路図のある場所を左ク リ ッ ク し てブロ ッ クの始点を定義し 、 マウスを ド ラ ッ
グし てブロ ッ ク領域を定義し ます 。  

3. 「 ブロ ッ ク追加 」 ダイアログボ ッ クスにブロ ッ ク名を入力し ます 。 名前を入力
し ないと ブロ ッ クは図面に追加されません 。

4. OK を ク リ ッ ク し ます 。 ブロ ッ クは設計上にシンボルシ ェルと し て現れます 。  

注意事項

• シンボルシ ェルの角を ク リ ッ ク し て ド ラ ッ グする こ とによ り ブロ ッ クのサイズ
変更を行えます 。

• 追加 > ブロ ッ ク 　 コマン ド を使用する場合 、 DxDesigner は各ブロ ッ クにつき内
部と外部ボ ッ クスをグラ フ ィ ッ クで作成し ます 。 セ ッ ト ア ッ プ > 設定 > 表示 >
オブジ ェ ク ト  で指定されたボ ッ クスオブジ ェ ク ト のボ ッ クス色によ り ブロ ッ ク
の色が決定されます 。

ブロ ッ クにネ ッ ト やピンを追加

1. ブロ ッ クに接続する必要なネ ッ ト とバスを作図し ます 。  
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2. 各ネ ッ ト とバスにラベルを付けます 。  

3. ラベル付けされたいずれかのネ ッ ト をブロ ッ クの外部枠ボ ッ クスへド ラ ッ グし
ます 。

結果 : ネ ッ ト がブロ ッ クの端に来る と 、 接続ネ ッ ト と同じ名前のブロ ッ クにピ
ンが自動的に追加されます 。 設計の保存後 、 DxDesigner は取り付けられたネ
ッ ト のラベルを コ ピーする こ とによ り 、 自動的にシンボルシ ェルを必要なピン
ラベルを含むよ う に更新し ます 。

Note
ブロ ッ ク ピンの作成は回路図の 「 元に戻す 」 「 やり直し 」 のス タ ッ ク を ク リ ア
し 、 これらのコ マン ド操作を無効にし ます 。  

ブロ ッ ク ピンの削除

ブロ ッ ク ピンに取り付けられたネ ッ ト やバスのセグ メ ン ト を削除し た場合 、
DxDesigner は自動的にブロ ッ ク ピンを削除し ます 。  

Note
ブロ ッ ク ピンの削除は回路図の 「 元に戻す 」 「 やり直し 」 のス タ ッ ク を ク リ ア
し 、 これらのコ マン ド操作を無効にし ます 。  

ブロ ッ クの凍結と解凍

ユーザーはブロ ッ ク を凍結し て読み取り専用にし ます 。 また 、 ブロ ッ ク を解凍し て編
集可能にし ます 。 ブロ ッ ク を作成する と 、 その状態は未凍結になっています 。 ブロ ッ
クが凍結し ている と 、 ブロ ッ クに描画されたネ ッ ト はピンに自動的に作成 、 接続され
ません 。

ブロ ッ ク を凍結するには :-

1. 未凍結のブロ ッ ク を選択し ます

2. 右ク リ ッ ク  > 凍結を選択し ます 

ブロ ッ ク を解凍するには :

1. 凍結し たブロ ッ ク を選択し ます

2. 右ク リ ッ ク  > 解凍を選択し ます

関連 ト ピ ッ ク :
ブロ ッ クにネ ッ ト やピンを追加
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Chapter 6
他のツールとのデータ交換

設計を終了後 、 他のツールで使用するためポス ト プロセスをする場合があ り ます 。  
Figure 6-1 では 、 Expedition ワーク フ ローでプロジ ェ ク ト を作成し た場合の
DxDesigner と他のツール間のデータの流れを表し ます 。

Figure 6-2 では 、 ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローでプロジ ェ ク ト を作成し た場合のデータ
の流れを表し ます 。

Expedition とネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロータ イプについてのよ り詳しい情報については
、 14 ページの “DxDesigner のワーク フ ロー ” をご覧 く だ さい 。

以降 、 以下の ト ピ ッ クについて説明し ます ：

• Expedition ワーク フ ロー内でのデータ交換

• ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローでのデータ交換

• ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示をエクスポー ト

• HyperLynx とのイ ン ターフ ェ イスに LineSimLink を使用する

• LineSimLink で HyperLynx へエクスポー ト するには

• LineSimLink で HyperLynx から イ ンポー ト するには

• 設計をパッ ケージする
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Figure 6-1. Expedition ワーク フ ローを使用し たデータ フ ローの一例
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Figure 6-2. ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローを使用し たデータ フ ローの一例
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統合されフ ォワー ド / バッ クワー ド ア ノ テーシ ョ ンを行います 。 前提条件と し て全て
のツールが同じ ネ ッ ト ワークにある必要があ り ます 。

Expedition PCB レ イアウ ト 設計プロセスが遠隔地で行われた とする と 、 フ ァ イル > エ
クスポー ト  > 外部データベース 機能 ( 以下参照 ) を選択し て PCB 設計プロセスを メ
イ ンの回路図設計プロジ ェ ク ト から切り離すこ とができます 。 これによ り 、 遠隔地に
送付する こ とのできる設計データベースを作成する こ とができます 。

フ ァ イル > イ ンポー ト  > 外部データベースを選択し てレ イアウ ト で行った変更を回路
図に戻すこ とができます 。 詳細については外部データベースの作業をご覧 く だ さい 。

参照

• DxDesigner Administrator’s Guide の 「 iCDB (integrated Common Database) 管理 」  

• Expedition PCB User’s Guide 

外部データベースの作業

ス タ ン ド アローンの DxDesigner データベースは “ 外部データベース ” と呼ばれてお り
、 DxDesigner のプロジ ェ ク ト から接続情報と制約条件および専用のプロジ ェ ク ト フ
ァ イルをエクスポー ト し て作成されます ( フ ァ イル > エクスポー ト  > 外部データベー
ス ) 。 エクスポー ト 処理の最中は回路図はパッ ケージ され 、 PCB 設計に取り込めるよ
う に参照名と ピン番号は回路図にア ノ テーシ ョ ン されます 。  “DxDesigner から外部デ
ータベースをエクスポー ト  - 例 ” をご覧 く だ さい 。

Expedition ジ ョ ブ管理ウ ィ ザー ドは外部データベース と遠隔地にあるプロジ ェ ク ト フ
ァ イルから PCB 設計を作成するのに使用されますが 、 その場合メ イ ンの DxDesigner
プロジ ェ ク ト と同じ セン ト ラルラ イブ ラ リ を使用し なければな り ません 。 PCB 設計
のプロセスで 、 Expedition は参照番号やピン番号の変更や制約条件の変更とい う形で
接続情報を変更し ます 。 これらの変更は 、 DxDesigner のフ ァ イル > イ ンポー ト  > 外
部データベース ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て 、 設計プロジ ェ ク ト にバッ クア ノ テーシ ョ
ン されます 。 (“IDxDesigner から外部データベースを イ ンポー ト  - 例 ” をご覧 く だ さい
。 )

DxDesigner フ ロン ト エン ド での更なる変更は 、 上書きによ り再度エクスポー ト されて
Expedition PCB を更新し 、 プロジ ェ ク ト の同期をキープ し ます 。

DxDesigner Expedition PCB
iCDB 

外部データ
ベース

DxDesigner iCDB Expedition PCB
エ ク スポー ト

イ ンポー ト
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DxDesigner から外部データベースをエクスポー ト  - 例
レ イアウ ト 用の外部データベースをエクスポー ト するには :

1. DxDesigner から フ ァ イル > エクスポー ト  > 外部データベース メ ニュー項目を選
択し て く だ さい 。

外部データベースのターゲ ッ ト ロケーシ ョ ンの指定を促されます 。

2. 外部データベースのロケーシ ョ ンを指定し ます 。

DxDesigner のダイアログでデータベースのエクスポー ト が成功し たこ と を確認
できます 。

DxDesigner は外部データベース と レ イアウ ト の専用の目的で使われる別のプロ
ジ ェ ク ト フ ァ イルをエクスポー ト し ます 。

3. Expedition PCB を起動し て 、 フ ァ イル > 新規作成 > プロジ ェ ク ト メ ニューを使
って Expedition ジ ョ ブ管理ウ ィ ザー ド を立ち上げて く だ さい 。 Expedition PCB
の使い方の詳細については 、 Expedition PCB User’s Guide をご覧 く だ さい 。

注記 : メ イ ン設計プロジ ェ ク ト のセン ト ラルラ イブ ラ リは PCB ジ ョ ブ管理ウ ィ
ザー ド で参照されます 。

4. ジ ョ ブ管理ウ ィ ザー ドが完了し たら 、 Expedition を起動し てセ ッ ト ア ッ プ > プ
ロジ ェ ク ト イ ンテグレーシ ョ ン > フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン メ ニュー項目を選
択し て く だ さい 。

5. フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。  

PCB 設計プロセスはボー ドの位置と配線に続きます 。
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6. 以下の例は ３ つのネ ッ ト の Max Vias 制約条件の編集およびク リ ス タル振動子
の XL1 から XTAL1 までの参照番号を再割り当て し た場合です 。

7. Expedition PCB を保存し て終了し て く だ さい 。

IDxDesigner から外部データベースを イ ンポー ト  - 例
DxDesigner プロジ ェ ク ト のア ノ テーシ ョ ン と制約条件を更新するには 、 ユーザーは以
下のよ う に DxDesigner に外部データベースを イ ンポー ト する必要があ り ます :

1. DxDesigner で 、 フ ァ イル > イ ンポー ト  > 外部データベース メ ニュー項目を選択
し ます 。

外部データベースの場所を指定するよ う に示されます 。

2. 希望するデータベースを選択し ます 。 メ ッ セージボ ッ クスが表示されイ ンポー
ト が成功し たこ と を通知し ます 。

3. 上記の “DxDesigner から外部データベースをエクスポー ト  - 例 ” のク リ ス タル
振動子に変更が加えられた際のステ ッ プ 6 の例を使用し ます 。 この設計を イ ン
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ポー ト し た後 、 ク リ ス タル振動子の参照名は 、 以下のよ う に低いレベルの回路
図にバッ クア ノ テー ト されます :

また 、 レ イアウ ト の ３ つのネ ッ ト に追加された最大ビア制約条件はフ ロン ト エ
ン ド設計データベースに同期化されま し た 。

回路図を変更し て再エクスポー ト  - 例
1. 前の例を引き続き適用し 、 47 オームレジス タが追加され 、 以下のよ う に

FREEZE ネ ッ ト から VCC へ接続されます :

2. DxDesigner から フ ァ イル > エクスポー ト  > 外部データベース メ ニュー項目を選
択し て く だ さい 。

外部データベースのターゲ ッ ト ロケーシ ョ ンの指示を促されます 。

3. 前回と同様に外部データベースの場所を指定し ます 。

DxDesigner ダイアログが表示され 、 以前のデータベースに上書きをするかど う
か聞かれます 。
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4. 「 はい 」 を選択し ます 。 設計は漸次的にパッ ケージ され 、 参照名 R9 は以下の
よ う に低いレベルの回路図にア ノ テー ト されます :

5. この変更は 、 “DxDesigner から外部データベースをエクスポー ト  - 例 ” で説明
された同じ プロセスで Expedition PCB に再統合される必要があ り ます 。

ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローでのデータ交換
ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ローで Expedition PCB を含むレ イアウ ト ツールでデータ交換を
する主な方法は 、 以下にあるよ う に PCB イ ン ターフ ェース ( ツール > PCB イ ン ター
フ ェース ) を使用する こ と です :

参照

• DxDesigner Administrator’s Guide の 「 iCDB (integrated Common Database) 管理 」

• PCB Interfaces User’s Guide 

ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示をエクスポー ト
フ ァ イル > エクスポー ト  > ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示オプシ ョ ンを使用し て一般的な
ネ ッ ト リ ス ト を作成し 、 可視的に基板接続をデバッ グし た り 、 電源供給 ( 通常グロー
バルネ ッ ト ) 接続などの他の接続を簡単にチ ェ ッ クする こ とができます 。  

ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示はパッ ケージ済 、 そ し て未パッ ケージの設計のどち らでも
表示し ます 。 参照名がない場合は 、 代わり に Id が使用されます 。

DxDesigner ではク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示の通常ネ ッ ト リ ス ト を 、 ユーザーが指定し
たフ ァ イルに保存し 、 ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示タ ブに結果を表示し ます 。  

DxDesigner iCDB レ イアウ ト ツール

PCB イ ン ターフ ェ ース
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以下の ト ピ ッ クではク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示で実行できる こ と を説明し ます :

• ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示タ ブからのク ロスプロービング

• ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示アウ ト プ ッ ト を設定

• ネ ッ ト リ ス ト 出力の解釈

ク イ ッ ク コネク シ ョ ン表示タ ブからのク ロスプロービング

Figure 6-3 では選択されたネ ッ ト をナビゲータウ ィ ン ド ウと回路図ウ ィ ン ド ウでク ロ
スプローブするのに使用される ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示タ ブの例を示し ます 。

Figure 6-3. ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示ク ロスプロービングの例
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ク イ ッ ク コネク シ ョ ン表示アウ ト プ ッ ト を設定

フ ァ イル > エクスポー ト  > ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示を実行する と関連するダイアロ
グボッ クスが表示されます 。

ダイアログボッ クスで 、 以下を設定し ます :

• ト ッ プレベルブロ ッ ク  - ネ ッ ト リ ス ト する ト ッ プレベルブロ ッ ク を定義

• アウ ト プ ッ ト フ ァ イル - アウ ト プ ッ ト される .txt をど こに保存するか定義

• ネ ッ ト ご とのラ イ ン - 設定し た場合 、 全ての大きいネ ッ ト は 1 つのラ イ ン と し
てアウ ト プ ッ ト されます 。 設定されていない場合は 、 以下の例にあるよ う に 、
大きいネ ッ ト は別々のラ イ ンに分かれてアウ ト プ ッ ト されます :

 ( 未設定 )
NET : '/RLDRAM1/GND' GND-B C206-2 C46-2 C209-2 C210-2 C211-2

NET : '/RLDRAM1/GND' C49-2 C52-2 C53-2 U32-A2 U32-A4 U32-A9 U32-B4

(/RLDRAM1/GND ネ ッ ト は複数のラ イ ンに表示されます )

 ( 設定 )
NET : '/RLDRAM1/GND' GND-B C206-2 C46-2 C209-2 C210-2 C211-2 C49-2 ...

( 全ての /RLDRAM1/GND ネ ッ ト が 1 つの長いラ イ ンに表示されます )

ゼロ / シングルピンネ ッ ト を分ける  - 設定される と 、 以下のよ う にネ ッ ト リ ス
ト の別のセクシ ョ ンにゼロ / シングルピンネ ッ ト を リ ス ト するよ う に出力を設
定し ます :

# begin one pin nets list

• 未接続ピンを表示 - 設定される と 、 以下のよ う にネ ッ ト リ ス ト の別のセクシ ョ
ンに未接続ピンを リ ス ト するよ う に出力を設定し ます :

# begin un-connected pins list

• 特殊コ ンポーネン ト を除外 - 設定される と 、 シンボルに部品番号が指定されて
いない電源 、 グラウン ド 、 階層ポー ト 、 シー ト コネク タ などのセ ッ ト ア ッ プ > 
設定 > プロジ ェ ク ト  ( セクシ ョ ン ) > 特殊コ ンポーネン ト で定義される特殊コ
ンポーネン ト への接続を除外するよ う に 、 出力を設定し ます 。

• フ ラ ッ ト モー ド  - 設定された場合 、 アウ ト プ ッ ト ネ ッ ト リ ス ト は次の例のよ う
に関連するネ ッ ト の各グループの上に FlatNet 名を表示し ます 。 ( この例では
「 ネ ッ ト に付き ラ イ ンは 1 つ 」 と設定されています 。 )

 (set)
FlatNet: PAR

NET : '/MICRO1/PAR' AMD_8111_TO_HUB1-PAR PCI_CONN1-PAR

NET : '/MICRO1/PCI_CONN1/PAR' PAR-B1 J_PCI-A43

NET : '/MICRO1/AMD_8111_TO_HUB1/PAR' PAR-B1 U29-AF6
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 (unset)
3 つの '/MICRO1/... ネ ッ ト ラ イ ンは FlatNet ラ イ ンが前に付かずに リ ス ト され
ています 。

ネ ッ ト リ ス ト 出力の解釈

ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示ネ ッ ト リ ス ト は以下のよ う にセパレータ ( 以下の例ではス
ペース ) でフ ィ ールド に分けられます (Figure 6-4 を参照 ):

FIELD1[separator]FIELD2[separator]FIELD3[separator]FIELD4[separator]

FIELD1 - 以下のいずれかのネ ッ ト かを識別するキーワー ド :

o NET

o PIN

FIELD2 - コ ロン文字 (“:”)

FIELD3 - シングル引用符間の階層ネ ッ ト 名を表示

FIELD4 - すべてのピンへのネ ッ ト 接続を表示
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Figure 6-4. ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示ネ ッ ト リ ス ト の例 1

HyperLynx とのイ ン ターフ ェ イスに LineSimLink
を使用する

LineSimLink をシグナルイ ンテグ リ テ ィ のシ ミ ュ レーシ ョ ンのために HyperLynx へエ
クスポー ト するのにを使った り 、 HyperLynx からの新しいデータ を イ ンポー ト するの
に使った り できます 。 リ ン ク を使って次のいずれのこ と もできます 。

• ネ ッ ト の回路図作成の自動化

• ト ポロジー制約条件が PCB レ イアウ ト に必要か確かめる

• 最小 / 最大デ ィ レーや長さの制約条件が必要か確かめる

• 終端部品の増設が必要か確かめる

• 基板のス タ ッ クア ッ プの計画

FIELD1 [separator] FIELD2 [separator] FIELD3 [separator] FIELD4

NET : ‘/SN1_off’ $1I1-4 $1I22-01

( ここでは 1 つの階層のみが表示
されています )

FIELD1 [separator] FIELD2 [separator] FIELD3 [separator] FIELD4

NET : ‘/SN2_off’ $1I1-22 $1I1-11 $1I23-01



他のツールとのデータ交換
HyperLynx とのイ ン ターフ ェ イスに LineSimLink を使用する

DxDesigner User’s Guide, EE2007.3 141

• シグナルイ ンテグ リ テ ィ モデルの割当ての更新と保持

• 更新されたス タ ッ クア ッ プや終端プロパテ ィ を使ってシ ミ ュ レーシ ョ ンを簡単
に再実行する

制限事項 :LineSim のシ ミ ュ レーシ ョ ン結果は制約条件合成のための直接解釈には不
適切です 。 導き出されるいずれの制約条件データ も手動で DxDesigner に入力する必
要があ り ます 。

続 く ト ピ ッ クは LineSimLink を使ってどのよ う に HyperLynx へエクスポー ト 、 イ ンポ
ー ト するかを説明し ます 。

• LineSimLink で HyperLynx へエクスポー ト するには

• LineSimLink で HyperLynx から イ ンポー ト するには

LineSimLink で HyperLynx へエクスポー ト するには
HyperLynx へエクスポー ト するには 、 次の操作を し ます 。

1. ツール> LineSimLink を選択し て LineSimLink ダイアログボ ッ クスを開きます 。

2. DxDesigner の回路図上で 、 エクスポー ト し たいネ ッ ト を選択し ます 。

3. DxDesigner からデータ を読み込むを ク リ ッ ク し てダイアログボ ッ クスのフ ィ ー
ルド を埋めます 。

4. エクスポー ト 時の相互接続を防ぐには部品のみ回路図を ク リ ッ ク し ます 。 その
他の場合は回路図を終了するを ク リ ッ ク し ます 。

5. 一般的な場合最初のメ タル層であるデフ ォル ト の層を変更し たい場合 、 レ イ ヤ
リ ス ト から希望のものを選択し ます 。

6. デフ ォル ト の長さ と幅を変更し たい場合 、 ボ ッ クスの中に希望の値を入力し ま
す 。

7. 受動プレ フ ィ ッ クスを追加するには受動プレ フ ィ ッ クス リ ス ト の中から正しい
タ イプを見つけ 、 対応するボ ッ クスにプレ フ ィ ッ クスを入力し ます 。

ヒ ン ト :

• プレ フ ィ ッ クスは各リ ス ト にてカ ンマ 、 スペース 、 あるいはセ ミ コ ロンで
区切られています 。

• リ ス ト から プレ フ ィ ッ クスを削除する こ と もできます 。 ハイ ラ イ ト し て 「
削除 」 を押し て く だ さい 。

8. 供給ネ ッ ト を追加するには 「 供給ネ ッ ト 」 リ ス ト の一番下までスク ロールし 、
ネ ッ ト ボ ッ クスの中をゆっ く り と 2 回ク リ ッ ク し てからネ ッ ト の名前を入力し
ます 。 電圧値は電圧ボ ッ クスに入力し ます 。
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9. エクスポー ト し たいフ ァ イル名を選択 、 あるいは参照し て く だ さい 。

10. 「 回路図 ト ポロジー 」 タ ブ上で正しいネ ッ ト がエクスポー ト され 、 ピンの順序
は正し く 、 すべての双方向ピンの方向が正しいこ と を確認し て く だ さい 。

11. HyperLynxにエクスポー ト を ク リ ッ ク し ます 。 ffs フ ァ イルが生成され 、 システ
ム上に HyperLynx がイ ンス ト ール済である場合 、 新しいフ ァ イルがロー ド され
た状態で開きます 。

12. 閉じ るを ク リ ッ ク し てダイアログを閉じ ます 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner Reference Manual の LineSimLink ダイアログ

LineSimLink で HyperLynx から イ ンポー ト するには
HyperLynx から イ ンポー ト するには 、 次の操作を し ます 。

1. ツール > LineSimLink を選択し てLineSimLinkダイアログボ ッ クスを開きます 。

2. DxDesigner の回路図上で 、 エクスポー ト し たいネ ッ ト を選択し ます 。

3. DxDesigner からデータ を読み込むを ク リ ッ ク し 、 ダイアログボ ッ クスのフ ィ ー
ルド を埋めます 。

4. イ ンポー ト し たいフ ァ イル名を選択するか参照し ます 。

5. HyperLynx から イ ンポー ト を ク リ ッ ク し ます 。 DxDesigner はイ ンポー ト された
データ を現在ロー ド されている回路図を比較し 、 「 差異をマージ 」 ダイアログ
ボッ クスを開きます 。

6. ス タ ッ クア ッ プや配線の変化を表示するにはス タ ッ クア ッ プ と ト レースの違い
を表示し ます 。 ダイアログボ ッ クスが拡張し ます 。

7. イ ンポー ト された ト ポロジーに対し て現在の ト ポロジーを検証し ます 。 緑で リ
ス ト ア ッ プ されている変更されたいずれかのネ ッ ト を選択し てピンのプロパテ
ィ や変更された値を表示し ます 。 変更が期待されたものである場合 、 承認を ク
リ ッ ク し ます 。 イ ンポー ト されたデータの全てを拒否する場合 、 却下を ク リ ッ
ク し ます 。

8. イ ンポー ト のデータ を受け入れたら 、 「 回路図 ト ポロジー 」 タ ブ上でイ ンポー
ト されたピンの順序や方向を変える こ とができます 。

9. 閉じ るを ク リ ッ ク し てダイアログボ ッ クスを閉じ ます 。

この ト ピ ッ クの残りは次の項目を説明し ます 。

• ネ ッ ト をエクスポー ト から除外するには

• ピンの順序を変えるには
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• ピンの方向を変えるには

参照

• DxDesigner Reference Manual の LineSimLink ダイアログ

ネ ッ ト をエクスポー ト から除外するには

ネ ッ ト を HyperLynx へのエクスポー ト から除外するには 、 次の操作を し ます

1. 回路図 ト ポロジータ ブを ク リ ッ ク し ます 。

2. 「 回路図 ト ポロジー 」 リ ス ト からネ ッ ト を選択し た と きに自動的にその回路図
上のネ ッ ト にズームイ ン し たい場合 、 ズームチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ま
す 。

3. 除外し たいネ ッ ト を選択し てネ ッ ト を除外を選択し ます 。 そのネ ッ ト はリ ス ト
上で赤い線で削除されます 。

ヒ ン ト : 除外されたネ ッ ト を含めるには 、 リ ス ト から除外されたネ ッ ト を選択し てか
ら 「 ネ ッ ト を含める 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。 このボタ ンはネ ッ ト が含まれている
か除外されているかを反映させて動的に変化し ます 。

ピンの順序を変えるには

ピンの順序だけは変える こ とができます 。

ピンの順序を変えるには次の操作を し ます 。

1. 回路図 ト ポロジータ ブを ク リ ッ ク し ます 。

2. 回路図 ト ポロジーリ ス ト からネ ッ ト を選択し た と きに自動的にその回路図上の
ネ ッ ト にズームイ ン し たい場合 、 ズームチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます 。

3. 変更を加えたいピンを含むネ ッ ト を選択し 、 それらのピンを探し ます 。

4. 移動させたいピンを選択し 、 動かし たい方向によ って上向き 、 あるいは下向き
の矢印を ク リ ッ ク し ます 。

ピンの方向を変えるには

双方向ピンの方向のみ変える こ とができます 。

ピンの方向を変えるには次の操作を し ます

1. 回路図 ト ポロジータ ブを ク リ ッ ク し ます 。

2. 回路図 ト ポロジーリ ス ト からネ ッ ト を選択し た と きに自動的にその回路図上の
ネ ッ ト にズームイ ン し たい場合 、 ズームチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます 。
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3. 双方向ピンを含むネ ッ ト を選択し 、 それを探し ます 。

4. 双方向ピンを選択し たら 、 方向を変更ボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

設計をパッ ケージする
パッ ケージャは参照名を割当てる こ とによ り論理回路図中の各コ ンポーネン ト を物理
的なパーツに割り付け 、 設計のフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンの準備を し ます 。 設計が階
層的である場合 、 パッ ケージャがそれを フ ラ ッ ト 化し ます 。

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンする と 、 設計は自動的にパッ ケージ化されますが 、 手動で
パッ ケージ化する こ と もできます 。 設計を手動でパッ ケージする こ とによ り 、 設計が
完成し ていないが設計がフ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ン される時に参照名が適切に取り扱
われる こ と を確認し たい場合に便 利 です 。

フ ォワー ド ア ノ テーシ ョ ンを省 く こ とによ り時間の節約にもな り ます 。 パッ ケージャ
ダイアログボッ クスを使って動作 、 最適化アルゴ リズム 、 パッ ケージャのスコープを
制限し 、 更に時間を節約する こ と も可能です 。

設計をパッ ケージするには :

1. ツール > パッ ケージを選択し ます 。 パッ ケージャダイアログボ ッ クスが表示さ
れます 。

2. パッ ケージャダイアログボ ッ クスの設定を設定し ます ( または 、 デフ ォル ト の
設定を 利 用し ます ) 。

参照

• DxDesigner Reference Manual の 「 Packager ダイアログボ ッ クス 」  
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Chapter 7
設計ルールチ ェ ッ クによる回路図の検証

回路図の検証は 「 設計ルールチ ェ ッ ク (DRC) 」 によ り行います 。 DRC は設計中の電
気ルール違反を検知する イベン ト 駆動型ツールです 。 使用中の設計環境に DRC を設
定する こ と もできます 。

設計規則チ ェ ッ カーオプシ ョ ンの詳細については 、 DxDesigner Reference Manual の
「 DRC(schematic_name) ダイアログ 」 をご覧 く だ さい 。 DRC ダイアログのカス タム
デフ ォル ト の設定の詳細については 、 DxDesigner Reference Manual の 「 設計規則チ ェ
ッ ク (DRC) デフ ォル ト フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい 。

DRC を起動するには :

• ツール＞検証を選択するか ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます 。

DRC の設定

• DRC の設定は DRC ダイアログボッ クスを使って行います 。  

回路図をどのよ う に解析し 、 結果報告をど う行うかを指定するには :

1. 設定タ ブで 、 適切なチ ェ ッ クオプシ ョ ンを選択し 、 どの DRC を実行するかを
指定し ます 。

2. 希望するレベルのプロパテ ィ を選択し て DRC がどの く らい階層を降り てい く
かを制限し ます 。

3. 生成されるレポー ト に階層のパスを表示させたい場合 、 レポー ト セクシ ョ ンの
下のボッ クスを ク リ ッ ク し て く だ さい 。

チ ェ ッ ク されるルールの設定するには :

1. ルールタ ブを ク リ ッ ク し て く だ さい 。

2. 希望するルールチ ェ ッ ク を選択し ます :

• チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し てグループを選択し た場合 、 全ての関連す
るルールが選択されます 。

• グループの全てのルールを必要と し ない場合 、 ルールの値欄を ク リ ッ ク し
て変更する こ とができます 。

3. ルールが値を指定する場合 、 ルールの値欄を ク リ ッ ク し て編集する こ とができ
ます 。
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4. ルールの重要度を変更し たい場合 、 ルールの重要度欄を ク リ ッ ク し てプルダウ
ン メ ニューを表示し 、 変更し ます 。

ヒ ン ト : デフ ォル ト のボタ ンを ク リ ッ クする こ とによ り 、 いずれのタ ブ も リ セ ッ
ト できます 。 ネ ッ ト リ ス ト ワーク フ ロー設計の場合 、 ルールタ ブは以下に格納
されているデフ ォル ト に戻るか
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\NetlistVerifyDefaults.ini file 、
Expedition ワーク フ ロー設計の場合 、
\<mgc_home>\<release>\SDD_HOME\standard\VerifyDefaults.ini file にな り ま
す 。

設計をチ ェ ッ クするには :

• DRC の設定が終了し たら 、 OK を ク リ ッ ク し て く だ さい 。

結果 : 「 設定 」 タ ブで指定されたフ ォーマ ッ ト のレポー ト がアウ ト プ ッ ト ウ ィ
ン ド ウに現れます 。 ルールタ ブで変更し た設定はユーザーのプロジ ェ ク ト デ ィ
レ ク ト リの NetlistVerify.ini フ ァ イルに保存されます 。
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Chapter 8
プロジ ェ ク ト のアーカ イブ

アーカ イバは回路図 、 シンボル 、 また DxDesigner の特定の設計やプロジ ェ ク ト に関
連するデータ を集め 、 保存するプロジ ェ ク ト 管理ユーテ ィ リ テ ィ にな り ます 。 Ｄ Ｍ Ｓ  
や他のデータ管理ツールにチ ェ ッ ク イ ンできる自己完結型の設計を提供し ます 。 アー
カ イバーはウ ィ ザー ドから実行され 、 そこ でどのフ ァ イルをアーカ イブ し 、 ど こに 、
どんなフ ォーマ ッ ト でアウ ト プ ッ ト するか 、 などのオプシ ョ ンを選択し ます 。 詳細に
ついては 、 DxDesigner Reference Manual の 「 アーカ イブウ ィ ザー ド 」 をご覧 く だ さい
。

設計をアーカ イブするには 、 次のステ ッ プを踏んで く だ さい :

1. アーカ イブのウ ィ ザー ド をツール > アーカ イバプルダウン メ ニュー項目を使っ
て開きます 。

2. 「 Options 」 のスク リーンで 、 アーカ イブ し たいプロジ ェ ク ト と アウ ト プ ッ ト
のターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ を選択し ます 。  

3. アウ ト プ ッ ト を圧縮し たい場合 、 zip 形式で圧縮チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て
く だ さい 。

4. 全てのシー ト を pdf フ ォーマ ッ ト で保存し たい場合 、 Create pdf チ ェ ッ クボ ッ
クスを ク リ ッ ク し て く ださい 。

5. 次へを ク リ ッ ク し て く だ さい 。

6. アーカ イブに含める追加フ ァ イルを入力し て く だ さい 。

7. 完了を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

アーカ イバは指定のフ ォーマ ッ ト と場所にアーカ イブ フ ァ イルを作成し ます 。 さ らに
結果を標準デ ィ レ ク ト リのログフ ァ イルと 「 結果 」 画面に報告し ます 。

アーカ イブ されたプロジ ェ ク ト で作業するには 、 DxDesigner でアーカ イブ された .prj 
フ ァ イルを 、 必要ならば先に解凍し てから開いて く だ さい 。
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Chapter 8
印刷 、 プロ ッ ト 、 PDF の作成

以下において DxDesigner での 回路図シー ト またはシンボルの印刷方法と プロ ッ ト 方
法 、 そ し て設計の PDF 化について説明し ます 。

Windows での印刷
次の ト ピ ッ クでは Windows で印刷する方法を説明し ます :

• Windows の設定

• 現在のシー ト の印刷

Windows の設定

DxDesigner の Windows バージ ョ ンから最初に印刷する前に次のこ と を行う必要があ
り ます : 

• コ ンピ ュータ 、 あるいはネ ッ ト ワークにプ リ ン タ を接続し ます 。

• 使用し ている コ ンピ ュータにプ リ ン タ • ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます 。

• 使用し ている コ ンピ ュータにプ リ ン タ を追加し ます 。  

これらのタ スク をまだ完了し ていない場合 、 回路図やシンボルの印刷を試みる前に行
って く だ さい 。  

「 印刷 」 ダイアログボ ッ クスの 「 ウ ィ ン ド ウ 」 と 「 シー ト 」 のオプシ ョ ンを使ってア
ク テ ィ ブなウ ィ ン ド ウや特定の回路図を印刷できます 。 さ らに 、 フ ァ イル > プロジ ェ
ク ト 印刷 　 オプシ ョ ンを使って設計全体を印刷できます 。 特殊な例と し て 、 アウ ト プ
ッ ト を  HPGL フ ァ イルに送る こ と もできます 。  

DxDesigner のセ ッ シ ョ ン中に作業しやすい色が必ずし も印刷に適し た色とは限らない
ため 、 DxDesigner では各オブジ ェ ク ト について表示色と印刷色をそれぞれ定義する
こ とができます 。 グラ フ ィ ッ クオブジ ェ ク ト やコ ンポーネン ト 、 テキス ト 、 ア ノ テー
シ ョ ン • オブジ ェ ク ト の色の定義の詳細情報については 2 章 49 ページの “ オブジ ェ
ク ト 色の変更 ” を参照し て く だ さい 。

• Windows での印刷 

• UNIX での入力用紙 ト レ イの選択

• UNIX での印刷 

• Windows でのプロ ッ ト

• UNIX でのプロ ッ ト  

• 設計の PDF を作成する
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Windows の環境変数

Windows で印刷するには次の環境変数を使用し ます : 

• WDIR ( 必須 ) 

• HPGL_WIDTH_SCALE （ オプシ ョ ン― HPGL アウ ト プ ッ ト に使用 ）  

• HPGL_HEIGHT_SCALE 　 （ オプシ ョ ン― HPGL アウ ト プ ッ ト に使用 ）  

WDIR の使用

• WDIR は必須の環境変数です 。  

• DxDesigner のイ ンス ト ール中に WDIR を指定し ます 。  

HPGL_WIDTH_SCALE と  HPGL_HEIGHT_SCALE の使用

アウ ト プ ッ ト を  HPGL に送信する場合 、 HPGL プロ ッ ト フ ァ イルのフ ォ ン ト の縮尺変
更を行う ために HPGL_WIDTH_SCALE と  HPGL_HEIGHT_SCALE 変数を使用できま
す 。 変数に与えられる値は浮動小数点数であ り 、 縮尺の定数と し て使われます 。  

• 1 よ り大きい値はフ ォ ン ト サイズを拡大し ます 。  

• 1 よ り小さい値はフ ォ ン ト サイズを縮小し ます 。  

現在のシー ト の印刷

1. フ ァ イル > 印刷を DxDesigner のメ イ ン メ ニューから選択し て く だ さい 。  

2. 「 印刷 」 ダイアログボ ッ クスの所定のフ ィ ールド を埋めて く だ さい 。  

3. OK を ク リ ッ ク し ます 。  

印刷ダイアログボ ッ クスのオプシ ョ ンの詳細については 、 ダイアログボ ッ クスのヘル
プボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

ヒ ン ト : デフ ォル ト の印刷設定を使用し たい場合は 、 ツールバーの ボタ ンを
ク リ ッ ク し て く だ さい 。

UNIX での入力用紙 ト レ イの選択
UNIX 上での DxDesigner のプロ ッ ト と印刷機能においては特定のプ リ ン タ • 入力用紙
ト レ イの選択はできません 。 印刷ジ ョ ブをプ リ ン タの希望の入力用紙 ト レ イに差し向
けるにはまず設計や設計シンボルの各ページのプロ ッ ト フ ァ イルを作成し 、 次に （ 例
:lp のよ う な ） UNIX の標準印刷コマン ド を適切なベンダー独自のオプシ ョ ン • スイ ッ
チ と共に使う こ とが推奨されます 。  



印刷 、 プロ ッ ト 、 PDF の作成
UNIX での印刷

DxDesigner User’s Guide, EE2007.3 151

 HP LaserJet 5Si プ リ ン タに 11x17 の普通紙の入力 ト レ イから フ ァ イルを印刷するに
は次の入力を行って く だ さい :

lp -d<printer_name> -omtypePlain -o11x17 <filename>

<printer_name> は UNIX システムで認識されているプ リ ン タ名であ り 、  
<filename> は DxDesigner にてフ ァ イル > プロ ッ ト も し く はフ ァ イル > プロジ
ェ ク ト をプロ ッ ト ... を使って作成されたプロ ッ ト フ ァ イル名を表し ます 。

Note
プ リ ン タの希望の入力用紙 ト レ イ を対象に設定するやり方の詳細についてはプ
リ ン タのベンダーにお問い合わせ く だ さい 。

フ ァ イルをプロ ッ ト する DxDesigner の設定の仕方 :

1. Windows のコ マン ド ラ イ ンに次のよ う に打ち込みます 
plotsetup

2. 使用し ているプ リ ン タに希望のデバイスフ ァ イルを選択し て く だ さい （ 例 : 標
準ポス ト スク リ プ ト 用に ps.des ） 。  

3. フ ァ イル出力オプシ ョ ンを選択し て く だ さい 。

4. 単一の回路図シー ト やシンボルをプロ ッ ト する場合 、 アウ ト プ ッ ト を送る フ ァ
イル名を入力し て く だ さい 。 その他の場合 、 DxDesigner は他の要素に加え 、
回路図やシンボルのフ ァ イル名に基づいてプロ ッ ト フ ァ イル名を自動的に生成
し ます 。

プロ ッ ト セ ッ ト ア ッ プ ... ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータの設定は DxDesigner のプロ ッ
ト 機能のみに影響し ます 。

UNIX での印刷
次の ト ピ ッ クは UNIX で印刷する方法を説明し ます

• UNIX での設定

• 現在のシー ト を印刷

UNIX での設定

 UNIX でプ リ ン タ を設定するには : 

1. ツールボ ッ クス 、 そ し て次にサービス & 文書セン ターをダブルク リ ッ ク し て
く だ さい 。 これでコ ン ト ロールパネルのダイアログボ ッ クスが表示されます 。  

2. プ リ ン タ をダブルク リ ッ ク し ます 。 これでプ リ ン タのダイアログボ ッ クスが表
示されます 。  
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3. 「 新規プ リ ン タ を追加 」 をダブルク リ ッ ク し て く だ さい 。 これでプ リ ン タ追加
ウ ィ ザー ドが表示されます 。  

4. プ リ ン タ追加ウ ィ ザー ド でプ リ ン タの設定を定義するため次のこ と を行って く
だ さい : 

a. ウ ィ ザー ド を開始するために次へを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

b. UNIX プ リ ン タのフ ィ ールド にプ リ ン タのネ ッ ト ワーク名を打ち込むか 、 下
のリ ス ト から名前を選択し て く だ さい 。 次へを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

c. 印刷コ マン ドのフ ィ ールド に印刷のために リ ス ト ア ッ プ された UNIX コマ
ン ド を （ 必要ならば ） 変更し て く だ さい 。 このフ ィ ールドのデフ ォル ト の
コ マン ドが正しい場合は次へを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

d. プ リ ン タ名のフ ィ ールド に （ HP LaserJet のよ う な ） プ リ ン タのよ り記述的
な名前を打ち込んで く だ さい 。 これは DxDesigner から印刷する と きに表示
されます 。 プ リ ン タ説明のフ ィ ールド に （ 設計部 Laser Printer - 3 階のよ う
な ） このプ リ ン タについてのよ り詳しい情報を打ち込むこ とができます 。
次へを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

e. 表示された情報を見直し 、 次のいずれかの事を行って く だ さい : 

• 戻るを ク リ ッ ク し 、 前のウ ィ ザー ド スク リーンに戻って変更を加える 。  

• 完了を ク リ ッ ク し 、 プ リ ン タの設定を適用する 。  

現在のシー ト を印刷

1. フ ァ イル > 印刷を DxDesigner のメ イ ン メ ニューから選択し て く だ さい 。  

2. 「 印刷 」 ダイアログボ ッ クスの所定のフ ィ ールド を埋めて く だ さい 。  

3. OK を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

Windows でのプロ ッ ト
現行シー ト をプロ ッ ト するには 、 次のステ ッ プを踏んで く だ さい : 

1. 基本のプロ ッ ト の設定

2. メ タ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト に設計を転送する

3. プロ ッ ト のスプール

基本のプロ ッ ト の設定

プロ ッ タのデフ ォル ト パラ メ ータ を使って基本プロ ッ ト を作成 、 あるいは追加パラ メ
ータ を構成し てプロ ッ ト を カス タ マイズできます 。  
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プロ ッ タのデフ ォル ト のパラ メ ータ を使って現行シー ト をプロ ッ ト するために次の必
須タ スク を行って く だ さい : 

1. プロ ッ ト ワークシー ト を開きます 

2. プロ ッ タのデバイスを選択し ます 。  

3. サイズを選択し ます 。  

4. プロ ッ ト する設計の表示を選択し ます 。  

 プロ ッ ト ワークシー ト を開き 、 プロ ッ タデバイスを選択するには : 

1. コ マン ドのプロンプ ト から 、 plotsetup と打ち込みます 。 これでプロ ッ ト 用のワ
ークシー ト が開きます 。  

2. デバイスボ ッ クスの中から プロ ッ タに一番適合するデバイスを選択し て く だ さ
い 。  

用紙サイズを選択するには : 

• メ ー ト ル法か米国単位系のいずれかの用紙サイズを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

X> と  Y> ボ ッ クスの内容が選択サイズを反映し ます 。  

ヒ ン ト :ZSIZE パラ メ ータの指定や用紙のカス タムの追加サイズを定義するのに
プロ ッ ト オプシ ョ ンのワークシー ト を使用し ます 。  

シー ト の全体やズーム表示をプロ ッ ト  するには :

1. 「 範囲 」 のセクシ ョ ンで 、 次のよ う にオプシ ョ ンを選択し て く だ さい :

• プロ ッ ト を始める段階でズームイ ン し ているかど うかにかかわらず 、 シー
ト 全体をプロ ッ ト するにはシー ト 全体を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

• プロ ッ ト を始めた時点でズームイ ン されているシー ト 領域をプロ ッ ト する
には 「 ズーム表示 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

基本構成を完了するには : 

• プロ ッ ト のワークシー ト を閉じ て設定パラ メ ータ を保存するには OK を ク リ ッ
ク し て く だ さい 。  

メ タ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト に設計を転送する

プロ ッ タにスプールする前に設計を メ タ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト に転送し ます 。  
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設計を転送 するには : 

1. プロ ッ ト し たい設計を開きます 。  

2. メ イ ン メ ニューから フ ァ イル > 転送 >Powerview メ タ フ ァ イルを選択し て く だ
さい 。  

3. 「 名前をつけて保存 」 のダイアログボ ッ クスに保存し たいパス と名前を入れて
く だ さい 。  

転送される メ タ フ ァ イルのデフ ォル ト の拡張子は .met です 。  

プロ ッ ト のスプール

Windows DOS のシ ェルから 、 コ マン ド プロンプ ト にて次のよ う に打ち込んで く だ さ
い : 

splplt -p <path><filename.met> 

プロ ッ ト 構成のと きに指定し たデバイスにフ ァ イルがプロ ッ ト されます 。

UNIX でのプロ ッ ト
次の ト ピ ッ クは UNIX におけるプロ ッ ト 操作を説明し ます :

• UNIX でのプロ ッ ト の設定 

• デフ ォル ト 設定を使用し ての UNIX でのプロ ッ ト

• カス タム設定を使用し ての UNIX でのプロ ッ ト

UNIX でのプロ ッ ト の設定

シー ト をプロ ッ ト する前に 、 環境をセ ッ ト ア ッ プ し なければな り ません 。 イ ンス ト ー
ル中 、 DxDesigner は次のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます : 

<install_directory>/standard/devdes 

このデ ィ レ ク ト リは一般的に使用されるプロ ッ タ用の .des （ 記述 ） フ ァ イルが入れら
れます 。 これらの記述フ ァ イルはイ ンス ト ール CD に含まれています 。 このデ ィ レ ク
ト リ にそれらの .des フ ァ イルを コ ピーする こ とによ り プロ ッ タ を追加できます 。  

 UNIX でプロ ッ ト するには次の環境変数を使います : 

• WDIR ( 必須 ) 

• SYSPLT （ 必須 ）
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• HPGL_WIDTH_SCALE （ オプシ ョ ン― HPGL アウ ト プ ッ ト に使用 ）

• HPGL_HEIGHT_SCALE 　 （ オプシ ョ ン― HPGL アウ ト プ ッ ト に使用 ）

WDIR と  SYSPLT の使用

• WDIR と  SYSPLT は UNIX で必要と される環境変数です 。  

• DxDesigner のイ ンス ト ール中に WDIR を指定し ます 。  

• SYSPLT は .cshrc フ ァ イルに追加し て手動で指定し ます 。 SYSPLT は他の書き
込み可能なデ ィ レ ク ト リ同様に定義できます 。 DxDesigner はこのデ ィ レ ク ト
リ を一時的なプロ ッ ト フ ァ イルの保存に使います 。  

Using HPGL_WIDTH_SCALE and HPGL_HEIGHT_SCALE - 
Plotting

アウ ト プ ッ ト を  HPGL に送信する場合 、 HPGL プロ ッ ト フ ァ イルのフ ォ ン ト の縮尺変
更を行う ために HPGL_WIDTH_SCALE と  HPGL_HEIGHT_SCALE 変数を使用できま
す 。 変数に与えられる値は浮動小数点数であ り 、 縮尺の定数と し て使われます 。  

• 1 よ り大きい値はフ ォ ン ト サイズを拡大し ます 。  

• 1 よ り小さい値はフ ォ ン ト サイズを縮小し ます 。  

デフ ォル ト 設定を使用し ての UNIX でのプロ ッ ト

Note
この手順は UNIX 上で しか使えません 。 PC 上で設計をプロ ッ ト する情報に関
し ては Windows でのプロ ッ ト を参照し て く だ さい 。  

Note
デフ ォル ト 設定を使って設計をプロ ッ ト するには 、 はじめにデフ ォル ト のデバ
イスを選択し なければな り ません 。 デフ ォル ト のデバイスを変更するのでない
限り 、 このこ とは一回行う だけですみます 。  

UNIX での基本的なプロ ッ ト

プロ ッ タのデフ ォル ト 設定を使う には 、 次の必要な タ スク を行って く だ さい : 

• プロ ッ ト • ワークシー ト のダイアログボッ クスを開いて く だ さい （ Figure 8-1 ）
。  

• プロ ッ タのデバイスを選択し ます 。  

• 用紙サイズを選択し ます 。  
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• 出力デバイスを選択し ます 。  

• プロ ッ ト する設計の表示を選択し ます 。  

プロ ッ ト • ワークシー ト を開いてプロ ッ ト デバイスを選択するには : 

1. メ イ ン メ ニューから フ ァ イル > プロ ッ ト のセ ッ ト ア ッ プを選んで く だ さい 。 こ
れで Figure 8-1 に示されているプロ ッ ト • ワークシー ト のダイアログボ ッ クス
が表示されます 。  

2. デバイスのリ ス ト の中から プロ ッ タに適合するデバイスを選択し て く だ さい 。  

Figure 8-1. プロ ッ ト ・ ワークシー ト のダイアログボ ッ クス 

用紙サイズを選択し ます : 

• 用紙サイズのと こ ろで 、 米国単位系かメ ー ト ル法かのいずれかを選んで く だ さ
い 。  

X> と  Y> のフ ィ ールドの値は選択されたサイズを示し ています 。  

ZSIZE パラ メ ータの指定や用紙のカス タムの追加サイズを定義するのにプロ ッ ト オプ
シ ョ ンのワークシー ト を使用し ます 。  

アウ ト プ ッ ト 先を選択し ます : 

「 アウ ト プ ッ ト 」 のと こ ろで 、 次のいずれかを選択し て く だ さい : 

• FILE ― 「 アウ ト プ ッ ト 」 のフ ィ ールド にて作成し たいプロ ッ ト フ ァ イルの名前
を打ち込んで く だ さい 。 フ ァ イル名を入力し ないと 、 フ ァ イル名を現行シー ト
のものにデフ ォル ト されます 。

• SPOOL ―プロ ッ ト フ ァ イルを指定のプロ ッ タに スプールするのに選択し て く
だ さい 。
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• ポー ト ... ―ポッ プア ッ プ メ ニューから （  /dev/ttya のよ う な ） 使用可能なポー ト
を選んで く だ さい 。  

表示の選択 : 

シー ト 全体とズーム表示のいずれも プロ ッ ト できます 。  

• プロ ッ ト を始める段階でズームイ ン し ているかど うかにかかわらず 、 シー ト 全
体をプロ ッ ト するには 「 シー ト 全体 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

• 現行ズーム設定におけるシー ト 領域をプロ ッ ト するには 、 「 ズーム表示 」 を ク
リ ッ ク し て く だ さい 。  

構成の完了 : 

• プロ ッ ト •ワークシー ト を閉じ て設定を保存するにはOK を ク リ ッ ク し て く だ さ
い 。  

カス タム設定を使用し ての UNIX でのプロ ッ ト

プロ ッ ト • ワークシー ト から表示される 、 次のダイアログボ ッ クスから プロ ッ ト のカ
ス タ マイズ設定を定義できます : 

• プロ ッ ト • オプシ ョ ン （ 「 オプシ ョ ン 」 を ク リ ッ ク ）

• プロ ッ ト • グラ フ ィ ッ ク （ 「 グラ フ ィ ッ ク 」 を ク リ ッ ク ）  

プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス

プロ ッ ト オプシ ョ ンダイアログボ ッ クスでは以下のカス タ マイズが実行できます : 

• ZSIZE の用紙サイズの指定 

• 新規にカス タ マイズされた用紙サイズの作成と指定 。  

• プロ ッ タへの制御文字列の送信 。  

• フ ァ イルアウ ト プ ッ ト を保持するデ ィ レ ク ト リの選択 。  

ZSIZE の用紙サイズを指定するには :

1. プロ ッ ト • ワークシー ト の 「 用紙サイズ 」 枠にある ZSIZE ボタ ンを ク リ ッ ク
し て く だ さい 。  

2. 「 プロ ッ ト • オプシ ョ ン 」 ワークシー ト を開 く にはオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て
く だ さい 。  

3. 「 DEFINE ALTERNATE PAPER SIZE 」 枠のボ ッ クスを埋めて く だ さい 。  



DxDesigner User’s Guide, EE2007.3158

印刷 、 プロ ッ ト 、 PDF の作成
UNIX でのプロ ッ ト

• 名前 : ボッ クスの表示は ZSIZE です 。 このボ ッ クスは変更し ないで く だ さい
。 新規名称のカス タム用紙サイズを作成するための指示を見るには 、 こ こ
を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

• 値域 : ボ ッ クスには 、 イ ンチか ミ リ単位で用紙の長さ  (X>) と幅 (Y>) を入力
し て く だ さい 。  

• 余白:ボ ッ クスには 、 イ ンチか ミ リ単位で左> 、 右> 、 上> 、 下>の余白の値を
入力し て く だ さい 。  

新規のカス タム用紙サイズを作成し 、 その寸法を定義するには :

1. プロ ッ ト • ワークシー ト にて米国単位系かメ ー ト ル法の用紙サイズを 、 使用し
たい単位系によ って選択し て く だ さい 。  

注 : 選択されるサイズはどれでもかまいません 。 このプロ ッ ト • セ ッ ト ア ッ プ
でのサイズ選択で必要なのは追加シー ト が米国単位かメ ー ト ル単位かである区
別です 。  

2. 「 プロ ッ ト • オプシ ョ ン 」 ワークシー ト を開 く にはオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て
く だ さい 。  

3. 「 DEFINE ALTERNATE PAPER SIZE 」 枠のボ ッ クスを埋めて く だ さい 。  

4. 名前 : ボ ッ クスには 、 新規のカス タム用紙サイズの名前を入力し て く だ さい 。  

5. 値域 : ボ ッ クスには 、 イ ンチか ミ リ単位で用紙の長さ  (X>) と幅 (Y>) を入力し
て く だ さい 。  

6. 余白 : ボ ッ クスには 、 イ ンチか ミ リ単位で左 > 、 右 > 、 上 > 、 下 > の余白の値
を入力し て く だ さい 。  

プロ ッ ト • ワークシー ト の用紙サイズのセクシ ョ ンに新規の用紙サイズが追加
されます 。 ステ ッ プの 1 で選択された単位によ り米国単位かメ ー ト ル単位のリ
ス ト に追加されます 。  

プロ ッ ト のアウ ト プ ッ ト の始めか終わり に文字列を配置するには :

プロ ッ ト フ ァ イルの始めや終わり に制御文字列を配置する こ とができます 。 さ らに自
動制御文字列を有効にする こ とによ り プロ ッ タの制御フ ォーム • フ ィ ー ド挙動を送信
する こ と もできます 。  

1. 「 プロ ッ ト • オプシ ョ ン 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 先頭に追加し たい文字列を  Init String> ボ ッ クスに入力し て く だ さい 。 ボ ッ クス
を空欄にし てお く こ と もできます 。  

3. 後ろに付け足す文字列を  Term. 文字列 > ボ ッ クスに入力し て く だ さい 。 ボ ッ ク
スを空欄にし てお く こ と もできます 。  

フ ォームフ ィ ー ド を指定するには :
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• フ ォームフ ィ ー ド を有効にするには 「 フ ィ ー ド • オン 」 を選択 、 フ ォームフ ィ
ー ド を無効にするには 「 フ ィ ー ド • オン 」 を選択解除し て く だ さい 。  

「 フ ィ ー ド • オン 」 を選択し たら 、 DxDesigner は各プロ ッ ト の前にフ ォームフ
ィ ー ド制御文字列を配置し ます 。  

フ ァ イルのアウ ト プ ッ ト のデ ィ レ ク ト リ を選択するには :

アウ ト プ ッ ト を直接プ リ ン タに送っていない場合は 、 フ ァ イルのアウ ト プ ッ ト を保持
するためのデ ィ レ ク ト リ を選択する こ とができます 。  

1. プロ ッ ト • ワークシー ト の 「 アウ ト プ ッ ト 」 枠のフ ァ イルを ク リ ッ ク し て く だ
さい 。  

2. アウ ト プ ッ ト > ボ ッ クスにて 、 アウ ト プ ッ ト フ ァ イルに使用し たい名前を入力
し て く だ さい 。 パスは入力し ないで く だ さい 。  

3. 「 プロ ッ ト • オプシ ョ ン 」 ワークシー ト を開 く にはオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て
く だ さい 。  

4. Out Directory> ボ ッ クスに 、 アウ ト プ ッ ト フ ァ イルを保存し たいデ ィ レ ク ト リ
へのフルパスを入力し て く だ さい 。 アウ ト プ ッ ト のフ ァ イル名は入力し ないで
く だ さい 。  

Note
デ ィ レ ク ト リが入力されない場合 、 フ ァ イルは現行のプロジ ェ ク ト ダイ レ ク ト
リ に配置されます 。  

プロ ッ ト グラ フ ィ クスダイアログボ ッ クス

プロ ッ ト グラ フ ィ クスダイアログボ ッ クスでは以下のカス タ マイズを実行する こ とが
できます :

使用中のプロ ッ タはこれらのオプシ ョ ン全てに対応可能ではないかも しれません 。  

• フ ォ ン ト を指定するには :

• スケーリ ング定数を指定す
るには : 

• フ ィ ッ ト 長方形を指定する
には : 

• プロ ッ ト 原点を指定するに
は : 

• 回転を指定するには : 

• 最適なフ ィ ッ ト のための自動回転の
有効化 :

• イ メ ージを分割するには :

• 線幅を指定するには :

• デバイスレンダ リ ングを選択するに
は :
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フ ォ ン ト を指定するには :

プロ ッ タがフ ォ ン ト レンダ リ ングに対応し ている場合 、 テキス ト のフ ォ ン ト を指定す
る こ とができます 。  

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
「 グラ フ ィ ッ ク 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. フ ォ ン ト 枠にて使用し たいフ ォ ン ト を選択し て く だ さい 。  

3. フ ォ ン ト レンダ リ ングを有効にするために 「 デバイステキス ト 」 を ク リ ッ ク し
て く だ さい 。  

スケーリ ング定数を指定するには : 

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. X 縮尺 > と  Y 縮尺 > のボ ッ クスにそれぞれ縮尺定数を入力し て く だ さい 。 プロ
ッ ト のサイズを縮小するには 0 から 1 の間の十進数を入れて く だ さい 。  

プロ ッ ト 画像は指定された縮尺定数によ り拡大縮小されます 。  

 フ ィ ッ ト 長方形を指定するには :

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
「 グラ フ ィ ッ ク 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 合わせる長方形の X> および Y> 寸法を入力し て く だ さい 。 用紙サイズに米国
単位が選択された場合 、 使用単位はイ ンチにな り ます 。 用紙サイズに メ ー ト ル
単位が選択された場合 、 使用単位は ミ リ にな り ます 。  

プロ ッ ト 画像は長方形に合う よ う に X 軸 、 Ｙ  軸に沿って伸ばされた り 、 縮め
られた り し て縮尺変更されます 。  

 プロ ッ ト 原点を指定するには :

（ プロ ッ ト 原点である ） 左下の角を用紙の左下の隅に対し て次のよ う に設定できます
: 

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 「 端点を有効にする 」 を選択し て く だ さい 。  

3. 「 端点を有効にする 」 の右側にあるボ ッ クスに 、 用紙の端からの X> と  Y> 座
標を指定し て く だ さい 。 用紙サイズに米国単位が選択された場合 、 使用単位は
イ ンチにな り ます 。 用紙サイズに メ ー ト ル単位が選択された場合 、 使用単位は
ミ リ にな り ます 。  

 回転を指定するには : 
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1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 「 プロ ッ ト 拡張 」 枠の 「 揃える 」 を選択し て く だ さい 。  

3. ワークシー ト の 「 回転 」 枠に回転度数を選択し て く だ さい 。 プロ ッ ト を紙上で
0 度 、 90 度 、 180 度 、 あるいは 270 度回転できます 。 プロ ッ ト は反時計回り に
回転し ます 。  

 最適なフ ィ ッ ト のための自動回転の有効化 : 

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 「 プロ ッ ト 拡張 」 枠の 「 全体表示 」 を選択し て く だ さい 。  

 イ メ ージを分割するには : 

数枚の小さいシー ト にプロ ッ ト できるよ う に画像を分割する こ とができます 。 並べて
表示するにはフ ォームフ ィ ー ド に対応し ているプロ ッ タのみで使用できます 。  

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 「 並べて表示を有効にする 」 を選択し て く だ さい 。  

3. 「 並べて表示を有効にする 」 の右側にあるボ ッ クスに 、 画像を分割し たい行と
列の数を指定し て く だ さい 。  

4. プロ ッ ト が印刷されるシー ト のサイズを指定するために 「 並べてアウ ト プ ッ ト
表示 」 のサイズを選択し て く だ さい 。  

Ｚ Ｓ Ｉ Ｚ Ｅ  を選択する と 、 並べて表示されるアウ ト プ ッ ト の ZSIZE 寸法指定のため
のダイアログボ ッ クスが開きます 。 並べて表示する方法を無効にする と 、 システムは
以前に指定された ZSIZE 寸法を返し ます 。  

例 1: ひとつのＤ - サイズのシー ト を二つのＣ - サイズのシー ト に並べて表示する

Ｄ - サイズのシー ト の寸法は 22 ｘ 34 です 。 Ｃ - サイズのシー ト 寸法は 22 ｘ
17 です 。 Ｄ - サイズのシー ト で作成された設計を二つのＣ - サイズのシー ト に
並べて表示するには 、 2 行と 1 列を指定する こ とにな り ます 。  

例 2: ひとつのＤ - サイズのシー ト を四つのＢ - サイズのシー ト に並べて表示する

Ｄ - サイズのシー ト の寸法は 22 ｘ 34 です 。 Ｂ - サイズのシー ト 寸法は 11 ｘ
17 です 。 Ｄ - サイズのシー ト で作成された設計を四つのＢ - サイズのシー ト に
並べて表示するには 、 2 行と 2 列を指定する こ とにな り ます 。  

 線幅を指定するには : 

ポス ト スク リ プ ト • プロ ッ タにプロ ッ ト し ている場合 、 グラ フ ィ ッ ク用の線の幅を設
定する こ とができます 。 デバイスの単位を用いて線の幅を指定し ます 。
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1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 線を太 く するには 「 線幅 」 スラ イ ド レバーを右に ド ラ ッ グし 、 細 く するには左
に ド ラ ッ グし ます 。  

指定された線幅はスラ イ ド レバーの左側にあるボ ッ クスに表示されます 。  

選択デバイスレンダ リ ング

プロ ッ タが対応可能な場合 、 オブジ ェ ク ト をレンダ リ ングする手法を選択できます 。
表示の解像度や速度を最適化するために選択を し ます 。 使用中のプロ ッ タによ り 、 テ
キス ト 、 円弧 、 円 、 ボ ッ クスのレンダ リ ングを選択できます 。 対応されていないレン
ダ リ ングは使用できません 。  

出力デバイスによ り直接オブジ ェ ク ト をレンダ リ ングするには 「 デバイス 」 を選択し
て く だ さい 。 この場合速度は上がり ますが 、 解像度が低下し ます 。  

内部アルゴ リズムを使用し てオブジ ェ ク ト をレンダ リ ングする場合は 「 デバイス 」 を
選択解除し て く だ さい 。 この場合は画面表示どおりの解像度を得られますが 、 処理速
度が落ちます 。  

 デバイスレンダ リ ングを選択するには : 

1. 「 プロ ッ ト グラ フ ィ ッ ク 」 ワークシー ト を開 く にはプロ ッ ト • ワークシー ト の
グラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

2. 対象のオブジ ェ ク ト のレンダ リ ングを有効にするにはそれぞれ 「 デバイス • テ
キス ト 」 、 「 デバイス • 円弧 」 、 「 デバイス • 円 」 、 「 デバイス • ボ ッ クス 」
を選択し て く だ さい 。  

設計の PDF を作成する
DxDesigner の回路図を読み取り 、 回路設計の階層的表示を生成し 、 設計を  Adobe 
Acrobat の PDF フ ァ イルと し て保存するには DxPDF を使用し ます 。 このプロセスを
通じ て DxPDF は設計の階層を保持し 、 ネ ッ ト を相互参照し ます 。

設計チームのほかのメ ンバーに生成された PDF 設計を配布する こ とができます 。 さ
らに回路設計のデータ を保管 • 配布するのに企業全体のデータ管理システムと  DxPDF 
を併せて使用できます 。

DxPDF のセ ッ ト ア ッ プ とオプシ ョ ンの詳細については DxDesigner Reference Manual の
「 DxPDF ダイアログボ ッ クス 」 を参照し て く だ さい 。

DxPDF グラ フ ィ カル 　 ユーザーイ ン ターフ ェースを使用し て PDF フ ァ イルを作成す
るには :
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1. フ ァ イル > 転送 > PDF を選択し ます 。

2. 「 全般 」 、 「 詳細 」 、 「 フ ォ ン ト 」 のタ ブを埋めて く だ さい 。 詳細については
、 DxDesigner Reference Manual の 「 DxPDF ダイアログボ ッ クス 」 ト ピ ッ ク を
ご覧 く だ さい 。

3. 実行を ク リ ッ ク し て く だ さい 。  

結果 :DxPDF はアウ ト プ ッ ト • ウ ィ ン ド ウに生成される PDF フ ァ イルのステー
タ スについての情報を表示し ます 。 変換プロセスの間に発生するいかなる問題
を診断するにも この情報を使用できます 。 「 Acrobat Reader 起動 」 のチ ェ ッ ク
ボッ クスを選択し た場合 、 DxPDF は設計を Adobe Acrobat で表示し ます 。 回路
図に見えるどのテキス ト も検索できます 。 「 Acrobat Reader 起動 」 のチ ェ ッ ク
ボッ クスがク リ ア されている場合 、 Ｐ Ｄ Ｆ  フ ァ イルが生成され 、 DxDesigner
のプロジ ェ ク ト が配置されている フ ォルダに保存し ます 。  
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Chapter 9
BOM( 部品表 ) の生成

次の ト ピ ッ クはパーツ リ ス ターを使用し て BOM ( 部品表 ) を生成する方法について説
明し ます :

一般的なパーツ リ ス ターの情報と その操作について
パーツ リ ス ターは回路図データベースを読み 、 コ ンポーネン ト プロパテ ィ 情報を抽出
し 、 ユーザー定義されたフ ォーマ ッ ト と コ ンテンツのデータ フ ァ イルを生成し ます 。
抽出されるプロパテ ィ のデータはどのユーザー 、 あるいはメ ン ターグラ フ ィ ッ クス定
義のシンボルの （ 未結合の ） プロパテ ィ でも可能です 。 icdbpartslister.ipl フ ァ イルの
ダイアログオプシ ョ ンか設定を使って 、 生成される フ ァ イルフ ォーマ ッ ト を簡単に指
定できます 。 icdbpartslister.ipl フ ァ イルの詳細については 、 DxDesigner Reference 
Manual の 「 パーツ リ ス ター初期設定フ ァ イル 」 をご覧 く だ さい 。  

パーツ リ ス ターを使用する理由

パーツ リ ス ターを使って次のよ う なレポー ト を生成できます :

• パーツ リ ス ト

• コ ス ト 見積も り集計

• プ リ ン ト 基板面積要件

• MRP ( 製造資源計画 ) レポー ト

• 部品表

パーツ リ ス ターにアクセス し て設定するには 、 DxDesigner のツール > パーツ リ ス タ
ープルダウン メ ニューを使ってパーツ リ ス ターのダイアログボ ッ クスを表示し ます 。

パーツ リ ス ターのデフ ォル ト 設定は $SDD_HOME\standard\icdbPartsLister.ipl とい う フ
ァ イルに保存されています 。

• 一般的なパーツ リ ス ターの情報と その操作について

• DxDesigner ウ ィ ン ド ウからパーツ リ ス ターを使用する

• コマン ド ラ イ ンからのパーツ リ ス ターの 利 用

• 出力フ ァ イル形式



DxDesigner User’s Guide, EE2007.3166

BOM( 部品表 ) の生成
DxDesigner ウ ィ ン ド ウからパーツ リ ス ターを使用する

パーツ リ ス ターのダイアログの > フ ァ イル > 名前をつけて保存コ マン ド を使ってカス
タム化された設定を保存する こ とができます 。  

Note
誤ってデフ ォル ト の icdbPartsLister.ipl フ ァ イルを上書き し て し ま う こ と を避け
るために 、 実行を ク リ ッ クする前に必ずカス タム化された設定をパーツ リ ス タ
ーダイアログのフ ァ イル > 名前を付けて保存コ マン ド よ り保存し て く だ さい 。

保存された設定を使う にはパーツ リ ス ターのダイアログのフ ァ イル > 開 く コ マン ド を
使い 、 希望の .ipl フ ァ イルまでナビゲー ト し て く だ さい 。 必要な場合は .ipl フ ァ イル
をパーツ リ ス ターで開 く 前にエデ ィ タ で変更する こ と もできます 。

DxDesigner ウ ィ ン ド ウからパーツ リ ス ターを使用
する

パーツ リ ス ターを  DxDesigner で呼び出すにはメ ニューバーから ツール > パーツ リ ス
ターを選択し て く だ さい 。 パーツ リ ス ターダイアログが別のウ ィ ン ド ウで開きます 。

パーツ リ ス ターのダイアログには三つのタ ブがあ り ます :

• 設定

• ページ

• 列

設定タ ブから プロジ ェ ク ト と ブロ ッ クへのパスを設定し 、 希望のアウ ト プ ッ ト の種類
を選択し ます 。

ページ タ ブではページのサイズ 、 マージン 、 ヘ ッ ダおよびスペーシングを選択し ます
。

列タ ブではアウ ト プ ッ ト のスプレ ッ ド シー ト 列を設定し 、 列のアイテムと ラベルを定
義し ます 。

パーツ リ ス ターの GUI の詳細については 、 DxDesigner Reference Manual の 「 パーツ リ
ス ターダイアログボ ッ クス 」 をご覧 く だ さい 。

コマン ド ラ イ ンからのパーツ リ ス ターの 利 用
コ マン ド ラ イ ンに次のよ う に入力し てパーツ リ ス ターを呼び出し ます :
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icdbpartslister.exe [-o path][-i path]...[-b name][-d path][--] 
[--version][-h]

以上において :

• -o path, --output path ―出力フ ァ イルのパス

• -i path, --config path ― 設定フ ァ イルのパス 。 複数の設定フ ァ イルのパスを入力
できます 。

• -b name, --block name ― ブロ ッ ク名 。

• -d path, --projectpath path ― プロジ ェ ク ト フ ァ イルのパス 。

• --, --ignore_rest ―このフ ラ ッ グに続 く ラベルされた引数を無視 。

• --version ―バージ ョ ン情報を表示し て終了 。

• -h, -help ― 利 用情報を表示し て終了 。

出力フ ァ イル形式
出力フ ァ イルの表示は 2 つの要因によ って決定されます 。 それは設計と初期設定フ ァ
イルです 。 設計はデータのソースで 、 初期設定フ ァ イルはどのデータが表示され 、 出
力フ ァ イルにどのよ う にし て表示されるかを指示し ます 。

例えば 、 以下に簡単な混合信号設計の出力フ ァ イルを示し ます :

test Wednesday, September 29, 1993 11:41 am Page 1

TEST_CIRCUIT

REVISION_HISTORY:
REV0
REV1

# QTY REF DESC TOLR WATT VALUE
--------------------------------------------------
1 1 C1 100UF
2 1 R1 2% .1W 10K
3 3 U1,U3,U4 14PDIP
4 1 U2 16PDIP
-----
6.0

この例では 、 列ラベルで指定された初期設定フ ァ イルがラベルに関連するプロパテ ィ
値を取得し 、 この値を初期設定フ ァ イルで定義された列に指定し ます 。 出力フ ァ イル
の詳細については 、 DxDesigner Reference Manual の 「 パーツ リ ス ター - Settings タ ブ 」
をご覧 く だ さい 。
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Appendix A
作業環境の ト ラ ブルシューテ ィ ング

DxDesigner 診断は次の項目について情報を表示する こ とによ り作業環境の ト ラ ブルシ
ューテ ィ ングを可能にし ます :

• ホス ト ID(PC のみ )

• ラ イセンス環境変数である LM_LICENSE_FILE の値

• サーバー情報 ( ネ ッ ト ワーク ク ラ イアン ト のラ イセンスのみ )

• DxDesigner 特定フ ァ イルの検索

DxDesigner 診断を始めるには :

1. ダ ッ シュボー ド フ ォルダのウ ィ ン ド ウ枠のツールボ ッ クスをダブルク リ ッ ク し
、 次に 「 サービス ・ 付属文書セン ター 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい 。

2. 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」 にて 「 診断 」 をダブルク リ ッ ク し て く だ さい 。

関連 ト ピ ッ ク

• DxDesigner 環境変数の ト ラ ブルシューテ ィ ング

• ラ イセンスの ト ラ ブルシューテ ィ ング

• PATH あるいは WDIR にある フ ァ イルの検索

DxDesigner 環境変数の ト ラ ブルシューテ ィ ング
DxDesigner では特定のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ位置を定義するのに環境変数を使用し
ます 。 DxDesigner はイ ンス ト ールの段階にてこれらの環境変数の値を設定し ます 。
これらの環境変数が正し く 設定されたこ と を確認するために DxDesigner 診断を使用
し ます 。  

DxDesigner 環境変数を表示するには :
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• DxDesigner 診断ボ ッ クスにて環境タ ブを選択し て く だ さい 。 タ ブには以下の情
報が表示され 、 それら を使って環境変数が正し く 設定されたか確認する こ とが
できます 。

Table A-1. 環境変数の診断

環境変数 得られる情報

PATH - オペレーテ ィ ングシ
ステムが実行フ ァ イルを検
索するのに対象と なるデ ィ
レ ク ト リのリ ス ト 。

• PATH 環境変数に指定された全てのデ ィ レ ク ト リ
を表示し ます 。 右手のボ ッ クスにデ ィ レ ク ト リ
の内容を表示するにはアイテムを ク リ ッ ク し て
く だ さい 。  

• PATH が実行し たい DxDesigner 実行フ ァ イルの
場所を示し ている こ と を確認し て く だ さい 。  

WDIR - システムやユーザフ
ァ イルを保存するのに使う
書き込み可能なデ ィ レ ク ト
リ 。 WDIR は .ini フ ァ イル
のよ う な情報を DxDesigner 
が検索する場合 、 最初に検
索される場所です 。

• WDIR 環境変数に指定された全てのデ ィ レ ク ト リ
を表示し ます 。 右手のボ ッ クスにデ ィ レ ク ト リ
の内容を表示するにはアイテムを ク リ ッ ク し て
く だ さい 。

• WDIR 変数がローカルの書き込み可能なデ ィ レ ク
ト リ を示し ている こ と を確認し て く だ さい :

LM_LICENSE_FILE - ラ イセ
ンスフ ァ イルか < ポー ト
>@< ホス ト > 様式を使って
ラ イセンスサーバーを直接
指し ます 。  

• LM_LICENSE_FILE 変数で指定されたエン ト リ
ーを表示 。 右手のボ ッ クスにポー ト ID （ tcp/ip
ポー ト ） と ホス ト 名を表示するにはエン ト リー
を ク リ ッ ク し て く だ さい 。

• 各ク ラ イアン ト の LM_LICENSE_FILE 変数が 、
ラ イセンスサーバーの port@hostname かラ イセン
スフ ァ イルへの明示パスを通じ て有効なラ イセ
ンスフ ァ イルを指し ている こ と を確認し て く だ
さい 。 例えば :

LM_LICENSE_FILE=7654@<NT_server_name>
LM_LICENSE_FILE=<dir_path>/<license_path>

OTHER - このボ ッ クスは 
PATH 、 WDIR 、
LM_LICENSE_FILE 以外の
全ての環境変数を リ ス ト し
ます 。  

• このボ ッ クスの内容は個別の環境によ り変わり
ます 。  

• 右手のボ ッ クスに値を表示するには変数を ク リ
ッ ク し て く だ さい 。

• 適正な環境変数値については特定のコ ンポーネ
ン ト の付属文書を参照し て く だ さい 。
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ラ イセンスの ト ラ ブルシューテ ィ ング
診断ダイアログボ ッ クスの 「 ラ イセンス 」 タ ブから ラ イセンスの ト ラ ブルシューテ ィ
ングについての情報が得られます 。 タ ブの使用については次の情報をガイ ド と し て使
って く だ さい 。

Table A-2. 診断ダイアログボ ッ クス - ラ イセンス タ ブアイテム

ダイアログボ ッ クスアイ
テム

ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

ホス ト  ID ボ ッ クス ノ ー ド ロ ッ ク されたシステムのキーかイーサネ ッ ト カー
ドからホス ト ID を読み取り ます
• PC のみ
• ボ ッ クスに 「 使用できません 」 と表示された場合に

は次のこ とが想定されます
• ネ ッ ト ワーク ラ イセンスを使用し ている可能性が

あ り ます
• Sentinel Driver を イ ンス ト ールし ていないか 、 正し

く イ ンス ト ールされていない可能性があ り ます 。
Sentinel Driver のイ ンス ト ールについてはイ ンス ト
ールツ リーの common\doc デ ィ レ ク ト リ にある 
FlexLM エン ド ユーザガイ ド を参照し て く だ さい 。

• パラ レルポー ト の不具合
• イーサネ ッ ト カー ドの不具合
• キーの不具合

変数 ・ 値ボ ッ クス 全てのラ イセンス関連の環境変数と使用される変数の値
を リ ス ト ア ッ プ し ます 。
• 使用し た変数を選択し て く だ さい 。 その値は 「 変数

・ 値 」 ボ ッ クスの下のボ ッ クスに表示されます 。 さ
らに情報を表示するには値を ク リ ッ ク し て く だ さい
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コ マン ド ラ イ ンから ラ イセンスユーテ ィ リ テ ィ を実行

Windows や UNIX のコマン ド ラ イ ンから ラ イセンスユーテ ィ リ テ ィ を実行できます 。
次のテーブルは 「 診断 」 ダイアログボ ッ クスの 「 ラ イセンス 」 タ ブにあるユーテ ィ リ
テ ィ に相当する Windows や UNIX コマン ド を示し ます 。

ラ イセンス診断ツール ラ イセンスについて更なる情報を提供し ます 。
• ラ イセンスサーバーが稼動し ているか調べる -- サー

バーとデーモンが動いているかチ ェ ッ ク し ます 。  
• 「 変数 ・ 値 」 ボ ッ クスのエン ト リーを選択する こ

とによ り有効にされます
• ネ ッ ト ワーク ラ イセンスでのみ使用できます

• 誰がラ イセンスを使用し ているかを調べる -- 現在承
諾されたラ イセンスを使用し ている各ユーザ名をツ
ールによ り リ ス ト ア ッ プする
• 「 変数 ・ 値 」 ボ ッ クスのエン ト リーを選択する こ

とによ り有効にされます
• ネ ッ ト ワーク ラ イセンスでのみ使用できます

• 全てのラ イセンスのリ ス ト を入手する -- ラ イセンス
承諾された各ツールの使用可能なラ イセンスの総数
を リ ス ト ア ッ プする 。
• 「 変数 ・ 値 」 ボ ッ クスのエン ト リーを選択する こ

とによ り有効にされます
• ネ ッ ト ワーク ラ イセンスでのみ使用できます

• イーサネ ッ ト カー ドからホス ト ID を入手する -- イー
サネ ッ ト カー ドのア ド レスからホス ト ID を読み取り
ます 。  

• イーサネ ッ ト カー ドはローカルかログイ ン し ている
ワークステーシ ョ ンに付随し ているかも しれません

集計のク リ ア 結果ボ ッ クスから古い情報を ク リ アするにはク リ ッ ク し
て く だ さい 。 結果ボ ッ クスを ク リ ア し ない場合は 、 新し
いアウ ト プ ッ ト は既存情報に付け足されます 。

Table A-3. PC または UNIX コマン ド ラ イ ンからのラ イセンスユーテ ィ リ テ ィ

ユーテ ィ リ テ ィ PC コマン ド UNIX コマン ド

LM_LICENSE_FILE set LM_LICENSE_FILE printenv LM_LICENSE_FILE

ラ イセンスサーバーが稼動
し ているか調べる

lmutil lmstat lmstat

誰が使用中のラ イセンスを
所持し ているか調べる

lmutil lmstat -A lmstat -A

Table A-2. 診断ダイアログボ ッ クス - ラ イセンス タ ブアイテム (cont.)
ダイアログボ ッ クスアイ
テム

ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト



作業環境の ト ラ ブルシューテ ィ ング
PATH あるいは WDIR にある フ ァ イルの検索

DxDesigner User’s Guide, EE2007.3 173

PATH あるいは WDIR にある フ ァ イルの検索
作業環境の ト ラ ブルシューテ ィ ングをする場合 、 viewdraw.ini フ ァ イルや 、 適合する 
draw.ini 制御フ ァ イル 、 PCB 設定フ ァ イル等のフ ァ イルの所在を確認する必要に迫ら
れる場合があ り ます 。 PATH か WDIR の環境変数に定義された場所のフ ァ イルを検索
するには 「 診断 」 ダイアログボ ッ クスの 「 フ ァ イルを探す 」 タ ブを使用し ます 。 フ ァ
イルが見つからない場合 、 環境変数を編集する必要があるかも しれません 。

フ ァ イルを探すには :

1. 「 フ ァ イル名 」 ボ ッ クスに探し ている フ ァ イルの名前を入力し て く だ さい

2. 「 PATH の全てのデ ィ レ ク ト リ を検索 」 か 「 WDIR の全てのデ ィ レ ク ト リ を検
索 」 のいずれかを ク リ ッ ク し 、 次に 「 検索 」 を ク リ ッ ク し ます 。

ヒ ン ト : 結果はアウ ト プ ッ ト ウ ィ ン ド ウの情報に付け加えられます 。 アウ ト プ ッ
ト ウ ィ ン ド ウを ク リ アするには 「 集計を ク リ ア 」 を ク リ ッ ク し て く だ さい

全てのラ イセンスのリ ス ト
を入手する

lmutil lmstat -a lmstat -a

イーサネ ッ ト カー ドからホ
ス ト ID を入手する

lmutil lmhostid lmhostid

Table A-3. PC または UNIX コマン ド ラ イ ンからのラ イセンスユーテ ィ リ テ ィ

ユーテ ィ リ テ ィ PC コマン ド UNIX コマン ド
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Appendix B
DxDesigner における VHDL と Verilog の使用

以下にあるよ う に 、 DxDesigner から 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用できる VHDL や 
Verilog 設計フ ァ イルに設計をネ ッ ト リ ス ト する こ とができます 。

• 回路図設計を準備し て ModelSim へエクスポー ト する

回路図を  ModelSim へ転送し 、 シ ミ ュ レーシ ョ ンのデータ を  DxDesigner へと取
り込んで戻すために ModelSim と  VHDL で使う プロセスを示し ます 。

• 回路図での VHDL あるいは Verilog シンボルの使用

各コ ンポーネン ト が VHDL や Verilog モデルと なるよ う な DxDesigner の回路図
の作成の仕方について説明し ています 。  

• 回路図に VHDL や SPICE フ ァ イルを挿入

ウ ィ ン ド ウズのド ラ ッ グ • アン ド • ド ロ ッ プ操作を使用し  Windows Explorer デ
ィ レ ク ト リから直接 VHDL(.vhd) や SPICE(.cir, .ckt, .mod, .spi) フ ァ イルを回路図
へ挿入する方法について説明し ています 。

回路図設計を準備し て ModelSim へエ クスポー ト す
る

DxDesigner では 、  回路図設計を VHDL 設計フ ァ イルにエクスポー ト し て ModelSim
、 Verilog の混合言語シ ミ ュ レータ 、 VHDL 、 そ し て混合言語設計でのシ ミ ュ レーシ
ョ ンに使用し ます 。 ModelSim へ VHDL 設計フ ァ イルを取り込んだ後 、 イ ン タ ラ ク テ
ィ ブなシ ミ ュ レーシ ョ ンプロセスを使って設計のシ ミ ュ レーシ ョ ンを行います 。 プロ
セス途中のどんな と きでもシ ミ ュ レータ を一時停止し 、 その時点での ModelSim デー
タのスナ ッ プシ ョ ッ ト を使って DxDesigner にデータ を戻し て取り込み 、 シ ミ ュ レー
シ ョ ン値を使って元の回路図やネ ッ ト を更新する こ とができます 。  
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次の図式はこのプロセスを概説し ます :

VHDL に正し く エクスポー ト される回路図の作成

DxDesigner にて回路設計を作成する場合 、 ( 信号 、 変数 、 エンテ ィ テ ィ のアーキテ ク
チャ等の )VHDL の全ての基本的な識別子を次のよ う に命名し て く だ さい :

• 名前のはじめは英数字にし て く だ さい

• 英数字と アンダーバーのみを使用し て く だ さい

• 連続アンダーバーを使った り アンダーバーで終わらせないで く だ さい

上記のルールに加え 、 回路図をシ ミ ュ レーシ ョ ン結果で不明確さがな く 更新できるよ
う に次のバスやシンボルピン用の命名ガイ ド ラ イ ンを順守し て く だ さい 。  

DxDesigner にて回路図を作成し ます

DxDesigner のプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ
に ModelSim プロジ ェ ク ト を作成し ます

VHDL に回路図をエ クスポー ト
し ます

ModelSim へ VHDL ネ ッ ト リ ス ト
フ ァ イルを取り込みます

ModelSim にて設計をシ ミ ュ レーシ ョ ン
し 、 希望のスナ ッ プシ ョ ッ ト が得られた
時点で一時停止し ます 。

DxDesigner にシ ミ ュ レーシ ョ ンデータ
を取り込み 、 シ ミ ュ レーシ ョ ン値を使っ
て回路図を更新し ます
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次のテーブルに VHDL データ転送に適用される DxDesigner バス と シンボルピンの命
名ガイ ド ラ イ ンを示し ます :

ModelSim プロジ ェ ク ト の作成

1. ModelSim から  DxDesigner プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ にプロジ ェ ク ト フ ァ イル
を作成し 、 プロジ ェ ク ト の希望の名前を指定し ます 。

ルール : 指定されたフ ァ イル名は mymodelsimproject.mpf のよ う に 、 自動的に 
.mpf 拡張子が付けられます 。

2. プロジ ェ ク ト への全ての葉節点の VHDL ソースを追加し て く だ さい 。

Table B-1. VHDL データ転送の命名ガイ ド ラ イ ン

アイテム ルール

バス • バスの値域 、 スラ イス 、 イ ンデ ッ クスを指定するには角括弧のみを
使用し て く だ さい 。
ヒ ン ト : バスの個別のビ ッ ト を  BUS[2] のよ う に入れて く だ さい 。

• 回路図レベルのど こかでバスを略さずに宣言し て く だ さい 。
例 : 回路図が BUS とい う名のバスの 0 から 15 までのビ ッ ト を使用
する場合 、 回路図のど こかに BUS[0:15] とか BUS[15:0] とかが表示
されなければな り ません 。

• バス素子の値域はバス全体と同じ方向で参照を付けて く だ さい 。
例 : 設計に BUS[15:0] がある場合 、 このバスのスラ イスの参照は 
BUS[7:4] と し て く だ さい 。

• 可能な限りバスの値域はバス名の右に配置し て く だ さい 。
例 :BUS[15:0]A や [15:0]BUSA よ りは 、 BUSA[15:0] とい う名前を使
用し て く だ さい 。

• VHDL にて適切な表現をするのが難しいので A[1:0],B[1:0],C 等のバ
スのバン ドルを避けて く だ さい 。

• ステ ッ プバスは避けて く だ さい 。
理由 : 回路図バスはステ ッ プ指定がされている こ と もあ り ますが 、
混乱の原因と もな り えます 。 例えば 、 BUS[7:0:2] は 4 ビ ッ ト の幅
があ り 、 有効イ ンデ ッ クスは 7 、 5 、 3 、 1 です 。 しかし  VHDL 
は非連続バスに対応し ていないのでこの構築は VHDL においては 8
ビ ッ ト の幅があ り 、 ビ ッ ト の 6 、 4 、 2 と 0 が未接続である とみな
されます 。 シ ミ ュ レーシ ョ ン値を  DxDesigner へ取り込んで戻すと
この信号の値は要求されていた 4 ビ ッ ト でな く 8 ビ ッ ト になって し
まいます 。

シンボルピ
ン

シンボルピン と シンボルの回路図のネ ッ ト 名には固有の名前を指定し
て く だ さい 。  
理由 : 同じ名前の二つのピンを持つ DxDesigner シンボルは直接 VHDL 
には変換できません 。 例えば 、 BUS[15:8] と  BUS[7:0] のよ う に 、 同じ
名前で固有の値域を持つ二つのピンを持つシンボルを変換できません
。
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DxDesigner の回路図を VHDL へエクスポー ト する
VHDL ネ ッ ト リ ス ト をツール > エクスポー ト  > VHDL ネ ッ ト リ ス ト メ ニューからアク
セス し ます 。 VHDL ネ ッ ト リ ス ト のダイアログボ ッ クスが表示されます 。 詳細につ
いては 、 DxDesigner Reference Manual の VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスの ト ピ ッ
ク を参照し て く だ さい 。

ネ ッ ト リ ス ト を ModelSim に取り込む

VHDL へ DxDesigner の回路図を転送し 、 その VHDL ネ ッ ト リ ス ト を作成し た後 、
ModelSim で回路図データの作業を行う こ とができます 。 そ う するためには 、 VHDL 
ネ ッ ト リ ス ト を  ModelSim に取り込みます 。

ModelSim にネ ッ ト リ ス ト を取り込むには :

1. 適切なフ ァ イルコ ンパイル順列を作成するのに深さ優先順を適用し て 
ModelSim プロジ ェ ク ト に生成された VHDL フ ァ イルを追加し て く だ さい 。

2. フ ァ イルを コ ンパイルし 、 必要ならば並べ替えて く だ さい 。

3. DxDesigner の最上レベルの回路図と同じ名前を使って VHDL の最上レベルの
設計を  ModelSim シ ミ ュ レータにロー ド し て く だ さい 。

詳細については製品と一緒に出荷される ModelSim 付属文書を参照し て く だ さい 。

DxDesigner に ModelSim からのデータ を取り込む

ModelSim のシ ミ ュ レーシ ョ ンプロセスによるシ ミ ュ レーシ ョ ンデータ を  DxDesigner 
へ取り込むには 、 希望する と きにコ マン ド を入力し てデータ を送信するか 、 シ ミ ュ レ
ータ を起動するたびにデータが自動的に送信されるよ う にシステムを設定し ます 。
（ シ ミ ュ レータが一時停止するたびにデータが自動的に DxDesigner の回路図に送ら
れます 。 ）

例外 : ネ ッ ト にユーザ供給ラベルが付けられ 、 （ 例えば $N9 とか $1N32 等の ） 固有の
ID がない限り 、 そのシ ミ ュ レーシ ョ ン値は回路図には更新されません 。

ModelSim データ を DxDesigner に送る と き 、 データの転送ができるよ う に
root/3.1/common/arch/lib にある次の共有オブジ ェ ク ト フ ァ イルのいずれかがロー ド さ
れます :

• dx2ms.dll (Windows)

• libdx2ms.so (Solaris)

• libdx2ms.sl (HP/UX)

ModelSim のデータ を手動で DxDesigner に取り込むには : 
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ModelSim シ ミ ュ レーシ ョ ンのコ マン ド プロンプ ト に 、 共有フ ァ イルへのパス と  ba オ
プシ ョ ンからなる次のコ マン ド文字列のいずれかを使用プ ラ ッ ト フ ォームによ り入力
し て く だ さい :

• load path\dx2ms.dll  ba

• load path/libdx2ms.so  ba

• load path/libdx2ms.sl  ba

DxDesigner の回路図はシ ミ ュ レーシ ョ ン値によ り更新されます 。 現行シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン時間がアク テ ィ ブな回路図シー ト の右下の角に表示されます 。

ヒ ン ト : 上記で指定された 、 DxDesigner からのデータの取り込みを明示的に要
求する ba コマン ド オプシ ョ ンに加え 、 ModelSim か DxDesigner のいずれかの
コ マン ド プロンプ ト にて次のコ マン ド を入力できます 。

ModelSim のロー ド コ マン ドのオプシ ョ ンが次のよ う に示されます :

シ ミ ュ レータ稼動時に ModelSim データ を DxDesigner に自動的に取り込むには :

1. D ｘ Designer のプロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ内でテキス ト エデ ィ タ を使って 
startup.do とい う フ ァ イルを作成し て く だ さい 。

2. startup.do とい う フ ァ イルに 、 使用プ ラ ッ ト フ ォームによ って次のいずれかの文
字列を打ち込み 、 フ ァ イルを保存し て く だ さい :

• load <path>/dx2ms.dll  ba

• load <path>/libdx2ms.so  ba

• load <path>/libdx2ms.sl  ba

3. DxDesigner プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リ にて project.mpf フ ァ イルを開き 、 次の一
行を フ ァ イル内で検索し 、 表現式の最初に来るセ ミ コ ロンを除いて く だ さい :

;startup = do startup.do

このプロジ ェ ク ト の ModelSim データは 、 シ ミ ュ レータ を起動し 、 それが一時
停止するたびに DxDesigner へと自動的に送られます 。  

ヒ ン ト : 全てのプロジ ェ ク ト についてシ ミ ュ レータ を実行するたび ModelSim 
データ をに DxDesigner に自動的に送るには 、 .mpf プロジ ェ ク ト フ ァ イルでは

Table B-2. ModelSim ロー ド コマン ド オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 記述

von 取り込まれるデータの表示をオンにし 、 オフにされるまでデフ
ォル ト 設定と し てオンのままにな り ます 。
ヒ ン ト :ba オプシ ョ ンは von を自動的に呼び出し ます 。

voff 取り込まれるデータの表示をオフにし ます 。
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な く 、 ModelSim イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ にある modelsim.ini フ ァ イルを上
記の説明のとお り に変更し て く だ さい 。  

回路図での VHDL あるいは Verilog シンボルの使用
各コ ンポーネン ト が VHDL や Verilog モデルと なるよ う な DxDesigner の回路図を作成
できます 。 構造設計はフ ラ ッ ト 、 階層的のいずれでも可能です 。 詳細については次の
ト ピ ッ クのいずれかを参照し て く だ さい 。

• VHDL シンボルの作成

• Verilog シンボルの作成

VHDL シンボルの作成

VHDL シンボルはラ イブ ラ リ マネージャで作成し ます 。 詳細については Library 
Manager Process Guide の “ Creating a DxDesigner Symbol Using Dx Symbol Editor (DxD-
Expedition Flow) ”  をご覧 く だ さい 。

一度シンボルを作成し て回路図上に配置する と 、 設計全体をシ ミ ュ レーシ ョ ンできま
す 。  

設計全体をシ ミ ュ レー ト する― VHDL
1. 次の方法のいずれかで設計を  VHDL ネ ッ ト リ ス ト に転送し て く だ さい :

DxDesigner のユーザイ ン ターフ ェ イスから転送するには :

i. フ ァ イル > エクスポー ト >VHDL ネ ッ ト リ ス ト を ク リ ッ ク し て く だ さい
。

ii. VHDL ネ ッ ト リ ス ト のダイアログボ ッ クスを埋めて く だ さい 。
(DxDesigner Reference Manual の VHDL Netlister ダイアログボ ッ クスの ト
ピ ッ ク も参照し て く だ さい 。 )

システムコ マン ドのプロンプ ト から転送するには :

• icdb2vhdl [-option|-option=argument] と入力し て く だ さい 。

2. ModelSim と生成された VHDL ネ ッ ト リ ス ト を使用し てシ ミ ュ レーシ ョ ン し て
く だ さい 。  

Verilog シンボルの作成

Verilog シンボルはラ イブ ラ リ マネージャで作成し ます 。 詳細については Library 
Manager Process Guide の “ Creating a DxDesigner Symbol Using Dx Symbol Editor (DxD-
Expedition Flow) ”  をご覧 く だ さい 。
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一度シンボルを作成し て回路図上に配置する と 、 設計全体をシ ミ ュ レーシ ョ ンできま
す 。  

設計全体をシ ミ ュ レー ト する― Verilog
1. 次の方法のいずれかで設計を  Verilog ネ ッ ト リ ス ト に転送し て く だ さい :

DxDesigner のユーザイ ン ターフ ェ イスから転送するには :

i. フ ァ イル > 転送 >Verilog ネ ッ ト リ ス ト を ク リ ッ ク し て く だ さい 。

ii. Verilog ネ ッ ト リ ス ターのダイアログボ ッ クスを埋めて く だ さい 。  

システムコ マン ドのプロンプ ト から転送するには :

• icdb2vlog [-option|-option=argument] と入力し て く だ さい 。

2. ModelSim と生成された Verilog ネ ッ ト リ ス ト を使用し てシ ミ ュ レーシ ョ ン し て
く だ さい 。  

回路図に VHDL や SPICE フ ァ イルを挿入
ウ ィ ン ド ウズのド ラ ッ グ • アン ド • ド ロ ッ プ操作を使用し  Windows Explorer デ ィ レ ク
ト リから直接 VHDL(.vhd) や SPICE(.cir, .ckt, .mod, .spi) フ ァ イルを回路図へ挿入できま
す 。 以上を行う場合 、 DxDesigner はフ ァ イルのシンボルを自動的に作成し ます 。 フ
ァ イルが複数のモデルのついての記述を含む場合 、 フ ァ イルを回路図に ド ロ ッ プする
と きに ド ロ ッ プダウン • メ ニューによ り フ ァ イル中のコ ンポーネン ト を選択する こ と
ができます 。  

生成されるシンボルの名前は VHDL エンテ ィ テ ィ か SPICE モデルと同じ名前にな り
ます 。 シ ミ ュ レーシ ョ ンのためのネ ッ ト リ ス ト に対応するために DxDesigner はシン
ボルに属性を追加し ます 。  

既存のシンボルにフ ァ イルを挿入

VHDL や SPICE フ ァ イルを回路図に ド ラ ッ グ • アン ド • ド ロ ッ プする場合 、 結果と し
て生じ る 、 元の属性の全てを含むシンボルを他のシンボル同様編集できます 。 シンボ
ルが既に存在する場合 、 既存のシンボルがカーソルに付き 、 それを回路図に配置する
こ とができます 。  
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Appendix C
オブジ ェ ク ト のリ ン ク と埋め込み

次の ト ピ ッ クは DxDesigner のド キュ メ ン ト にどのよ う にし てオブジ ェ ク ト を リ ン ク、
または埋め込むかについて説明し ます :

オブジ ェ ク ト の挿入
Note
この機能は UNIX 版では対応し ていません。 

他のアプ リ ケーシ ョ ンで作成し た情報やド キュ メ ン ト を DxDesigner のド キュ メ ン ト
に含める こ とができます。 DxDesigner のド キュ メ ン ト に他のド キュ メ ン ト やオブジ ェ
ク ト を リ ン ク し た り埋め込むこ とができます。 リ ン ク と埋め込みの一番大きな違いは
データが保存される場所にな り ます。 オブジ ェ ク ト を埋め込む場合、 そのデータは
DxDesigner のド キュ メ ン ト の一部と な り ます。 オブジ ェ ク ト を リ ン クする場合は、
DxDesigner のド キュ メ ン ト には情報の保存場所のみが記憶され、 DxDesigner ド キュ メ
ン ト 上にはその情報のグラ フ ィ ッ クが表示されます。 

Note
PC 上ではボーダーのシンボルにオブジ ェ ク ト を挿入する こ とができ、 それらは
挿入が行われたボーダーの回路図上にも表示されます。 

オブジ ェ ク ト の埋め込み
新規あるいは、 既存のオブジ ェ ク ト を DxDesigner ド キュ メ ン ト に埋め込むこ とがで
きます。 

新規のオブジ ェ ク ト を埋め込むには : 

1. ド キュ メ ン ト にオブジ ェ ク ト を埋め込みたい挿入位置を決めて く だ さい。 

2. 追加 > オブジ ェ ク ト 挿入を選択し て く だ さい。 

• オブジ ェ ク ト の挿入

• オブジ ェ ク ト の埋め込み

• オブジ ェ ク ト のリ ン ク
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3. 「新規作成」 オプシ ョ ンを選択し て く だ さい。 

4. 作成し たいオブジ ェ ク ト タ イプを選択し て く だ さい。 

このリ ス ト 中のオプシ ョ ン リ ス ト はコ ンピ ュータにイ ンス ト ールされたアプ リ
ケーシ ョ ンによ り ます。 イ ンス ト ールされていないアプ リ ケーシ ョ ンによ り作
成されたオブジ ェ ク ト は挿入できません。 

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 

6. DxDesigner に戻り ます。 

7. オブジ ェ ク ト 作成に使用し たアプ リ ケーシ ョ ンを終了するか回路図エデ ィ タの
ど こかを ク リ ッ ク し て く だ さい。

既存のオブジ ェ ク ト を埋め込むには : 

1. ド キュ メ ン ト にオブジ ェ ク ト を埋め込みたい挿入位置を決めて く だ さい。 

2. 追加 > オブジ ェ ク ト 挿入を選択し て く だ さい。 

3. 「フ ァ イルから作成」 オプシ ョ ンを選択し て く だ さい。 

4. 埋め込みたいオブジ ェ ク ト のフ ァ イル名を入力するか選択し て く だ さい。 

フ ァ イルを検索し た り選択するには参照ボタ ンを使います。 

5. OK を ク リ ッ ク し ます。 

6. オブジ ェ ク ト をアイ コ ン と し て表示し たいならば、 OK を ク リ ッ クする前に
「アイ コ ン と し て表示」 のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し て く だ さい。 

7. DxDesigner に戻り ます。 

8. DxDesigner ウ ィ ン ド ウのど こかを ク リ ッ ク し て く だ さい。 

埋め込みオブジ ェ ク ト を異なる フ ァ イル形式に変換する

オブジ ェ ク ト のソース • アプ リ ケーシ ョ ン と し て違う アプ リ ケーシ ョ ンを選択する こ
とによ り、 オブジ ェ ク ト を異なる フ ァ イル形式に変換できます。 

オブジ ェ ク ト のリ ン ク
オブジ ェ ク ト へのリ ン ク を作成する こ とによ り、 二つの DxDesigner ド キュ メ ン ト の
間や DxDesigner ド キュ メ ン ト と他のアプ リ ケーシ ョ ンによ り作成されたフ ァ イルの
間でオブジ ェ ク ト を共有できます。 両方のアプ リ ケーシ ョ ンが稼動し ている必要があ
り、 両方のアプ リ ケーシ ョ ン と も動的データ交換 （DDE） かオブジ ェ ク ト のリ ン ク と
埋め込み （OLE） に対応し ていなければな り ません。 

他のフ ァ イルやワー ドのド キュ メ ン ト へのリ ン ク を作成するには : 
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1. 情報を リ ン クする前にソースフ ァ イルが保存されている こ と を確認し て く だ さ
い。 

2. リ ン ク し たい情報が作成されたアプ リ ケーシ ョ ンにて、 ソースフ ァ イルを開い
て リ ン ク し たい情報を選択し て く だ さい。 

3. 編集 > コ ピーを選択し て く だ さい。 

4. DxDesigner ド キュ メ ン ト に切り替えて、 リ ン ク された情報を挿入し たい挿入位
置にカーソルを置いて く だ さい。 

5. 編集 > 特殊貼り付けを選択し て く だ さい。 

6. 「リ ン ク貼り付け」 オプシ ョ ンボタ ンを選択し て く だ さい。 

7. As ボ ッ クスの中の適切なオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。 

8. OK を ク リ ッ ク し ます。 
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エイリアス (ネット ), 94
円

回路図に追加 , 108
円弧

回路図に追加 , 107
オブジェクト

色の変更 , 49
埋め込み , 183
埋め込みオブジ ェ ク ト を異なる フ ァ イ

ル形式に変換する , 184
回転 , 34
切り取り、 あるいはコ ピー , 35
ク リ ッ プボー ドからの貼り付け , 36
個々の選択 , 110
コ ピー , 113
縮尺変更 , 34
ス ト レ ッ チ , 35
選択肢のフ ィ ルタ , 112
挿入 , 183
ナビゲータ での操作 , 28
反転 , 33
リ ン ク , 184
リ ン ク と埋め込み、 入門 , 183

オブジェクトの回転 , 34
オブジェクトの切り取り , 35
オブジェクトのストレッチ , 35
オブジェクトの縮尺変更 , 34
オブジェクトの反転 , 33

— カ  —
カーソル

外観の変更 , 48
階層 ,プロジェクト , 27
階層設計

OAT, 121
シー ト 間の行き来 , 32
設計方法の選択 , 121
入門 , 121
フ ラ ッ ト 設計との比較 , 63

外部データベース
作業 , 132

回路図
PDF フ ァ イルの作成 , 162
VHDL に正し く エクスポー ト されるよ

う作成 , 176
VHDL や SPICE フ ァ イルの挿入 , 181
印刷と プロ ッ ト の入門 , 149
グラ フ ィ ッ クの追加 , 107
交差接続の作成 , 90
作成準備 , 65
準備し て ModelSim にエクスポー ト , 

175
新規作成 , 64
ズーム , 37
ダング リ ング結線の作成 , 90
テキス ト , 107
どのオブジ ェ ク ト を選択するかのフ ィ

ルタ , 112
ナビゲータ での管理 , 30
ネ ッ ト ラベル名よ り結線を作成 , 90
ボーダー , 49
ボーダーの削除 , 56
ボーダーの変更 , 56
ボーダーの編集、 入門 , 65
ボーダーを挿入 , 56

回路図エディタ
参照

回路図 , 106
入門 , 106
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回路図に移動 , 74
カスタマイズ

オブジ ェ ク ト 色 , 49
カーソルの外観 , 48
回路図のボーダー , 56
ダ ッ シュボー ド , 41
ツールメ ニュー , 45
特殊ピンシンボル , 58
ピン タ イプ矢印 , 48

機械パーツ , 86
行

グループ化 , 72
幅の調整 , 72
非表示 , 72
非表示取り消し , 73

行と列のグループ化 , 72
グラフィック

回路図に追加 , 107
クリップボードからのオブジェクトの貼

り付け , 36
検索 /置換ダイアログボックス , 38
原点、プロット , 160
コピー

オブジ ェ ク ト , 35
コマンド

ICT テーブルに移動 , 74
ICT でブロ ッ ク を追加 , 74
回路図に移動 , 74
詳細接続 , 70
ネ ッ ト を派生 , 105
反転 , 105
ボッ クスのサイズ変更 , 105
ミ ラー , 105

コマンドラインコマンド
arc, 107
box, 108
circle, 108
copy, 114
line, 108
pop, 32
psch, 32
psh, 32
psheet, 32
scale, 34
slabel, 111

sname, 111
stext, 112
stretch, 35
string, 38
svalue, 111
text, 107
zselect, 37
回路図 , 65
サイズ , 35
実行 , 38

コンポーネント
同じ名前の複数を選択 , 111
関連するシンボルとの同期化 , 80
機械パーツの取り扱い , 86
接続、 入門 , 88
接続解除 , 91
選択 , 110
テス ト ポイ ン ト の取り扱い , 87
特性の指定、 入門 , 81
名前変更 , 68
配置 , 67
バスで接続 , 100

— サ —
サイズ変更

テキス ト 、 プロパテ ィ 、 または名前 , 
35

再利用
階層設計 , 121
入門 , 121

再利用ブロック , 124
作業環境

ト ラ ブルシューテ ィ ング , 169
作業スペース

カス タ マイズ , 48
作成

ModelSim プロジ ェ ク ト , 177
Verilog シンボル , 180
VHDL シンボル , 180
VHDL にエクスポー ト する回路図 , 176
回路図、 準備 , 65
交差接続 , 90
新規回路図 , 64
新規プロジ ェ ク ト 、 はじめに , 23
ダング リ ング結線 , 90
ネ ッ ト ラベル名よ り結線 , 90
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差動ペア
ICT からの削除 , 75
ICT での作成 , 75
作成 , 97

シート
コ ピー , 106
削除 , 106
順序変更 , 30
追加 , 106

シートの順序変更 , 30
出力ファイル形式 (.lst), 167
ショートカットバー

シ ョ ー ト カ ッ ト グループの名前変更あ
るいは削除 , 44

新規シ ョ ー ト カ ッ ト グループの追加 , 
44

設定 , 44
シリアルコンポーネント、挿入 , 99
シリアルコンポーネントの挿入 , 99
シンボル

Verilog の作成 , 180
VHDL の作成 , 180
コ ンポーネン ト に同期化 , 80
特殊ピンの設定 , 58
特殊ピンの追加 , 58
配置 , 78
ポー ト を追加 , 125

シンボルプロパティ
ICT ビ ューワ , 77

ズーム , 37
ストローク、マウスの動き

vdbindings.vbs を使用し てのカス タ マイ
ズ , 117

有効化、 無効化 , 117
全てのフィルタをリセット

ICT ビ ューワ , 78
制約条件システム (CES)

制約条件の設定 , 60
追加 , 88

接続
交差を作成 , 90
ダング リ ングの作成 , 90
ネ ッ ト ラベル名によ り自動的に作成 , 

90
接続性

配線モー ド , 89
設定、カスタマイズ , 41
線

回路図に追加 , 108
線幅、プロット , 161
相互接続性エディタ , 66

— タ  —
ダイアログボックス

ク イ ッ ク コネクシ ョ ン表示 , 138
検索 / 置換 , 38
ネ ッ ト シ ョ ー ト , 95
ネ ッ ト 分岐 , 99

ダッシュボード
カス タ マイズ , 41
起動 , 22

ダングリング
結線の作成 , 90

追加
回路図に円 , 108
回路図に円弧 , 107
回路図にグラ フ ィ ッ ク , 107
回路図に線 , 108
回路図にボ ッ クス , 108
シンボルへ特殊ピン , 58
制約条件システム (CES) と制約条件 , 

88
配列 , 36

ツールボックス
アイテムを削除 , 43
アイテムを追加 , 43
既存のツールのプロパテ ィ を修正 , 43
作成 , 43

ツールメニュー
カス タ マイズ , 45
コ マン ド エン ト リの編集 , 46
コ マン ドの削除 , 47
コ マン ドの追加 , 46
引数の使用 , 47

データ
他のツールとの交換 , 129

テキスト
回路図に追加 , 107
コ マン ド ラ イ ンからの選択 , 112
サイズ変更 , 35
プロパテ ィ の変更 , 37
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テキスト所有インジケータライン , 109
テストポイント , 87
転送

メ タ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト に設計を , 
153

テンプレート
新規プロジ ェ ク ト 作成時の使用 , 23

ドッキングウィンドウ
詳細 , 18
フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウに変更する

には , 19
トラブルシューティング

DxDesigner 環境変数 , 169
作業環境 , 169
ラ イセンス , 171

— ナ —
ナビゲータ

使用 , 26
名前変更

コ ンポーネン ト , 68
ネ ッ ト , 71

ネット
ICT でブロ ッ クに接続 , 75
アク テ ィ ブな回路図に追加 , 93
エイ リ アス , 94
関連する コ ンポーネン ト の表示 , 33
既存のものにピンを自動的に添付 , 97
結合 , 95
削除 , 93
作成と編集、 はじめに , 92
スペーシング , 104
選択 , 110
ソー ト , 71
デフ ォル ト ネ ッ ト 幅設定をオーバーラ

イ ド するには , 93
デフ ォル ト の表示特性を設定 , 93
名前変更 , 71, 94
派生 , 101
ラベル名によ り結線を自動的に作成 , 

90
ネットショート

ダイアログボ ッ クス , 95
ネットの結合 , 95
ネットのスペーシング , 104
ネットのソート , 71

ネットの派生 , 101
ネットプロパティ

ICT ビ ューワ , 77
ネット分岐

ダイアログボ ッ クス , 99
ネットを派生コマンド , 105

— ハ —
パーツリスター

Part List Exclude プロパテ ィ , 87
一般的な情報 , 165
コ マン ド ラ イ ンから開始 , 166
出力フ ァ イル形式 (.lst), 167
使用する理由 , 165

配線モード
回避 , 89
直線 , 89
直角 , 89

配置
コ ンポーネン ト , 67

配列
追加 , 36

バス
ICT でのリ ッ ピング , 76
コ ンポーネン ト の接続 , 100
選択 , 110
追加 , 101

反転 , 105
引数

DxDesigner, 48
ツールメ ニューと使用 , 47

非グラフィックモード , 66
ビューワ、ICT テーブル , 77
表示

ピンやネ ッ ト 、 それらの関連する コ ン
ポーネン ト , 33

ピン
FUB の削除 , 127
オンシー ト / オフシー ト の追加 , 96
回路図に手動で配置 , 96
関連する コ ンポーネン ト の表示 , 33
自動的に既存のネ ッ ト に添付 , 80, 97
ポー ト を追加 , 125

ピンタイプ矢印
表示と カス タ マイズ , 48

ピンにネットを追加



192 DxDesigner User’s Guide, EE2007.3

A B F GDC E H I J K L M N O P Q R S T U V XW Y Z

自動 , 69
手動 , 70
詳細接続 , 70

ファイル
PATH あるいは WDIR 内の検索 , 173

フィルタ
オブジ ェ ク ト 選択 , 112

フォームフィード、プロット , 158
フォント

HPGL プロ ッ ト フ ァ イルでの縮尺変更 , 
155

縮尺変更 , 150
プロ ッ ト , 160

フラット設計
階層設計との比較 , 63
シー ト 間の行き来 , 32

フローティングウィンドウ
詳細 , 18
ド ッ キングウ ィ ン ド ウに変更するには

, 18
プロジェクト

新規作成、 はじめに , 23
プロジェクト階層 , 27
ブロック , 27

ICT での追加 , 74
プロッタにスプール , 156
プロット

splplt でプロ ッ ト をスプールする , 154
UNIX から , 154
UNIX からデフ ォル ト 設定を使用し て , 

155
Windows, 152
オプシ ョ ンダイアログボ ッ クス , 157
カス タム設定を使用し て UNIX から , 

157
基本のプロ ッ ト の設定 , 152
グラ フ ィ ッ クスダイアログボ ッ クス , 

159
原点 , 160
入門 , 149
フ ァ イルに , 151
フ ォームフ ィ ー ドの指定 , 158
フ ォ ン ト の指定 , 160
用紙サイズ ZSIZE, 157
用紙サイズの選択 , 153

レンダ リ ング , 162
プロパティ

値の変更 , 84
ウ ィ ン ド ウ、 オン ・ オフの切り替え , 

82
削除 , 84
追加 , 83
パラ メ ータ化 , 84
表示の制御 , 83
プロパテ ィ 定義エデ ィ タの使用 , 84

プロパティ定義エディタ , 84
変更、カスタマイズ , 41
ボーダー , 49

回路図からの削除 , 56
回路図の変更 , 56
回路図の編集、 入門 , 65
回路図への挿入 , 56
構成フ ァ イルの場所の指定 , 52
作成 , 50
設定の作成 , 53
設定、 定義 , 52
適用 / 削除 / 変更 , 55

ポート
ICT での表示 , 73
ICT への追加 , 73
印刷 , 157
欠けている ものを追加 , 92
生成 , 91
接続 , 74
接続解除 , 74

ポートの生成 , 91
ボックス

回路図に追加 , 108
ボックスのサイズ変更 , 105
ボトムアップ階層設計の作成 , 121

— マ —
ミラー , 105
メタファイル

メ タ フ ァ イルフ ォーマ ッ ト に設計を転
送する , 153

モード
回避配線 , 89
直線配線 , 89
直角配線 , 89
配線 , 89
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文字列
名前の変更 , 37

— ヤ —
用紙サイズ , 153, 157

— ラ  —
ライセンスユーティリティ

コ マン ド ラ イ ンから実行 , 172
ラベル

コ マン ド ラ イ ンから関連するオブジ ェ
ク ト を選択 , 111

コ マン ド ラ イ ンからの選択 , 111
リーフセル , 27
リップ

ICT のバス , 76
リンク

オブジ ェ ク ト , 184
列

グループ化 , 72
幅の調整 , 72
非表示 , 72
非表示取り消し , 73

レンダリング
プロ ッ ト , 162

ロールバック , 64
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Third-Party Information
This section provides information on open source and third-party software that may be included in the DxDesigner product.

• This product may use libxslt open source software.

©Daniel Veillard.  All Rights Reserved.
©Norman Walsh. All Rights Reserved.
©Thomas Broyer, Charlie Bozeman and Daniel Veillard. All Rights Reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Stenberg. All Rights Reserved.
©Panagiotis Louridas. All Rights Reserved.

• This product may use libxml open source software.

©John Fleck. All rights reserved.
©O'Reilly & Associates, Inc. All rights reserved.
©Gary Pennington and Daniel Veillard. All rights reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Veillard. All rights reserved.
©Daniel Veillard. All rights reserved.
©Bjorn Reese and Daniel Stenberg. All rights reserved.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN
AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE

• This software application may include zlib third party software.

©Christian Michelsen

Permission to use, copy, modify, distribute and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted
without fee, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this
permission notice appear in supporting documentation. Christian Michelsen Research AS makes no representations about
the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty





End-User License Agreement
The latest version of the End-User License Agreement is available on-line at:

www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm

END-USER LICENSE AGREEMENT (“Agreement”)

This is a legal agreement concerning the use of Software between you, the end user, as an authorized
representative of the company acquiring the license, and Mentor Graphics Corporation and Mentor Graphics
(Ireland) Limited acting directly or through their subsidiaries (collectively “Mentor Graphics”). Except for license
agreements related to the subject matter of this license agreement which are physically signed by you and an
authorized representative of Mentor Graphics, this Agreement and the applicable quotation contain the parties'
entire understanding relating to the subject matter and supersede all prior or contemporaneous agreements. If you
do not agree to these terms and conditions, promptly return or, if received electronically, certify destruction of
Software and all accompanying items within five days after receipt of Software and receive a full refund of any
license fee paid. 

1. GRANT OF LICENSE. The software programs, including any updates, modifications, revisions, copies, documentation
and design data (“Software”), are copyrighted, trade secret and confidential information of Mentor Graphics or its
licensors who maintain exclusive title to all Software and retain all rights not expressly granted by this Agreement.
Mentor Graphics grants to you, subject to payment of appropriate license fees, a nontransferable, nonexclusive license to
use Software solely: (a) in machine-readable, object-code form; (b) for your internal business purposes; (c) for the license
term; and (d) on the computer hardware and at the site authorized by Mentor Graphics. A site is restricted to a one-half
mile (800 meter) radius. Mentor Graphics’ standard policies and programs, which vary depending on Software, license
fees paid or services purchased, apply to the following: (a) relocation of Software; (b) use of Software, which may be
limited, for example, to execution of a single session by a single user on the authorized hardware or for a restricted period
of time (such limitations may be technically implemented through the use of authorization codes or similar devices); and
(c) support services provided, including eligibility to receive telephone support, updates, modifications, and revisions. 

2. EMBEDDED SOFTWARE. If you purchased a license to use embedded software development (“ESD”) Software, if
applicable, Mentor Graphics grants to you a nontransferable, nonexclusive license to reproduce and distribute executable
files created using ESD compilers, including the ESD run-time libraries distributed with ESD C and C++ compiler
Software that are linked into a composite program as an integral part of your compiled computer program, provided that
you distribute these files only in conjunction with your compiled computer program. Mentor Graphics does NOT grant
you any right to duplicate, incorporate or embed copies of Mentor Graphics' real-time operating systems or other
embedded software products into your products or applications without first signing or otherwise agreeing to a separate
agreement with Mentor Graphics for such purpose.

3. BETA CODE. Software may contain code for experimental testing and evaluation (“Beta Code”), which may not be used
without Mentor Graphics’ explicit authorization. Upon Mentor Graphics’ authorization, Mentor Graphics grants to you a
temporary, nontransferable, nonexclusive license for experimental use to test and evaluate the Beta Code without charge
for a limited period of time specified by Mentor Graphics. This grant and your use of the Beta Code shall not be construed
as marketing or offering to sell a license to the Beta Code, which Mentor Graphics may choose not to release
commercially in any form. If Mentor Graphics authorizes you to use the Beta Code, you agree to evaluate and test the
Beta Code under normal conditions as directed by Mentor Graphics. You will contact Mentor Graphics periodically
during your use of the Beta Code to discuss any malfunctions or suggested improvements. Upon completion of your
evaluation and testing, you will send to Mentor Graphics a written evaluation of the Beta Code, including its strengths,
weaknesses and recommended improvements. You agree that any written evaluations and all inventions, product
improvements, modifications or developments that Mentor Graphics conceived or made during or subsequent to this
Agreement, including those based partly or wholly on your feedback, will be the exclusive property of Mentor Graphics.
Mentor Graphics will have exclusive rights, title and interest in all such property. The provisions of this section 3 shall
survive the termination or expiration of this Agreement.

 IMPORTANT INFORMATION 

USE OF THIS SOFTWARE IS SUBJECT TO LICENSE RESTRICTIONS. CAREFULLY READ THIS 
LICENSE AGREEMENT BEFORE USING THE SOFTWARE. USE OF SOFTWARE INDICATES YOUR 
COMPLETE AND UNCONDITIONAL ACCEPTANCE OF THE TERMS AND CONDITIONS SET FORTH 

IN THIS AGREEMENT. ANY ADDITIONAL OR DIFFERENT PURCHASE ORDER TERMS AND 
CONDITIONS SHALL NOT APPLY.

http://www.mentor.com/terms_conditions/enduser.cfm


4. RESTRICTIONS ON USE. You may copy Software only as reasonably necessary to support the authorized use. Each
copy must include all notices and legends embedded in Software and affixed to its medium and container as received from
Mentor Graphics. All copies shall remain the property of Mentor Graphics or its licensors. You shall maintain a record of
the number and primary location of all copies of Software, including copies merged with other software, and shall make
those records available to Mentor Graphics upon request. You shall not make Software available in any form to any
person other than employees and on-site contractors, excluding Mentor Graphics' competitors, whose job performance
requires access and who are under obligations of confidentiality. You shall take appropriate action to protect the
confidentiality of Software and ensure that any person permitted access to Software does not disclose it or use it except as
permitted by this Agreement. Except as otherwise permitted for purposes of interoperability as specified by applicable and
mandatory local law, you shall not reverse-assemble, reverse-compile, reverse-engineer or in any way derive from
Software any source code. You may not sublicense, assign or otherwise transfer Software, this Agreement or the rights
under it, whether by operation of law or otherwise (“attempted transfer”), without Mentor Graphics’ prior written consent
and payment of Mentor Graphics’ then-current applicable transfer charges. Any attempted transfer without Mentor
Graphics' prior written consent shall be a material breach of this Agreement and may, at Mentor Graphics' option, result in
the immediate termination of the Agreement and licenses granted under this Agreement. The terms of this Agreement,
including without limitation, the licensing and assignment provisions shall be binding upon your successors in interest
and assigns. The provisions of this section 4 shall survive the termination or expiration of this Agreement.

5. LIMITED WARRANTY. 

5.1. Mentor Graphics warrants that during the warranty period Software, when properly installed, will substantially
conform to the functional specifications set forth in the applicable user manual. Mentor Graphics does not warrant
that Software will meet your requirements or that operation of Software will be uninterrupted or error free. The
warranty period is 90 days starting on the 15th day after delivery or upon installation, whichever first occurs. You
must notify Mentor Graphics in writing of any nonconformity within the warranty period. This warranty shall not be
valid if Software has been subject to misuse, unauthorized modification or improper installation. MENTOR
GRAPHICS' ENTIRE LIABILITY AND YOUR EXCLUSIVE REMEDY SHALL BE, AT MENTOR GRAPHICS'
OPTION, EITHER (A) REFUND OF THE PRICE PAID UPON RETURN OF SOFTWARE TO MENTOR
GRAPHICS OR (B) MODIFICATION OR REPLACEMENT OF SOFTWARE THAT DOES NOT MEET THIS
LIMITED WARRANTY, PROVIDED YOU HAVE OTHERWISE COMPLIED WITH THIS AGREEMENT.
MENTOR GRAPHICS MAKES NO WARRANTIES WITH RESPECT TO: (A) SERVICES; (B) SOFTWARE
WHICH IS  LICENSED TO YOU FOR A LIMITED TERM OR LICENSED AT NO COST;  OR
(C) EXPERIMENTAL BETA CODE; ALL OF WHICH ARE PROVIDED “AS IS.”

5.2. THE WARRANTIES SET FORTH IN THIS SECTION 5 ARE EXCLUSIVE. NEITHER MENTOR GRAPHICS
NOR ITS LICENSORS MAKE ANY OTHER WARRANTIES, EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY, WITH
RESPECT TO SOFTWARE OR OTHER MATERIAL PROVIDED UNDER THIS AGREEMENT. MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SPECIFICALLY DISCLAIM ALL IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT OF
INTELLECTUAL PROPERTY.

6. LIMITATION OF LIABILITY. EXCEPT WHERE THIS EXCLUSION OR RESTRICTION OF LIABILITY
WOULD BE VOID OR INEFFECTIVE UNDER APPLICABLE LAW, IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS
OR ITS LICENSORS BE LIABLE FOR INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING LOST PROFITS OR SAVINGS) WHETHER BASED ON CONTRACT, TORT OR ANY OTHER
LEGAL THEORY, EVEN IF MENTOR GRAPHICS OR ITS LICENSORS HAVE BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. IN NO EVENT SHALL MENTOR GRAPHICS' OR ITS LICENSORS'
LIABILITY UNDER THIS AGREEMENT EXCEED THE AMOUNT PAID BY YOU FOR THE SOFTWARE OR
SERVICE GIVING RISE TO THE CLAIM. IN THE CASE WHERE NO AMOUNT WAS PAID, MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS SHALL HAVE NO LIABILITY FOR ANY DAMAGES WHATSOEVER. THE
PROVISIONS OF THIS SECTION 6 SHALL SURVIVE THE EXPIRATION OR TERMINATION OF THIS
AGREEMENT.

7. LIFE ENDANGERING ACTIVITIES. NEITHER MENTOR GRAPHICS NOR ITS LICENSORS SHALL BE
LIABLE FOR ANY DAMAGES RESULTING FROM OR IN CONNECTION WITH THE USE OF SOFTWARE IN
ANY APPLICATION WHERE THE FAILURE OR INACCURACY OF THE SOFTWARE MIGHT RESULT IN
DEATH OR PERSONAL INJURY.   THE PROVISIONS OF THIS SECTION 7 SHALL SURVIVE THE
EXPIRATION OR TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

8. INDEMNIFICATION. YOU AGREE TO INDEMNIFY AND HOLD HARMLESS MENTOR GRAPHICS AND ITS
LICENSORS FROM ANY CLAIMS, LOSS, COST, DAMAGE, EXPENSE, OR LIABILITY, INCLUDING
ATTORNEYS' FEES, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH YOUR USE OF SOFTWARE AS



DESCRIBED IN SECTION 7. THE PROVISIONS OF THIS SECTION 8 SHALL SURVIVE THE EXPIRATION OR
TERMINATION OF THIS AGREEMENT.

9. INFRINGEMENT. 

9.1. Mentor Graphics will defend or settle, at its option and expense, any action brought against you alleging that
Software infringes a patent or copyright or misappropriates a trade secret in the United States, Canada, Japan, or
member state of the European Patent Office. Mentor Graphics will pay any costs and damages finally awarded
against you that are attributable to the infringement action. You understand and agree that as conditions to Mentor
Graphics' obligations under this section you must: (a) notify Mentor Graphics promptly in writing of the action;
(b) provide Mentor Graphics all reasonable information and assistance to defend or settle the action; and (c) grant
Mentor Graphics sole authority and control of the defense or settlement of the action.

9.2. If an infringement claim is made, Mentor Graphics may, at its option and expense: (a) replace or modify Software so
that it becomes noninfringing; (b) procure for you the right to continue using Software; or (c) require the return of
Software and refund to you any license fee paid, less a reasonable allowance for use.

9.3. Mentor Graphics has no liability to you if infringement is based upon: (a) the combination of Software with any
product not furnished by Mentor Graphics; (b) the modification of Software other than by Mentor Graphics; (c) the
use of other than a current unaltered release of Software; (d) the use of Software as part of an infringing process; (e) a
product that you make, use or sell; (f) any Beta Code contained in Software; (g) any Software provided by Mentor
Graphics’ licensors who do not provide such indemnification to Mentor Graphics’ customers; or (h) infringement by
you that is deemed willful. In the case of (h) you shall reimburse Mentor Graphics for its attorney fees and other costs
related to the action upon a final judgment.

9.4. THIS SECTION IS SUBJECT TO SECTION 6 ABOVE AND STATES THE ENTIRE LIABILITY OF MENTOR
GRAPHICS AND ITS LICENSORS AND YOUR SOLE AND EXCLUSIVE REMEDY WITH RESPECT TO ANY
ALLEGED PATENT OR COPYRIGHT INFRINGEMENT OR TRADE SECRET MISAPPROPRIATION BY
ANY SOFTWARE LICENSED UNDER THIS AGREEMENT.

10. TERM. This Agreement remains effective until expiration or termination. This Agreement will immediately terminate
upon notice if you exceed the scope of license granted or otherwise fail to comply with the provisions of Sections 1, 2, or
4. For any other material breach under this Agreement, Mentor Graphics may terminate this Agreement upon 30 days
written notice if you are in material breach and fail to cure such breach within the 30 day notice period. If Software was
provided for limited term use, this Agreement will automatically expire at the end of the authorized term. Upon any
termination or expiration, you agree to cease all use of Software and return it to Mentor Graphics or certify deletion and
destruction of Software, including all copies, to Mentor Graphics’ reasonable satisfaction.   

11. EXPORT. Software is subject to regulation by local laws and United States government agencies, which prohibit export
or diversion of certain products, information about the products, and direct products of the products to certain countries
and certain persons. You agree that you will not export any Software or direct product of Software in any manner without
first obtaining all necessary approval from appropriate local and United States government agencies.

12. RESTRICTED RIGHTS NOTICE. Software was developed entirely at private expense and is commercial computer
software provided with RESTRICTED RIGHTS. Use, duplication or disclosure by the U.S. Government or a U.S.
Government subcontractor is subject to the restrictions set forth in the license agreement under which Software was
obtained pursuant to DFARS 227.7202-3(a) or as set forth in subparagraphs (c)(1) and (2) of the Commercial Computer
Software - Restricted Rights clause at FAR 52.227-19, as applicable. Contractor/manufacturer is Mentor Graphics
Corporation, 8005 SW Boeckman Road, Wilsonville, Oregon 97070-7777 USA.

13. THIRD PARTY BENEFICIARY. For any Software under this Agreement licensed by Mentor Graphics from Microsoft
or other licensors, Microsoft or the applicable licensor is a third party beneficiary of this Agreement with the right to
enforce the obligations set forth herein.

14. AUDIT RIGHTS. You will monitor access to, location and use of Software. With reasonable prior notice and during
your normal business hours, Mentor Graphics shall have the right to review your software monitoring system and
reasonably relevant records to confirm your compliance with the terms of this Agreement, an addendum to this
Agreement or U.S. or other local export laws. Such review may include FLEXlm or FLEXnet report log files that you
shall capture and provide at Mentor Graphics’ request. Mentor Graphics shall treat as confidential information all of your
information gained as a result of any request or review and shall only use or disclose such information as required by law
or to enforce its rights under this Agreement or addendum to this Agreement. The provisions of this section 14 shall
survive the expiration or termination of this Agreement.



15. CONTROLLING LAW, JURISDICTION AND DISPUTE RESOLUTION. THIS AGREEMENT SHALL BE
GOVERNED BY AND CONSTRUED UNDER THE LAWS OF THE STATE OF OREGON, USA, IF YOU ARE
LOCATED IN NORTH OR SOUTH AMERICA, AND THE LAWS OF IRELAND IF YOU ARE LOCATED
OUTSIDE OF NORTH OR SOUTH AMERICA. All disputes arising out of or in relation to this Agreement shall be
submitted to the exclusive jurisdiction of Portland, Oregon when the laws of Oregon apply, or Dublin, Ireland when the
laws of Ireland apply. Notwithstanding the foregoing, all disputes in Asia (except for Japan) arising out of or in relation to
this Agreement shall be resolved by arbitration in Singapore before a single arbitrator to be appointed by the Chairman of
the Singapore International Arbitration Centre (“SIAC”) to be conducted in the English language, in accordance with the
Arbitration Rules of the SIAC in effect at the time of the dispute, which rules are deemed to be incorporated by reference
in this section 15. This section shall not restrict Mentor Graphics’ right to bring an action against you in the jurisdiction
where your place of business is located. The United Nations Convention on Contracts for the International Sale of Goods
does not apply to this Agreement.

16. SEVERABILITY. If any provision of this Agreement is held by a court of competent jurisdiction to be void, invalid,
unenforceable or illegal, such provision shall be severed from this Agreement and the remaining provisions will remain in
full force and effect. 

17. PAYMENT TERMS AND MISCELLANEOUS. You will pay amounts invoiced, in the currency specified on the
applicable invoice, within 30 days from the date of such invoice. Any past due invoices will be subject to the imposition
of interest charges in the amount of one and one-half percent per month or the applicable legal rate currently in effect,
whichever is lower. Some Software may contain code distributed under a third party license agreement that may provide
additional rights to you. Please see the applicable Software documentation for details. This Agreement may only be
modified in writing by authorized representatives of the parties. Waiver of terms or excuse of breach must be in writing
and shall not constitute subsequent consent, waiver or excuse. 
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エンドユーザ・ライセンス契約書（「本契約」）

この合意書は、ソフトウェアの使用に関し、ライセンスを入手するエンドユーザとして会社の権限ある代表者であるお客様と、Mentor Graphics Corporation お
よび Mentor Graphics (Ireland) Limited（これら二社が直接、またはその子会社を通して活動する場合を含み、以下「メンター・グラフィックス」と総称する）
の間に成立する、正式な契約です。この契約の主題に関し、それぞれの権限ある者が署名したライセンス契約がある場合を除き、本契約と該当する見積書は、お
客様とメンター・グラフィックスの間の完全なる合意を定めたものであり、これらに先立ちまたは同時になされた合意にとって代わるものです。これらの条件に
同意されない場合、ソフトウェアの受領後５日以内にソフトウェアおよび全ての付属品目を直ちに返却し、電子的手段により受領したときはその破棄を証明して、
支払済みライセンス料の全額払戻をお受けください。

第 １ 条 ラ イセンスの許諾  ソ フ ト ウ ェ ア ・ プログラム （そのア ッ プデー ト 、 修正、 改訂、 コ ピー、 ド キュ メ ンテーシ ョ ンおよびデザイ ン ・ データ を含み、 以下 「本
ソ フ ト ウ ェ ア」 とい う ） は、 著作権によ り保護されてお り、 本ソ フ ト ウ ェ アの全部に対し独占的権原を保持し、 かつ本契約で明示的に許諾されていない全ての権
利を留保する メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー （メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに対する使用許諾者、 以下同様） の営業秘密および秘密情報です。
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 適切なラ イセンス料の支払を条件に、 本ソ フ ト ウ ェ アを使用でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 （ ａ ） 機械読取り可能なオブ
ジ ェ ク ト ・ コー ドの形態によ り、 （ ｂ ） お客様の内部業務目的のために、 （ ｃ ） ラ イセンス期間中、 そ し て （ ｄ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し たコ ンピ ュー
タ ・ ハー ド ウ ェ アならびにサイ ト で使用する場合に限り、 お客様に対し許諾し ます。 なお １ サイ ト は、 半径 ０ ． ５ マイル （ ８ ０ ０ メ ー ト ル） 以内に制限されてい
ます。 本ソ フ ト ウ ェ ア、 支払済みラ イセンス料または購入済みサービスに応じ て異なる メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの標準規定は、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの再配置、
（ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用制限 （例えば、 認定されたハー ド ウ ェ ア上での単一ユーザによる単一セ ッ シ ョ ンの実行、 または限定期間の使用等の制限を含み、 これ
らの制限はオーソ ラ イゼーシ ョ ン ・ コー ド または類似の仕組を利用し て技術的に実施される）、 ならびに （ ｃ ） 電話サポー ト 、 ア ッ プデー ト 、 修正および改訂を対
象とするサポー ト ・ サービス、 に適用されます。
  
第 ２ 条 Ｅ Ｓ Ｄ ソ フ ト ウ ェ ア  お客様が組込みソ フ ト ウ ェ ア開発 （以下 「Ｅ Ｓ Ｄ」 と い う ） 用の本ソ フ ト ウ ェ アを使用する ラ イセンスを購入し、 本契約が適用され
る場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムの不可欠な部分と し て、 複合プログラムに連係される Ｅ Ｓ Ｄ Ｃ およ
び Ｃ++ コ ンパイ ラの本ソ フ ト ウ ェ ア と共に頒布される Ｅ Ｓ Ｄ ラ ン タ イム ・ ラ イブ ラ リ を含めて、 Ｅ Ｓ Ｄ コ ンパイ ラ を用いて生成された実行可能フ ァ イルを複製
および頒布でき る譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 お客様に対し許諾し ます。 但し これらのフ ァ イルは、 お客様がコ ンパイルし たコ ンピ ュータ ・ プログラムと
の組合せでのみ頒布される こ と を条件と し ます。 本条で明示的に許諾される ものを除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのリ アルタ イム ・ オペレーテ ィ ング ・ システ
ムまたは他の Ｅ Ｓ Ｄ 用の本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーし、 またはこれをお客様の製品に組込むいかなる権利も、 初めに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス との間で当該目的の
契約を別途締結し、 またはその他方法によ り合意し ない限り、 お客様に対し許諾されません。  
  
第 ３ 条 ベータ ・ コー ド  本ソ フ ト ウ ェ アには、 実験試用および評価用のコー ド （以下 「ベータ ・ コー ド」 と い う） を含んでいる場合があ り ます。 このコー ド は、
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの明示的な許諾な しに使用できません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが承認し た場合、 ベータ ・ コー ド を試験および評価する実験的使用
のための一時的で譲渡不可の非独占的ラ イセンスを、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが特定する限定期間中のみ、 お客様に対し無償で許諾し ます。 この許諾およびお
客様によるベータ ・ コー ド の使用は、 ベータ ・ コー ド のラ イセンスを販売するためのマーケテ ィ ングまたは申込とは解釈されないものと し ます。 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スは、 ベータ ・ コー ド をいかなる形態でも商業的に リ リ ース し ないこ と を選択できます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スがお客様に対し ベータ ・ コー ド の使
用を許諾する場合、 お客様はベータ ・ コー ド を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが指示する環境下で評価および試験する こ と に同意し ます。 お客様には、 ベータ ・ コー
ドの使用期間中、不具合または改良の提案等について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス と定期的に連絡し て頂きます。 またお客様の評価および試験が完了し だい、 ベー
タ ・ コー ドの長所、 弱点および推奨する改良点を含めて、 評価書をお客様から メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへお送り頂 く ものと し ます。 お客様は、 評価書、 および
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約の期間中またはその後に考案または創作する全ての発明、 または製品の改良、 修正も し く は開発物も、 お客様からのフ ィ ー ド
バッ クに一部または完全に基づ く ものを含めて、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの独占的財産と なる こ と に同意し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該財産の全
部について独占的な権利、 権原および権益を保有し ます。 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ４ 条 使用の制限  お客様は、 許諾された使用をサポー ト するため合理的に必要な場合のみ本ソ フ ト ウ ェ アを コ ピーできます。 各コ ピーには、 本ソ フ ト ウ ェ アを
メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スから受領し た際に組込まれてお り、 その記憶媒体および包装に添付されていた全ての告知文および表示を含めなければな り ません。 コ
ピーは全て、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの所有物に留ま り ます。 お客様は、 他のソ フ ト ウ ェ ア と融合し たコ ピーを含めて、 本ソ フ ト ウ ェ
アのコ ピー全部に関し数量および主たる保管場所の記録簿を保持し、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが要求し だい当該記録を利用でき るよ う に し ます。 お客様は、 メ
ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの競合相手を除外し た う えで、 その職務の履行が本ソ フ ト ウ ェ アへのア クセスを必要と し、 かつ秘密保持義務を負 う 、 お客様の従業員お
よびお客様施設現場に在する請負業者以外の者に対し て、 本ソ フ ト ウ ェ アをいかなる形態で も利用可能に し てはな り ません。 またお客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アの秘
密性を保護するため適切な措置を講じ、 かつ本ソ フ ト ウ ェ アへのア ク セスを許されたいかなる者も、 本契約で許可される場合を除き、 これを開示または使用し な
いこ と を保証する ものと し ます。 当該国または地域で適用される強行法規に従い相互運用性の目的で認められる場合を除き、 お客様は、 逆アセンブル、 逆コ ンパ
イル、 リバース ・ エンジニア リ ング、 その他いかなる方法でも、 本ソ フ ト ウ ェ アから ソース ・ コー ド を引出そ う と し てはな り ません。 お客様は、 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの書面による事前同意およびその時点で該当する ト ラ ンスフ ァー料の支払な く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 本契約または本契約に基づ く 権利を、 法適用の効果
またはその他によるかを問わず、 サブ ラ イセンス （再使用許諾）、 譲渡、 その他の方法で移転する こ と （以下 「移転実施」 と い う ） はできません。 メ ン ター ・ グラ
フ ィ ッ ク スの書面によ る事前同意がない移転実施は、 いずれも本契約の重大な違反になる ものと し、 本契約および本契約に基づき許諾された ラ イセンスは メ ン
ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り催告な く 直ちに終了し ます。 本契約の諸条件は、 ラ イセンスおよび譲渡に関する条項を含め、 お客様の相続人、 地位承継者ま
たは譲受人に対し ても拘束力を持ちます。 本条の規定は、 本契約の終了または期間満了後も存続し ます。  
  
第 ５ 条 限定的保証  

第 １ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その保証期間中、 本ソ フ ト ウ ェ アが適切にイ ンス ト ールされている場合は、 該当するユーザ ・ マニ ュ アルで定める機能
上の仕様と実質的に一致する こ と を保証し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 本ソ フ ト ウ ェ アがお客様の要求を満たすこ と、 または本ソ フ ト ウ ェ アの稼動に中
断も し く はエ ラーが生じ ないこ とは保証し ていません。保証期間は、本ソ フ ト ウ ェ アの引渡後 １ ５ 日目またはイ ンス ト ール時点のいずれか早い方から起算する ９ ０
日間と し ます。 お客様は不一致を保証期間中に メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し なければな り ません。 本項の保証は、 本ソ フ ト ウ ェ アの誤用、 許諾され
ていない修正、 も し く は不適切なイ ンス ト ールがな されていた場合には有効と な り ません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの全責任およびお客様唯一の救済手段は、
お客様が本契約を他の点でも全て遵守し ていたこ と を条件に、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの選択によ り、 （ ａ ） 本ソ フ ト ウ ェ アがメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返却
されてから支払済み価格を払戻すか、 （ ｂ ） 本項の限定的保証を満た さ ない本ソ フ ト ウ ェ アを修正または取替える こ との、 いずれか一方と し ます。 また、 （ ａ ） 各
種のサービス、 （ ｂ ） お客様へ期間を限定し て、 も し く は無償で許諾される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｃ ） 実験用ベータ ・ コー ド は、 全て 「現状のまま」 の条件で
提供される ものと し、 これらについて メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは一切の保証を行いません。

第 ２ 項  本条に定める と こ ろが、 本契約に基づ く 唯一の保証と な り ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 本契約に基づき提供される本
ソ フ ト ウ ェ アまたは他の資料について、 明示的、 黙示的または法定上かを問わず、 他のいかなる保証も行いません。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセ
ンサーは、 商業性、 特定目的への適合性、 および知的財産の非侵害について、 一切の黙示的保証を否認し ます。  

第 ６ 条 責任の限定  本条で定める責任の排除および制限が、 法令または規則によ り無効と される場合を除き、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサー
は、 いかなる場合も間接的、 付随的、 派生的または特別な損害 （逸失利益または節約機会の喪失を含む） について、 その損害の可能性を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スまたはそのラ イセンサーが予め知ら されていた場合といえど も、 契約、 不法行為、 またはその他の法理に基づ く かにかかわらず、 その責めを負わないものと し
ます。 いかなる場合も、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーの本契約に基づ く 責任は、 当該請求が生じ た本ソ フ ト ウ ェ アまたはサービスの対価と
し てお客様が支払済みの金額を超えないものと し ます。 支払済み金額がない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーは、 いかなる損害について

 重 要 事 項
このソフトウェアの使用はライセンス条件の適用を受けます。ソフトウェアを使用する前に、このライセンス契約書をよくお読みください。ソ フ ト ウ ェ アを使

用する こ と によ り、 お客様は本契約で定める条件の完全かつ無条件な承諾を表すこ と にな り ます。 ご注文書に追加または異なる条件が含まれる場合、それらは適
用されません。



も一切の責任を負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  
  
第 ７ 条 人命に関る活動  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スまたはそのラ イセンサーは、 その不具合または不正確が死亡事故または人身傷害を もたらす可能性のある応用
分野では、 本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連するいずれの損害について も、 その責めを負わないものと し ます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終
了後も存続し ます。  
  
第 ８ 条 免 責  前条にい う分野での本ソ フ ト ウ ェ アの使用に起因または関連する全ての請求、 損失、 代価、 損害、 経費または賠償責任 （弁護士報酬を含む） につい
て、 お客様にはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーを補償し免責する こ とに同意頂きます。 本条の規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続
し ます。  
  
第 ９ 条 侵 害  
  第 １ 項  米国、 カナダ、 日本、 または欧州特許庁の加盟国において、 本ソ フ ト ウ ェ アが特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用である と、 お客様が
提訴された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担で防御または解決し ます。 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 当該侵害訴訟に帰すべき訴訟
費用および損害賠償でお客様に対する最終裁定額を支払います。 本条に基づ く 義務を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが履行する条件と し て、 お客様には、 （ ａ ） 提訴の
事実を直ちに メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ書面で通知し、 （ ｂ ） 当該訴訟を防御または解決するために、 全ての合理的な情報および支援を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク
スへ提供し、 かつ （ ｃ ） 当該訴訟を防御または解決する単独の裁量権を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ付与し なければなら ないこ と を了解の う え、 これに同意頂き
ます。  
  第 ２ 項  権利侵害の申立がな された場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 その選択および費用負担によ り、 （ ａ ） 非侵害と なるよ う に本ソ フ ト ウ ェ アを代替も し
く は修正するか、 （ ｂ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの使用を継続でき る権利をお客様のために取得するか、 （ ｃ ） 本ソ フ ト ウ ェ アの返却を要求し、 かつ使用による合理的な控
除額を差引いた支払済みラ イセンス料をお客様へ払戻すこ との、 いずれかを行う こ とができます。  
  第 ３ 項  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スは、 権利侵害の主張が、 （ ａ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの供給によ ら ない製品との組合せ、 （ ｂ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク ス
以外による本ソ フ ト ウ ェ アの修正、 （ ｃ ） 変更な しの現行リ リ ース以外による本ソ フ ト ウ ェ アの使用、 （ ｄ ） 侵害する方法 ・ 工程の部分と し ての本ソ フ ト ウ ェ アの
使用、 （ ｅ ） お客様が作成、 使用または販売する製品、 （ ｆ ） 本ソ フ ト ウ ェ アに含まれるベータ･コー ド 、 （ ｇ ） メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの顧客に対し その補償を
行わない メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スのラ イセンサーによ り提供される本ソ フ ト ウ ェ ア、 または （ ｈ ） お客様の故意とみな される侵害のいずれかに基づ く 場合は、
お客様に対し一切の責任を負いません。 また上記 （ ｈ ） のと き、 お客様は当該訴訟に関連し て メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スに生じ た弁護士報酬その他の費用を、 終
局判決があ り し だい メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ補償する ものと し ます。  
  第 ４ 項  本条は第 ６ 条に従う ものと し、本契約に基づき ラ イセンス された本ソ フ ト ウ ェ アによる特許も し く は著作権の侵害または営業秘密の不正使用に係るあら
ゆる主張について、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スおよびそのラ イセンサーの全責任、 な らびにお客様唯一の救済手段を定める ものと な り ます。  
  
第 １ ０ 条 期 間  本契約は期間満了または終了時まで有効に存続し ます。 お客様が許諾されたラ イセンスの範囲を超え、 または第 １ 条、 第 ２ 条ないし第 ４ 条の規定
を遵守し ない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スからの通知を も っ て本契約は直ちに終了し ます。 その他重大な契約違反があ り、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの書面
による通知から ３ ０ 日以内に是正されない場合、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スはその通知から ３ ０ 日を も っ て本契約を終了する こ とができます。 本ソ フ ト ウ ェ アが
期間限定の使用のために提供された場合、 本契約は当該許諾期間の満了を以っ て自動的に終了し ます。 いずれの場合も、 本契約の期間満了または終了し だい、 お
客様にはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが合理的に納得でき るよ う に、 そのコ ピー全部を含めて、 本ソ フ ト ウ ェ アの一切の使用を止め メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スへ返
却するか、 または本ソ フ ト ウ ェ アの削除および破棄を書面によ り証明する こ と に同意頂きます。  
  
第 １ １ 条 輸 出  本ソ フ ト ウ ェ アは、 一定の製品、 当該製品の情報、 および当該製品から直接作成された製品を、 一定の国および人物へ輸出または迂回流出する こ
と を禁じ る各国法および米国政府機関による規制の対象と な り ます。 お客様には、 初めに各国および米国政府機関から必要な全ての承認を取得する こ と な く 、 本
ソ フ ト ウ ェ アまたは本ソ フ ト ウ ェ アから直接作成された製品を、 いかなる方法でも輸出し ないこ と に同意頂きます。  
  
第 １ ２ 条 制限的権利の告知  本ソ フ ト ウ ェ アは、 も っぱら民間の経費によ り開発され、かつ制限的権利 (RESTRICTED RIGHTS) が適用された う えで提供される商用
のコ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アです。 米国政府またはその下請業者による使用、 複製または開示は、 本ソ フ ト ウ ェ アを取得し た際の当該ラ イ センス契約が DFARS
227.7202-3(a) に準拠し て定める制限、 または FAR 52.227-19 で商用コ ンピ ュータ ・ ソ フ ト ウ ェ アの制限的権利に係る条項の (c)(1) および (2) 項が定める制限の、 い
ずれか適用のある方に従います。契約者／製造業者は、8005 SW Boeckman Road, Wilsonville, Oregon 97070-7777 USA 所在の Mentor Graphics Corporation にな り ます。  
  
第 １ ３ 条 第三受益者  メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが本契約に基づき ラ イセンスする Microsoft または他のラ イセンサーの本ソ フ ト ウ ェ アに関し て、 Microsoft また
は該当する ラ イセンサーは、 本契約の定める義務を強制する権利を持った、 本契約上の受益者たる第三者に当た り ます。  
  
第 １ ４ 条 監査権  お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アに対するア クセス、 所在ならびに使用を管理し ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 合理的な期間の予告を行な っ た
う えで、 お客様のソ フ ト ウ ェ ア管理システム、 ならびに本契約、 覚書または米国その他輸出管理規制の遵守を確認するために合理的に必要と される記録を、 お客
様の通常の営業時間中に検査する権利を有する ものと し ます。 この検査には、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの求めに応じ て検索し提供される FLEXlm または
FLEXnet レポー ト のログ ・ フ ァ イルが含まれる こ とがあ り ます。 メ ン ター･グラ フ ィ ッ ク スは、 その依頼または検査の結果得られた全ての情報を秘密に保持し、
法律に従い、 あるいはメ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの権利を本契約または覚書に基づき執行するために必要な情報のみを使用または開示する ものと し ます。 本条の
規定は、 本契約の期間満了または終了後も存続し ます。  

第 １ ５ 条 準拠法、 裁判管轄および紛争解決  本契約は、 お客様が南北ア メ リ カに位置する場合は米国オレゴン州法に、 南北ア メ リ カ以外に位置する場合はアイル
ラ ン ド 法に、 それぞれ準拠し て解釈される ものと し ます。 本契約に起因または関連し て生じ る全ての紛争は、 オレゴン州法が適用される場合はオレゴン州ポー ト
ラ ン ド を、 アイルラ ン ド 法が適用される場合はアイルラ ン ド 共和国ダブ リ ンを、 それぞれ専属的合意管轄地と し て これに服し ます。前述にかかわらず、 アジア （日
本を除 く ） における本契約に起因または関連し た紛争は、 シンガポールにおいて、 Singapore International Arbitration Centre （SIAC） の議長によ り選任された単独
の仲裁人によ り、 英語を使用し て解決されます。 この場合、 紛争がおきた時点で有効な SIAC 仲裁規則が適用され、 同規則は本条の一部を成すものと し ます。 本
条の規定は、 お客様に対する訴訟を メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スが、 お客様の営業場所が位置する裁判管轄区域において提起する権利を排除し ないものと し ます。
国際物品売買契約に関する国連条約の条項は本契約に適用されません。  
  
第 １ ６ 条 可分性  本契約でいずれかの条項が、 管轄権を有する裁判所によ り無効、 執行不能、 または違法である と判示された場合、 その条項は本契約から切離さ
れて、 残りの条項が完全に有効なまま存続する ものと し ます。  
  
第 １ ７ 条 支払ならびに雑則  お客様は請求された金額を、 メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スの見積書に別途定められていない限り、 当該請求書の発行日から ３ ０ 日以内

に指定された通貨によ り メ ン ター ・ グラ フ ィ ッ ク スにお支払いただきます。 支払期日を過ぎた請求書には、 月 １ ½％または適用される法定利率のいずれか低い方

の率が利息と し て加算されます。 一部の本ソ フ ト ウ ェ アには第三者のラ イセンス契約に基づき配布される コー ドが含まれ、 お客様に追加の権利が付与される場合

があ り ます。 詳細は該当する本ソ フ ト ウ ェ アの ド キュ メ ンテーシ ョ ンをご覧 く だ さい。 本契約は、 両当事者の権限ある代表者が署名し て書面にて合意し た場合の

み、 修正する こ とができます。 条件の放棄または違反の免除は書面による同意を要し、 その後の同意、 権利放棄または免除を構成し ないものと し ます。

EULA Rev. 060210(Japanese 060210) PN 227921


	Revision History
	Table of Contents
	List of Tables
	Chapter 1 DxDesigner入門
	EE2007と同時に作業
	DxDesignerのワークフロー
	Expeditionワークフロー
	ネットリストワークフロー

	DxDesignerでの情報検索
	リリース間、あるいはフロー間の切り替え
	DxDesignerユーザーインターフェース
	DxDesignerの起動と終了　
	新規プロジェクトの作成
	プロジェクトのコピー、または削除
	ナビゲータの使用
	設計vs.ブロックノード
	ナビゲータの内容
	ナビゲータでのオブジェクト操作
	ナビゲータでの回路図シートの管理

	シートの作業
	シート間の行き来
	ピンやネット、それらの関連するコンポーネントの表示

	回路図オブジェクトの基本的な編集
	DxDesignerコマンドラインコマンドの実行

	Chapter 2 プロジェクト設定の定義
	ダッシュボードのカスタマイズ
	DxDesignerをユーザーインターフェースからカス タマイズ
	ツールメニューのカスタマイズ
	DxDesigner 作業スペースのカスタマイズ
	ピンタイプ矢印の表示とカスタマイズ
	カーソルの外観の変更
	オブジェクト色の変更

	設計をボーダーで囲む
	シートボーダーシンボルの作成
	ボーダーコンフィギュレーションファイルの場所の指定
	ボーダー設定の作成
	回路図のシートボーダーの制御
	ボーダープロパティの変更

	特殊コンポーネントの設定
	CESでの制約条件の設定

	Chapter 3 シンボルの作成と編集
	ローカルシンボルの作成

	Chapter 4 フラット設計の作成と編集
	回路図を前の状態に戻す
	新規回路図の作成
	設計作成のための回路図の準備
	スプレッドシートに設計を作成
	ピンにネットを追加
	行と列のグループ化とグループ解除
	ICTへポートを追加
	ブロックの追加
	差動ペアの作成と削除
	ICTでバスを作成、派生
	ICTテーブルの分割
	色の設定
	ICTテーブルビューワの使用

	設計を図的に作成
	コンポーネントの追加
	電源/グラウンドピンの追加と置換

	コンポーネントを関連するベースシンボルと同期化 する
	コンポーネントの特性の指定
	プロパティの追加と編集
	機械パーツの取り扱い
	テストポイントの取り扱い

	DxDesignerでの制約条件の使用
	コンポーネントの接続/非接続
	配線モード
	交差する接続の作成
	ぶら下がり結線の作成
	ネットラベル名から自動的に結線を作成
	コンポーネントの接続解除

	回路図のポートの追加と編集
	ポートの生成
	欠けているポートの追加
	ポートの置換

	ネットの作成と編集
	回路図エディタを使用してのネットの作成と編集
	ネットのエイリアス化
	ネットの結合
	マルチシート設計での接続の構築
	差動ペアの自動作成
	ネットにシリアルコンポーネントを挿入

	コンポーネントにバスを接続する
	バスの追加
	ネットの派生

	回路図エディタの作業
	回路図シートの追加と削除
	回路図シートのコピー
	回路図にテキストを追加
	回路図にグラフィクスを追加する
	オブジェクトの選択と非選択
	どのオブジェクトを選択するかのフィルタリング
	オブジェクトの移動とコピー
	シンボルやパーツの置換
	テキストの検索と置換
	名前とプロパティの表示
	ストロークを使用してコマンドを実行

	設計の検証
	完了した設計の実行

	Chapter 5 階層設計の作成と編集
	階層設計と設計のリユース
	ボトムアップ階層設計の作成
	回路図からブロックを生成
	回路図にポートを追加

	ブロックを使用してトップダウン階層設計を作成
	トップレベル回路図にブロックを配置


	Chapter 6 他のツールとのデータ交換
	Expeditionワークフロー内でのデータ交換
	外部データベースの作業

	ネットリストワークフローでのデータ交換
	クイックコネクション表示をエクスポート
	HyperLynxとのインターフェイスにLineSimLink を使用する
	LineSimLinkでHyperLynxへエクスポートするには
	LineSimLinkでHyperLynxからインポートするには

	設計をパッケージする

	Chapter 7 設計ルールチェックによる回路図の検証
	Chapter 8 プロジェクトのアーカイブ
	Chapter 8 印刷、プロット、PDFの作成
	Windowsでの印刷
	UNIXでの入力用紙トレイの選択
	UNIXでの印刷
	Windowsでのプロット
	UNIXでのプロット
	UNIXでのプロットの設定
	デフォルト設定を使用してのUNIXでのプロット
	カスタム設定を使用してのUNIXでのプロット

	設計のPDFを作成する

	Chapter 9 BOM(部品表)の生成
	一般的なパーツリスターの情報とその操作について
	DxDesignerウィンドウからパーツリスターを使用 する
	コマンドラインからのパーツリスターの利用
	出力ファイル形式

	Appendix A 作業環境のトラブルシューティング
	DxDesigner環境変数のトラブルシューティング
	ライセンスのトラブルシューティング
	コマンドラインからライセンスユーティリティを実行

	PATH あるいは WDIRにあるファイルの検索

	Appendix B DxDesignerにおけるVHDLとVerilog の使用
	回路図設計を準備してModelSimへエクスポートす る
	VHDLに正しくエクスポートされる回路図の作成
	ModelSimプロジェクトの作成
	DxDesignerの回路図をVHDLへエクスポートする
	ネットリストをModelSimに取り込む
	DxDesignerにModelSimからのデータを取り込む

	回路図での VHDL あるいは Verilog シンボルの使用
	VHDL シンボルの作成
	Verilog シンボルの作成

	回路図にVHDLやSPICEファイルを挿入

	Appendix C オブジェクトのリンクと埋め込み
	オブジェクトの挿入
	オブジェクトの埋め込み
	オブジェクトのリンク

	索引
	Third-Party Information
	End-User License Agreement

